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　バーストリンカーにとって、強さとは何か。

　その問いの答えは、もちろん人によって異なる。バーストリンカーが千人いれば、千通りの強さがあるとさえ言えるだろう。

　黒の王ブラック・ロータスは、切断力。

　赤の王スカーレット・レインは、火力。

　緑の王グリーン・グランデは、防ぼう力。

　スカイ・レイカーは飛ひ翔しよう力。ブラッド・レパードは走破力。アーダー・メイデンは浄じよう化か力りよく。中にはアッシュ・ローラーの《バイク力》やショコラ・パペッターの《チョコ力》のように個性的すぎる力を体現する者もいるが、ともあれ全てのバーストリンカーが、自分だけの強さを目指して日々戦い続けている。

　ハルユキにとっては、強さとは《速さ》だ。

　バーストリンカーになってからしばらくは、速く動くこと、速く飛ぶことだけを追い求めていた。いまよりももっと速くなれれば、もっと強くなれると信じていた。

　しかし、多くの強敵や好敵手との戦いの中で、速さにも色々あることを学んだ。

　単純にデュエルアバターの移動スピードだけを比べるなら、同じ格かく闘とうタイプの黒クロ雪ユキ姫ヒメやパドさんにも負けはしないだろう。しかし二人に接近戦で勝てる気はまったくしない。それは彼女たちの、ここぞという瞬しゆん間かんの反応速度が尋じん常じようではないからだ。仮に密着状態でハルユキが渾こん身しんの拳けん撃げきを繰くり出しても、二人は余よ裕ゆうの見切りで対処し、強きよう烈れつなカウンターを撃うち込んでくるはずだ。

　更さらに、もっと大局的かつ根源的な速さもある。

　それは思考の速さ──瞬しゆん発ぱつ力りよくや対応力だ。ハルユキがよく知るハイランカーたちは皆みな、どんなに予想外の事態に直面しても、驚おどろきで行動が止まる時間が圧あつ倒とう的てきに短い。ハルユキだったらたっぷり三秒くらいは呆ぼう然ぜんとしてしまいそうな場面で即そく座ざに思考を立て直し、的確に動くことができる。

　加速世界で長時間闘たたかい続けてきた経験ももちろんあるだろうが、何よりも違ちがうのは覚かく悟ごだ、とハルユキは感じている。ブレイン・バーストではどんなことでも起こり得るし、その一いつ瞬しゆんの対応を誤れば致ち命めい的てきな結果を招くこともある、という覚かく悟ご。

　ハルユキにその覚かく悟ごと思考の瞬しゆん発ぱつ力りよくがあれば、ダスク・テイカーの必ひつ殺さつ技わざ《魔王徴発令デモニツク・コマンデイア》にも初見で対処できたかもしれないし、《災さい禍かの鎧よろい》に寄生されずに済んだかもしれないし、帝てい城じようのスザク門から計画どおりアーダー・メイデンを救出できたかもしれない。

　いま振り返れば、多くの失敗は全て成長の糧かてになったとも思えるが、それは多くの人に助けられて最終的に問題を解決することができたからだ。失敗を取り返せず、最悪の結末になっていた可能性は大いにある。

　だから、次こそは、とハルユキは心に決めていた。

　次に予想外の事態が──どんなに驚おどろくべき、有り得ない現象が起きたとしても、そこで思考を止めたりしない。呆ぼう然ぜんと立ち尽くして、誰だれかに指示されるのを待ったりしない。最速を目指す者として、いち早く動き、するべきことをするのだ、と。

　そして、《次》は。

　いまこの瞬しゆん間かんだ。
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「──《パラダイム・ブレイクダウン》」

　白のレギオンとの領土戦ステージに突とつ如じよ出現した謎なぞのバーストリンカーが、初めて聞く技わざ名とともにペールピンクの光を解き放った瞬しゆん間かん、ハルユキはそれがノーマルな必ひつ殺さつ技わざではなく心しん意い技わざ──《事象の上書きオーバーライド》によってブレイン・バーストのシステムをねじ曲げる超ちよう常じようの力であることを直感した。

　直後、驚おどろくべき現象が引き起こされた。

　あくまで通常対戦ステージの拡張版である領土戦ステージに、来るはずのない夜明けが訪おとずれ、タイムカウントと自分以外の体力ゲージが消しよう滅めつしたのだ。

　加速世界に於おいて、そうなる場所はたった一つしか存在しない。

　無制限中立フィールド。

　遥はるか離はなれたビルの屋上に立つ謎なぞのバーストリンカーの心しん意い技わざによって、領土戦ステージが、無制限中立フィールドへと変化させられた──。

　今日、二〇四七年七月二十日の領土戦争は、ハルユキにとっても、プロミネンスと合がつ併ぺいした《第三ネガ・ネビュラス》にとっても決して負けられない戦いだ。白のレギオン《オシラトリ・ユニヴァース》の本ほん拠きよ地ちである港みなと区く第三エリアの支配権を奪うばい、マッチングリスト遮しや断だん特とつ権けんを消しよう滅めつさせる。その結果リストに加速研究会メンバーの名前が出現すれば、オシラトリと研究会が表ひよう裏り一いつ体たいの組織であると証明できる。

　しかしハルユキは、ほんの数秒前まで、ブレイン・バーストの規律とバーストリンカーの矜きよう持じに則のつとって正々堂々と戦おうと思っていた。それで攻こう撃げきされた時しか心しん意いは使ってはならない、という黒クロ雪ユキ姫ヒメの教えを守ろうと決めていた。

　しかし、領土戦の開始からわずか十分が経過したところで、謎なぞのバーストリンカーの心しん意い技わざが発動したのだ。ネガ・ネビュラス側の仕し掛かけでは有り得ない。ならば敵の……オシラトリ・ユニヴァースの作戦だと考えるしかない。

　敵が心しん意い技わざを使った以上、ここからはもう何でもあり。そのつもりで、あらゆる能力を総動員して対応しなければ、取り返しのつかない被ひ害がいを被こうむる可能性もある。

　──だから、驚おどろいてるヒマがあったら、動け!!

　痺しびれかけた頭を強ごう引いんに再起動させ、ハルユキは状じよう況きように対応しようとした。

　といっても、闇やみ雲くもに飛んだり、敵を攻こう撃げきしようとしたわけではない。いますべきは情報収集。のんびりあたりを見回している余よ裕ゆうはないが、ハルユキには、恐おそらくこの戦場で自分ひとりだけが可能な偵てい察さつ手しゆ段だんがある。

　意識を集中させ、思念を飛ばす。

　────来てくれ、メタトロン!!

　目の前に、黄金の紡ぼう錘すい形けいと二枚の翼つばさを組み合わせた立体アイコンが出現した瞬しゆん間かん、続けて念じる。

　────僕を、ハイエスト・レベルに!!

　バシイイイイイッ!!

　という加速音がハルユキの内部で炸さく裂れつし、意識だけを高次空間へと運んだ。




　無限に広がる虚こ空くう。

　光も、音も、アバターの体感覚さえ存在しない暗黒の世界で、ハルユキはただ一つのものに意識を同調させようとした。

　目の前で規則正しく明めい滅めつする、極小のドット。このささやかな光とのシンクロが乱れれば、意識は一いつ瞬しゆんでもとのフィールドへと弾はじき出されてしまう。ハルユキはまだ、加速世界の本質にして極限であるこのハイエスト・レベルに、自分の意思で自在に出入りできるほどの段階には達していないのだ。

　しかし少なくとも、二度目の加速音を聞いたいまはもう焦あせる必要はない。この空間では時間はほぼ停止している。精神を落ち着かせ、儚はかなく瞬またたいている金色のドットだけにひたすら集中していると──。

　ふわりとドットがほどけ、無数の細線となって暗くら闇やみに流れて、優美なシルエットを作り出した。

　薄うすいドレスをまとい、背中から二枚の翼つばさを伸ばした、高貴な顔立ちの女性。瞼まぶたを閉じた顔に、頭上の光ひかり輝かがやくリングが優美な陰いん影えいを作り出している。

　リングから放たれる光こう彩さいに触ふれた途と端たん、いままで存在していなかったハルユキの体も金色の粒りゆう子しによって描えがき出される。それが現実世界の自分ではなく、シルバー・クロウの姿だったことにほっとするような申し訳ないような気分に襲おそわれていると。

　瞼まぶたを下ろしたままの女性──第三ネガ・ネビュラス五十人目のメンバーにして、ハルユキの自じ称しようご主人様である神獣レジエンド級きゆうエネミー《大天使メタトロン》は、おもむろに右手を持ち上げ、ほっそりした中指を親指に引っかけて。

　ズビシ！

　とハルユキのヘルメットに強きよう烈れつなデコピンを炸さく裂れつさせた。

「イダダッ！」

　ハイエスト・レベルでは、たとえ《四し聖せい》の一柱たるメタトロンでも物ぶつ理り的てき干かん渉しようは行えないので衝しよう撃げきも痛みも錯さつ覚かくなのだが、反射的におでこを押さえていると頭上から苛か烈れつな[image: 叱]しつ声せいが降ってきた。

「我わがしもべシルバー・クロウ！　主たるこの私を、よくも長々と放置できたものですね！」

「ご、ごめん……あれこれ色々ありすぎて……」

「では、そのあれこれとやらを、時系列順に詳くわしく説明しなさい！」

「は、はい、えーと……」

　首を縮めたまま、脳のう裏りにここ数日の記き憶おくを甦よみがえらせる。

　メタトロンを最後に召しよう喚かんしたのは一昨日……木曜の夕方、楓フウ子コと一いつ緒しよに帝てい城じように突とつ入にゆうした時だ。内部でトリリードと、彼の師であり《親》でもあるグラファイト・エッジと邂かい逅こうし、ブレイン・バーストが生まれた理由とクリア条件について話し合った。

　いや、正確にはその日の深夜、ハルユキはメタトロンともう一度会っている。しかしそれはベッドで寝ているあいだ、つまり夢の中での話で、本当に夢だった可能性もある。

　ともあれ、それ以降に起きたことを、まずはプロミネンスとの合がつ併ぺい会かい議ぎから説明しようとした──のだが。

　再び右手を持ち上げたメタトロンが、今度はデコピンではなく掌てのひらでハルユキのヘルメットに触ふれた。華きや奢しやな手はバイザーをすり抜け、内部のアバター素体に……そのさらに内側の意識そのものに触ふれる。

　ぱちっ、とスパークにも似た感覚が訪おとずれ、メタトロンは右手を離はなした。

「……なるほど、確かにあれこれあったのですね……」

「え、ええ!?」

　いまのでもう解わかったの!?　と訊きこうとしてようやく思い出す。このハイエスト・レベルでは、メタトロンはハルユキの記き憶おくを直接参照できるのだ。

　ことによると逆も可能なのだろうかと考えたハルユキは、メタトロンの頭に右手を伸ばしかけたが、不意に大天使が瞼まぶたをわずかに持ち上げたので慌あわてて引っ込める。

　三割ほど露あらわにした黄金の瞳ひとみでハルユキを見下ろし、メタトロンは言った。

「……つまり、おまえたちは白の軍団とロウ・レベルで戦せん闘とうを開始したものの、突とつ然ぜんミーン・レベルに移動した……そういうことでしょう？」

　メタトロンの言う《ミーン・レベル》は無制限中立フィールドのことなので、《ロウ・レベル》は通常対戦ステージや領土戦ステージだろうと見当をつけて頷うなずく。

「う、うん、そうなんだけど……そこもまだよく解わからないんだ。僕ら全員が、領土戦ステージから本物の無制限フィールドに移動したのか、それとも領土戦ステージの見た目やルールだけが無制限フィールドっぽく変化したのか……」

　後のほうならまだしも対処の方法はある、と考えながらハルユキはそう発言したのだが。

　大天使はあっさりと首を横に振った。

「いえ、お前たちが存在している座標は正しよう真しん正しよう銘めいのミーン・レベルです。つまり、お前の見た小戦士が、《シンイシステム》によってお前たちを移動させたのでしょう」

「………………」

　しばし絶句してしまってから、ハルユキは掠かすれ声ごえで訊たずねた。

「……か、可能なの、そんなことが……？　無制限フィールドに入るにはレベル制限もあるし、バーストポイントだって10も消費するのに……」

「ふむ……」

　すぐには答えず、メタトロンは体の向きを変えると、ふわりと左手を動かした。

　無限に広がる暗くら闇やみのずっと下のほうに、淡あわく輝かがやく光点が出現する。それは見る間に数を増し、色とりどりに瞬またたく星の海となる。

　複雑な模様を織り成す星々に一いつ瞬しゆん眼めを奪うばわれてから、ハルユキはそれが港みなと区くエリアの地形であることに気付いた。無数の星が集まり、ひときわ明るく光っている場所が品しな川がわ駅えき。そこから上下に伸びるラインは山やま手のて線せんと東海道新幹線。品川駅のすぐ北には高たか輪なわ駅えきがあり、その西側は比ひ較かく的てき暗くなっている。

　ハルユキたちが見ている星々──メタトロンの言葉を借りれば《ノード》は全て現実世界のソーシャル・カメラなので、駅や繁はん華か街がい、幹線道路沿いでは多くなるし、史し跡せきや公園では少なくなる。つまり、高たか輪なわ駅西側の暗がりが泉せん岳がく寺じ……領土戦ステージで要塞拠点ストロングホールドがあった場所だろう。そして、ハルユキたちネガ・ネビュラスと、グレイシャー・ビヒモスたちオシラトリ・ユニヴァースの防衛チームが対たい峙じしていた場所。

　現在、ハルユキの主観的な時間はほぼ停止しているが、ハイエスト・レベルから無制限中立フィールドに戻もどった瞬しゆん間かんに戦せん闘とうが再開される。それまでに、可能な限りの情報を集めなくてはならない。

　泉せん岳がく寺じのあたりに眼めを凝こらしていると、メタトロンが少しだけ真しん剣けん味みを増した声で囁ささやいた。

「……ミーン・レベルの一部に、異常な空間変動の痕こん跡せきが残っています」

「ど……どういうこと？」

「ほら、よく見てみなさい」

　そう言いながら大天使が指さしたのは、ハルユキが注視していた泉せん岳がく寺じから少しだけ離はなれた場所だった。懸けん命めいに凝ぎよう視しすると、星々がごくわずかに揺ゆれていることに気付く。まるで、黒い水面に小さな波は紋もんが広がっているかのようだ。

「揺ゆれてる……あれは……？」

「同じ現象を、かつて一度だけ見たことがあります。ミーン・レベルに大規模な干かん渉しようが行われると、ノードにあのような振しん動どうが残るのです。恐おそらくその小戦士は、ロウ・レベルにいたお前たちを空間ごと切り抜いて、ミーン・レベルの同一座標に移動……いや同調させたのでしょう」

「か……カット・アンド・ペーストってこと……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやきながら、ハルユキは星々の波は紋もんに眼めを奪うばわれ続けた。

　まだブレイン・バーストの存在も知らない小学生だった頃ころによく遊んでいたオールドゲームをふと思い出す。五十年近くも昔に発売された謎なぞ解とき型がたアクションゲームの古典的名作だったのだが、手持ちのアイテムに特定の操作をしてからワープゾーンに入ると、バグで本来は行けないはずのマップに飛ばされてしまうのだ。

　アイテムの種類や個数がワープ先のマップに対応している──つまりゲームの世界では遠く離はなれた場所なのに、プログラム上では数字ひとつの違ちがいでしかないという事実は幼いハルユキに少なからぬ衝しよう撃げきを与あたえた。そのオールドゲームとブレイン・バースト２０３９は、容量を比べれば何百万、いや何千万倍もの差があるだろうが、しかしゲームとしての本質は変わらない。果てしなく離はなれているように思える領土戦ステージと無制限中立フィールドも、ブレイン・バースト中央サーバーの中では、物理的な距きよ離りは意味を持たない。

　心しん意い技わざは、加速世界のあらゆる事象を上書きオーバーライドする。ならば、あるマップに与あたえられたアドレスを、別のマップのそれに書かき換かえることも原理的には可能なのだろう。

　しかし、いったいいかなるイマジネーションが……どれほどのイメージ力があれば、そんな真似まねができるのか。加速世界そのものに干かん渉しようする、いわば究極の範はん囲い型がた心しん意い技わざ。

「……誰だれが、そんなことを……」

　甘あまく澄すんだ、それでいてどこか寂さびしげな声で発せられた《パラダイム・ブレイクダウン》という技わざ名めいを思い出しながら、ハルユキは眼下の星たちに眼めを凝こらした。

　ハイエスト・レベルでは、地形を描えがく《ノード》だけでなく、無制限中立フィールドにダイブしているバーストリンカーたちを見ることもできたはずだ。懸けん命めいに意識を集中させていると、泉せん岳がく寺じの暗がりの中央やや東側に、銀色の小さな光が現れる。それがシルバー・クロウであることを、ハルユキは直感的に悟さとった。

　自分自身を外側から眺ながめる奇き妙みような感覚を味わいながら、知覚を広げていく。

　クロウのすぐそばに出現した灰色の光点はアッシュ・ローラーだ。明るい緑色のブッシュ・ウータンと濃こい緑色のオリーブ・グラブも密着している。

　少し南に下がったところで固まっている茶色、紫むらさき、水色の三つの光はショコラ・パペッターたちプチ・パケ組。そして、ハルユキたちと対たい峙じするように輝かがやくアイスブルーの大きな光点は、白のレギオンの幹部集団《七連矮星セブン・ドワーフス》の一人、グレイシャー・ビヒモスに違ちがいない。

　泉せん岳がく寺じの境けい内だいにいるのはこの八人だけだが、東側と西側に建ち並ぶオフィスビルの屋上にはさらに幾いくつもの光点が存在している。どの光が誰だれなのかまでは解わからないが、東側に陣じん取どるのはネガ・ネビュラスのハイランカーたちで、西側がオシラトリ・ユニヴァースだろう。

　そして、泉せん岳がく寺じの北側に一いつ棟とうだけ建つ細長いビルの上にも、小さな光が存在した。

　少し紫むらさきがかったペールピンクは、領土戦ステージをオーロラのように包み込んだ過剰光オーバーレイと同じ色合いだ。あのバーストリンカーが問題の心しん意い技わざを発動させたと見て間ま違ちがいないだろうが、ハイエスト・レベルでは姿も名前も解わからないのがどうにも歯がゆい。

　ハルユキの思考を読んだかのように、メタトロンが言った。

「私とても、現状では位置情報以上のことを知るすべはありませんが……しかしロウ・レベルの領土戦ステージには、攻こう撃げき側がわか防ぼう御ぎよ側がわの軍団に所属する者しか入れないのですから、お前が知らない以上、問題の小戦士はオシラトリ・ユニヴァースとやらのメンバーということになりますね」

「そう……なんだろうね……」

　こくりと頷うなずいたものの、ハルユキの頭は中ちゆう途と半はん端ぱな角度で停止する。

　領土戦ステージから無制限フィールドに強制転移させられた直後、グレイシャー・ビヒモスが不思議な呟つぶやき声ごえを漏もらしたのだ。

　──王よ……いまが、その時だというのですか。

　言葉の正確な意味合いは不明だが、少なくとも、オシラトリの大幹部であるビヒモスにとっても予想外の出来事だった……というニュアンスは感じられる。しかし同時に、この強制転移が何なのかは理解しているとも受け取れる。

　だとすれば、心しん意い技わざ《パラダイム・ブレイクダウン》を発動させたのは、ビヒモスにとっての王……つまりオシラトリ・ユニヴァース頭首、白の王ホワイト・コスモスなのだろうか？

　北側のビルの屋上に、ぽつんと寂さびしげに瞬またたいている光点こそが、白の王その人……？

　ハルユキは、先月末の文化祭の日にダミーアバターで姿を現した白の王の声と、心しん意い技わざの技わざ名めい発はつ声せいが同じ声だったか、脳内で比ひ較かくしようとした。

　甘あまく澄すんだ響ひびきは似ているような気もする。しかしいっぽう、梅うめ郷さと中ちゆうローカルネットに乱入してきた白の王の声には寂さびしさなどまったく感じられなかった。あの状じよう況きようでも平然と……いや超ちよう然ぜんとした雰ふん囲い気きを保ち、終始内面をさらけ出すことなく去っていった。

　別人だとすれば、恐おそらく白のレギオンのハイランカーであろう薄うす桃もも色いろのデュエルアバターを、ハルユキが知っているはずがない。

「……あれ、でも…………」

　眉まゆを寄せ、朧おぼろな光で描びよう写しやされる右手をヘルメットの側面に押し当てる。

「あの声…………どこかで聞いたような…………？」

「何の話です、しもべ？」

　メタトロンに問われ、半ば自動的に答える。

「僕らを無制限フィールドに引き込んだバーストリンカーの声に、聞き覚えがあるような気がするんだ。けど、どこで聞いたのか……七王会議でもないし……合がつ併ぺい会かい議ぎでもないし……」

「ふむ。ならば私が、お前の記き憶おくを検けん索さくしてみましょう」

「うん、じゃあ…………って、え、ええっ!?」

　素す直なおに差し出しかけた頭を、慌あわてて引き戻もどす。

「け、検けん索さくって、そんなことできるの!?」

「さあ。しかし、お前たちの記き憶おくもビーイングの記き憶おくも保存形式は似たようなものでしょう？　ほじくり返してみれば何かが解わかるはずです」

　何やら恐おそろしいことを言いながら、メタトロンは左手でハルユキのヘルメットをがっしと摑つかんだ。シルバー・クロウよりもずっと小さくて華きや奢しやな手なのに、まったく頭を動かせなくなってしまう。

「ひえええ、お、お助け……」

　というハルユキの悲鳴にも眉まゆひとつ動かさず、メタトロンは右手の人差し指と中指をまっすぐ伸ばして、ヘルメットの真ん中に突き立てようと────

　したその寸前で、ぴたりと全身を停止させた。

　ハルユキの頭を左手で摑つかんだまま、素す早ばやく振り向く。

「何者ですか!!」

　鋭するどく発せられたその言葉に、ハルユキは啞あ然ぜんと両眼を見開いた。

　ここは時間が停止したハイエスト・レベルだ。超ちよう高こう位いエネミーであるメタトロンとリンクしたハルユキだけが到とう達たつできる、加速世界の深しん淵えん。何者もなにも、こんなところに誰だれかが現れるはずがない…………。

　ぴぃん。

　極ごく薄うすの金きん属ぞく膜まくを指先で弾はじくような、かすかな音が聞こえた。

　ぴぃん、ぴぃん。規則正しく繰くり返かえされる音は、少しずつ大きくなっていく。

　これは──足音……？

　そう直感したハルユキは、どうにかメタトロンの左手から抜け出すと、暗くら闇やみの彼方かなたをじっと見み詰つめた。

　最初は、ぼんやりと揺ゆれる白い影かげだけが見えた。

　近づくにつれ、それは人の形へと変わる。ハルユキやメタトロンと同様に、朧おぼろな光のアウトラインで描えがき出される、小さなＦ型デュエルアバター。

　背せ丈たけはシルバー・クロウの胸のあたりまでしかない。手足も、胴どう体たいも驚おどろくほど細い体を、雪の結けつ晶しようを思わせる幾き何か学がく模も様ようのドレス型がた装そう甲こうに包んでいる。

　ハルユキたちのすぐ目の前で立ち止まった少女アバターは、可か憐れんなフェイスマスクを明るく綻ほころばせ、言った。

「あはっ、やーっとみつけたよ」

「……き、君は、誰だれ……？」

「ひとの名前をきくときはまず自分から……っていいたいとこだけど、あなたの名前はしってるから、特別におしえてあげるよ。あたしは《スノー・フェアリー》、《眠り屋スリーピー》ってよぶ人もいるけど。よろしくね、シルバー・クロウ」

　少女が甘あま酸ずっぱい声で名乗った、可か憐れんなアバターネームを聞いた瞬しゆん間かん。

　ハルユキは、物ぶつ理り的てき干かん渉しようが不可能なハイエスト・レベルにいることを忘れて、一歩飛とび退のきながら身構えてしまった。

　なぜならその名前は、黒クロ雪ユキ姫ヒメに渡わたされたオシラトリ・ユニヴァースの全メンバーリストの、かなり上位に記されていたからだ。幹部集団《七連矮星セブン・ドワーフス》の一員。しかも、先刻戦った強敵グレイシャー・ビヒモスが、幹部の中では七番目だったのに対して、スノー・フェアリーは二番目。

　黒雪姫は、リストの表記順に関して、『単純に強い順というわけではないが、強しいて言うならばクセモノ度の高い順だ』と言っていた。つまり、眼前の少女アバターは、白のレギオンの中でも相当なクセモノということになる。

「ど……どうして、ここに」

　ハルユキが咄とつ嗟さにそう問いかけると、スノー・フェアリーは再びにこっと笑った。

「なんか、みられてるカンジしたんだよね。ここ、こわいからあんまりきたくないんだけど……でも、こっそりのぞかれるのもきらいだから」

「……見られてる、感じ……？」

　呆ぼう然ぜんとハルユキは繰くり返かえした。

　いまの言葉を信じるならば、眼前でにこにこしている少女アバターは、ハイエスト・レベルから無制限中立フイールドミーン・レベルを観察していたハルユキの視線を感じた、ということになる。

　そんなことが可能だとは到とう底てい思えない。ハルユキの理解では、ハイエスト・レベルの観察者は、旧世代のオンライン・ゲームをモニタ越ごしに眺ながめているギャラリーのようなものだ。いったいどんな対戦者が、ネットワークの彼方かなたにいる第三者の存在に気づけるというのか。

　思考の瞬しゆん発ぱつ力りよくを鍛たん錬れん中ちゆうのハルユキも、この事態にどう対応していいのか解わからず、身構えたまま硬こう直ちよくした。

　いっぽうスノー・フェアリーは、視線をハルユキの隣となりに立つメタトロンに向けると、少しだけ笑えみを薄うすくした。

「……あなたたちは、どうしてそんなにきまぐれなのかな……。エネミーならエネミーらしく、バーストリンカーをいじめて満足していればいいのに。あなたたちがそうやっておかしな干かん渉しようをするから……」

　そこで一いつ瞬しゆんだけ言葉を止め、軽く肩かたをすくめる。

「……まあ、いいわ。どうせもう、二度とあうことはないんだし」

　そして、ここまで珍めずらしく沈ちん黙もくを保っているメタトロンに向けて一歩踏ふみ出し、無造作に右手を持ち上げた。

　とても対たい戦せん格かく闘とうゲームのアバターとは思えない、驚おどろくほど細い指が、何かをつまむような動きをした。

　その刹せつ那な、メタトロンが反応した。体は静止したまま、頭のリングを光らせただけだったが、フェアリーが不可視の衝しよう撃げきに弾はじかれたように一歩下がる。

　干かん渉しよう不可能なハイエスト・レベルで、二人のあいだで何が行われたのか、ハルユキには想像もできなかった。しかし直後、足あし許もとの床ゆかが抜けたような感覚に襲おそわれ、思わず声を上げた。
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「う……うわっ!?」

　反射的に背中の翼つばさでホバリングしようとしたが効果はない。しかしこれはフェアリーの攻こう撃げきではなく、メタトロンが引き起こした現象のようだ。沈ちん黙もくを保つ大天使と並んだまま、暗くら闇やみの中を急速に落下していく。みるみる遠ざかる妖よう精せい型がたアバターが、小さく肩かたをすくめる。

「あん、ざんねん……」

　かすかな呟つぶやき声ごえが届いたのと、ほとんど同時に。

　ブレイン・バーストの加速音を逆再生したかのような音の波がハルユキを包み、視界がホワイトアウトした。










　　　２




　無制限中立フィールドに戻もどった瞬しゆん間かん、ハルユキは軽くふらついてしまった。

　どうにか踏ふみ留とどまり、真っ先に左ひだり肩かたを見る。そこにメタトロンの立体アイコンがちゃんと乗のっていることを確かく認にんし、詰つめていた息を細く吐はき出す。

　体感ではハイエスト・レベルに五分以上も留とどまっていた気がするが、実際には一秒も経たっていないはずだ。すぐ近くでは、アッシュ・ローラー、ブッシュ・ウータン、オリーブ・グラブの三人が、消えてしまった要塞拠点ストロングホールドを探すように呆ぼう然ぜんと周囲を見回している。

「……あのスノー・フェアリーとやら、ただでは済ませません」

　いきなり左ひだり肩かたのメタトロンが、かつてないほど尖とがった声を出したので、ハルユキはびくっと首を縮めた。

「え……？　さ、さっきのこと？　あの人、何をしようとしたの？」

「私が膨ぼう大だいな時間をかけて強化してきた、私とお前のリンクを切断しようとしたのです」

「切断……って、でも、ハイエスト・レベルじゃ他人に干かん渉しようできないはずじゃ……」

「原則的にはそのとおりです。しかし……」

　だがそこで、話し声に気付いたか、バイクに跨またがるアッシュ・ローラーが振り向いて叫さけんだ。

「おい、カラス野や郎ろう！　こいつはいったい……」

　さしもの世紀末ライダーも途と惑まどいを隠かくせない様子で、それはプチ・パケ組や後方のスカイ・レイカーたちも同じだろう。しかしオシラトリ側はある程度状じよう況きようを把は握あくしているはずなので、このまま前線に突とつ出しゆつしていると先せん制せい攻こう撃げきを受ける危険がある。

　まずは自チームの態勢を立て直さないと、と判断したハルユキはアッシュ・ローラーたちに向けて叫さけび返かえした。

「アッシュさん、いったん引きましょう！　ここは本物の無制限フィールドです！　もし死んだら、無限ＥＫの可能性が……」

　自分の口から意識せず飛び出した言葉が、わずかなタイムラグを経て思考にフィードバックされた瞬しゆん間かん、ハルユキの全身を強きよう烈れつな悪お寒かんが走り抜けた。

　無限ＥＫエネミー・キル。

　即そく時じバーストアウトが不可能な無制限中立フィールドで、超ちよう強きよう力りよくなエネミーの縄なわ張ばりなどで死んでしまい、一時間後に自じ動どう蘇そ生せい[image: →]エネミーの攻こう撃げきを受けて即そく死しを繰くり返かえすことでバーストポイントを全損してしまう現象だ。それを防ぐために、無制限フィールドにダイブする時は、グローバル回線に自動切断タイマーを設定しておくことが常識となっている。

　しかし、もしも神獣レジエンド級きゆうエネミーなみの攻こう撃げき力りよくを持つバーストリンカーがいれば。

　サドンデス・デュエル・カードを使わずとも、無限ＥＫと同じ方法で他のバーストリンカーを全損に追い込めることになる。エネミー・キルならぬ、無限プレイヤー・キル。

　それだ。この強制転移をオシラトリ陣じん営えいが引き起こしたのなら、狙ねらいはきっとそれなのだ。加速研究会と白の王ホワイト・コスモスの計画を再三阻はばもうとしてきた、ネガ・ネビュラスの完全なる排はい除じよ。

　強きよう烈れつな戦せん慄りつにアバターの手足が痺しびれるのを感じながら、ハルユキはもういちどアッシュたちに一時的後退を促うながそうとした。

　しかしそれより早く、背後から呼びかける声が聞こえた。

「鴉からすさん、いまのは本当なの!?」

　慌あわてて振り向くと、白いワンピースを翻ひるがえしながらスカイ・レイカーが駆かけ寄よってくるところだった。後方にはアーダー・メイデンやアクア・カレントほか、攻こう撃げきチームのメンバーたちの姿もある。それを見て、南に退たい避ひしていたショコラたちもこちらに走ってくる。

　ハルユキは反射的に、仲間たちの人数を確かめた。

　ネガ・ネビュラスの幹部である《四元素エレメンツ》が三人。隣となりに、旧プロミネンスの幹部、《三獣士トリプレツクス》ことブラッド・レパード、カシス・ムース、シスル・ポーキュパイン。

　その後方には、シアン・パイル、ライム・ベル、マゼンタ・シザーが固まって立っている。アメリカンバイクに三人乗りしているアッシュ・ローラーたちと、再合流したショコラたちにハルユキとメタトロンを加えて、総勢十七人。隠かくし球だまである《彼》の姿だけがないが、それは作戦どおりだ。

　ハルユキたち攻こう撃げきチームが全員参加できたからには、白のレギオンも、事前の想定の最大数である二十人近いメンバーをこの港みなと区く第三エリアに配置していたということになる。本ほん拠きよ地ちのあるエリアを重点的に守るのは当然のことだが、問題はそこに《七連矮星セブン・ドワーフス》が何人含ふくまれているのかだ。

　ハイエスト・レベルでの偵てい察さつが短時間で終しゆう了りようしてしまったことを残念に思いながら、ハルユキはスカイ・レイカーにも状じよう況きようを説明した。

「師し匠しよう、僕たちは本物の無制限フィールドに転移させられたんです。白のレギオンがそんなことをした狙ねらいは、たぶん……」

「しもべ！」

　ハルユキの言葉を、今度は左ひだり肩かたのメタトロンが遮さえぎった。

「あれを！」

　立体アイコンの小さな翼つばさが真上を指し示す。吸い寄せられるように、夜明け間近の空を振り仰あおぐ。

　濃こい紫むらさき色いろに染まる雲から、無数の白いものがひらひら、ふわふわと音もなく舞まい降おりてくる。広げた掌てのひらで受け止めると瞬しゆん時じに溶とけて水すい滴てきになり、それもたちまち蒸発する。寒さは感じないが、これはどう見ても──。

「雪…………？」

　ハルユキの呟つぶやきに、すかさずタクムが反応した。

「《魔ま都と》ステージに天候エフェクトはないはずだよ。……まあ、こんな異常事態なんだから、断言はできないけど……」

「何をのんきなことを言っているのですか！」

　左ひだり肩かたで、立体アイコンが薄うすい羽根をばたばたさせた。

「これは、ミーン・レベルへのオーバーライド現象……お前たちの言う《シンイ》の力によるものです！」

「えっ……」

　言葉を失ったハルユキは、再び暗い空を見上げた。

　純白の雪は、泉せん岳がく寺じの上空だけでなく、少なくとも港みなと区く第三エリアの中心部全体を包み込むようにしんしんと降り続いている。確かに心しん意い技わざには範はん囲い型がたのものも存在するが、これほどの広こう範はん囲いに効果が及およぶ技わざなど見たことも聞いたこともない。

　いったい誰だれが、何のために……と思いながら、ひとひらの雪を追いかけて視線を下ろしていく。

　その先には、無言でうずくまる巨きよ大だいな影かげがあった。

　ステージが無制限フィールドになってしまう直前までハルユキと激げき闘とうを繰くり広ひろげていた白のレギオンの猛も者さ、《くしゃみ屋スニージー》ことグレイシャー・ビヒモスだ。

　氷河の巨きよ獣じゆうを意味するアバターネームのとおり、ビヒモスは強力な凍とう結けつ技わざを駆く使ししてプチ・パケ組の三人を瀕ひん死し状じよう態たいに追い込み、救きゆう援えんに駆かけつけたハルユキを苦しめた。ならばこの雪は、冷気使いである彼の心しん意いが降らせているのだろうか？

　強化外装《ルシード・ブレード》を右手で強く握にぎり締しめながら、ハルユキは二十メートルほど離はなれた場所に陣じん取どる巨きよ体たいを凝ぎよう視しした。

　ビヒモスは、強制転移のすぐ後に、「王よ、いまがその時だというのですか」という言葉を発して以来完全に沈ちん黙もくしている。巨きよ大だいなアバターを限界まで縮め、頭を深く俯うつむけている様子は、まるで何かを恐おそれているように……あるいは、そんなわけはないのだが、ハルユキたちに謝罪しているようにも見える。

　徐じよ々じよに勢いを増す雪の中で、スカイ・レイカーが低く張はり詰つめた声を出した。

「……状じよう況きようが不明すぎるわ。残念だけれど、いったん作戦を中止して現実世界に戻もどりましょう。最も寄よりのポータルは……」

「品しな川がわ駅えきだ。ここが本物の無制限フィールドなら、だが」

　カシス・ムースの言葉に、ハルユキは素す早ばやく頷うなずいた。

「それは間ま違ちがいないです」

　楓フウ子コも軽く頷うなずくと、傍かたわらの謡ウタイに指示した。

「メイデン、撤てつ退たいの合図を」

「了りよう解かいなのです」

　アーダー・メイデンが、長弓を雪空に向ける。グレイシャー・ビヒモスが光こう線せん技わざで仲間を呼び寄せていたように、ネガ・ネビュラス陣じん営えいもメイデンの火矢による各種の合図を事前に取り決めているのだ。チームのほとんどはこの場所に揃そろっているが、後方で待機しているはずの《彼》にも撤てつ退たいを知らせなくてはならない。

　メイデンが長弓の弦つるを引き始め、炎ほのおの矢が生成されても、まだビヒモスは動かない。後方のビル屋上に陣じん取どっているはずの、オシラトリ側のバーストリンカーたちも接近してくる様子はない。戦場には、心しん意いの雪がただ音もなく降りしきるだけ。

　弦つるをいっぱいに引き絞しぼった謡が、一いつ瞬しゆんの静止状態を経て右手を離はなした。

　朱しゆ色いろの炎ほのおをまとう矢は、垂直に飛ひ翔しようし──。

　ほんの十数メートル上じよう昇しようしたところで、急激に輝かがやきを減げん衰すいさせると、燃え尽きるように消しよう滅めつした。

「えっ…………」

　謡が小さな声を漏もらす。アーダー・メイデンの長弓《フレイム・コーラー》は、限界まで弦つるを引けばライフル並みの射程を発揮できる優ゆう秀しゆうな強化外装だ。低く垂たれ込めた雲に楽々届き、エリアのどこからでも見える輝かがやきを生み出すはずだったのに、これでは合図にならない。

　もう一度弦つるを引こうとした謡ウタイが、ぴたりと手を止めた。

　小さな体ごと、素す早ばやく西に向き直る。その時にはもう、ハルユキも感じていた。アバターの芯しんまで震ふるえが来るほどの、強きよう烈れつ極きわまる情報圧プレツシヤー。

　発生源を見み極きわめる前に、声が聞こえた。

「あたしの雪のなかじゃ、どんな火もきえちゃうんだよ」

　幼い少女のような、舌っ足らずな甘あまい声には聞き覚えがあった。優すぐれた視力を持つブラッド・レパードが、短く囁ささやく。

「ビヒモスの上」

　その言葉に従い、降りしきる雪の向こうに眼めを凝こらす。

　雪と暁ぎよう闇あんに紛まぎれて移動してきたのだろう、うずくまる巨きよ獣じゆうの、片方の角を失った頭の上に、小さな人ひと影かげがあった。

　細部は視し認にんできないが、雪の結けつ晶しようをモチーフとした装そう甲こうのシルエットは見み間ま違ちがえようもない。ハルユキとメタトロンをハイエスト・レベルまで追ってきて、二人のリンクを切断しようとした、《七連矮星セブン・ドワーフス》の第二位スノー・フェアリー。

　つまりこの雪を降らせているのは、彼女の心しん意いなのだろうか。メイデンの火矢を消しよう滅めつさせるとは驚おどろくべき心しん意い強きよう度どだが、しかしそのわりにはダメージどころか寒さも感じないとはどういうわけなのか──。

「……しまった」

　かすかな声で呟つぶやいたアクア・カレントが、水すい流りゆう装そう甲こうに覆おおわれた左手の指を弾はじき、前方に水すい滴てきを飛ばした。煌きらめきながら飛ひ翔しようした雫しずくは、火矢と同じく、ほんの十メートル先で瞬しゆん時じに凍とう結けつし、ガラス玉のように地面に転がった。

「極低温のフィールドに取り囲まれてるの」

「えっ……じゃ、じゃあ、寒くないのはここだけってことですか」

　ハルユキの上ずった声に、あきらが無言で頷うなずく。慌あわててもういちど周囲に視線を凝こらすと、雪が垂直に降っているのは一同を囲む直径二十メートルほどの空間だけで、その先では大きく渦うずを巻いていることに気付く。あの中に入った瞬しゆん間かんに、強きよう烈れつな寒さとダメージが襲おそってくるに違ちがいない。

「あなたたちは、もうそこからでられないよ」

　再び、スノー・フェアリーのあどけない声が聞こえた。降ふり続ける雪は徐じよ々じよに密度を増し、気付けば四方の建物はもうほとんど見えない。

「……強きよう行こう突とつ破ぱでポータルまで退たい避ひします」

　このままでは状じよう況きようが悪くなるいっぽうと判断したか、スカイ・レイカーがそう囁ささやいた。即そく座ざにアッシュ・ローラーが、バイクのスロットルを軽くふかす。

「そいつを待ってたぜ、師し匠しよう。アタマはオレらに任せて下さい」

　アッシュの後ろに座すわるウータンとオリーブが同時にこくこく頷うなずき、楓フウ子コも首しゆ肯こうを返した。

「お願いするわ、アッシュ。わたしが防ぼう壁へきを展開したら、それを合図に南へ走って。他のみんなは固まってバイクを追いかける。いいわね」

　全員がいっせいに頷うなずく。

　やり取りはごく小さな声で行われたので、二十メートルも離はなれているスノー・フェアリーに聞こえたはずはない。しかし、舞まい散ちる雪の向こうから、くすくすと密ひそやかな笑い声が聞こえた気がして、ハルユキは両りよう拳こぶしを強く握にぎった。

　ルシード・ブレードを左ひだり腰こしの鞘さやに戻もどし、突とつ進しんの合図に備える。

　一同の中央で、楓子がゆるりと右手を持ち上げ──叫さけんだ。

「《庇護風陣ウインド・ヴエール》!!」

　スカイ・レイカーの掌てのひらから、鮮あざやかな緑色の過剰光オーバーレイが迸ほとばしる。それは瞬しゆん時じに旋せん風ぷうへと変わり、雪を吹ふき飛とばしながら広がると、風のバリアで全員を包み込む。

　かつて、加速研究会のラスト・ジグソーが発動させた第四象限の心しん意い技わざ《錆びる秩序ラスト・オーダー》すら防いでのけた楓子の心しん意い防ぼう壁へきは、ハルユキが漠ばく然ぜんと感じていた恐おそれや不安までも遠ざけ、新たな活力を与あたえてくれた。

　アッシュ・ローラーのバイクが、後輪を激しく空転させる。トレッドが石いし畳だたみを嚙かんだ瞬しゆん間かん、三人乗りのアメリカンバイクは猛もう然ぜんとダッシュする。残る十四人も、いっせいに地面を蹴けって走り出す。

　泉せん岳がく寺じの南門まで約百メートル。そこからポータルのある品しな川がわ駅えきまでは、道なりに約一キロ。フルスピードで走れば数分とかからない距きよ離りだ。体力ゲージが減っているショコラたち三人を中央に入れたフォーメーションで、チームは心しん意いの吹雪ふぶきが真っ白に渦うず巻まく極低温空間へと突とつ入にゆう────

　しようとした、その刹せつ那な。

「《最終氷期ラスト・グレイシヤル・ピリオド》」

　重苦しい技わざ名めい発はつ声せいが後方から追いついてきて、前方へと抜けた。

　ゴゴオォン!!

　と凄すさまじい轟ごう音おんがステージを震ふるわせ、周囲の地面から急激にそびえ立つものがあった。

　青く透すき通とおった、氷。分厚い氷の柱が何本も連なって、円形の壁かべを作り出す。

「ノアアッ!?」

　アッシュ・ローラーが喚わめきながらブレーキをかける。前後のローターから火花を散らしながらバイクは減速するが、とても停とまれそうにない。

「任せて！」「任せろ！」

　シアン・パイルとカシス・ムースが同時に叫さけび、バイクの左右から前に出た。パイルは右手の杭打ち機パイルドライバー、カシスは頭部の巨きよ大だいな角で、氷の壁かべを攻こう撃げきする。

　鋼鉄の杭くいと、スパイクつきの角が、完かん璧ぺきに同じタイミングで氷ひよう壁へきに激げき突とつした。

　攻こう撃げきチームの中で最も大おお柄がらな二人のアバターが、一いつ瞬しゆん静止し。

　自分が生み出したエネルギーの反動を受け止めきれず、後方に弾はじき返かえされた。

「うっ……」「ぐあっ！」

　パイルとカシスが背中から地面に倒たおれ込み、少し遅おくれてアッシュのバイクも側面から氷ひよう壁へきに突っ込む。上に乗る三人が右足で壁かべを蹴けることで致ち命めい的てきな損傷は避さけられたが、右のミラーが吹ふき飛とび、マフラーが折れ曲がる。

　ハルユキは咄とつ嗟さに背中の翼つばさを広げて減速し、後ろから走ってくるレイカーたちを受け止めながら、驚きよう愕がくの叫さけび声ごえを漏もらした。

「そんな……無傷……!?」

　パイルとカシスの全ぜん力りよく攻こう撃げきを受け止めた氷ひよう壁へきは、東側からかすかに届いてくる紫むらさき色いろの曙しよ光こうを吸い込んで滑なめらかに輝かがやき、ひび割れどころか傷ひとつ見つけられない。直径十メートル、高さはそれ以上の檻おりと化して、十七人を完全に閉じ込めている。

「……この氷もシンイが生み出したものです」

　左ひだり肩かたでメタトロンが囁ささやく。それを聞いたハルユキは、反射的に後ろを振り向き、分厚い氷の向こうにうずくまったままの黒い影かげを見み据すえた。

　先刻聞こえた技わざ名めい発はつ声せいは、間ま違ちがいなくグレイシャー・ビヒモスのものだ。

　ハルユキと戦った時の彼は、対戦格かく闘とうゲーマーとしてのフェアプレーを貫つらぬいていた。不意打ちもなし、助すけっ人ともなし、挑ちよう発はつも罵ば倒とうもなし。そんな彼が、バーストリンカー最大の禁きん忌きである《先せん制せい心しん意い攻こう撃げき》を繰くり出してきたことになる。

　そもそも無制限フィールドへの強制転移からして心しん意いの力によるものだし、オシラトリ側がネガ・ネビュラスの無限ＰＫを狙ねらっているのならもう何でもありで当然なのだが、それでもハルユキは叫さけばずにいられなかった。

「ビヒモスっ……!!」

　楓フウ子コの心しん意い防ぼう壁へきと、氷の壁かべを貫つらぬいてその声が届いたのか──。

　地面にうずくまり続けていた巨きよ獣じゆうが、強制転移後初めて動いた。頭上にスノー・フェアリーを乗せたままゆっくりと上体を起こし、鋭えい利りな形のアイレンズを青白く輝かがやかせる。

「……我らが大義のため」

　まるで頭の中に直接響ひびくような、重々しい声でビヒモスは告げた。

「そして、全てのバーストリンカーのために……あなたたちには、ここで消えてもらいます」

「た……大義……？　バーストリンカーのため、だって……？」

　まるで体の底から絞しぼり出すような、嗄しわがれた声でハルユキは訊たずねた。

「お前たちがやってきたことに正義があると……そう言っているのか……？」

「あなたたちも、本当はもうきづいてるはずだよ」

　答えたのは、ビヒモスの頭上に立つスノー・フェアリーだった。

「この世界には、災さい禍かの鎧よろいよりも、ＩＳＳキットよりも、ずっとずっと残ざん酷こくな呪のろいがあるってことに」

　とても格かく闘とう戦せんなどできそうにないほど細い両りよう腕うでが、暗い空に差し伸べられる。華きや奢しやなシルエットを、冴さえ冴ざえと青白い輝かがやきが包み込む。

「あたしたちがときはなってあげるね……あなたたちをしばりつける、その呪のろいから」

　スノーホワイトの過剰光オーバーレイがバイブレーションを伴ともなって拡散し、降り続ける雪を温度のない光の粒つぶに変えた。

「《白の終局ブライニクル》」

　周囲の雪が、輝かがやきながら激しく回転し始める。ビヒモスとフェアリーの姿も、泉せん岳がく寺じ周辺の風景も、全て白い光に吞のみ込まれて消える。ハルユキは本能的に身構えたが、白い吹雪ふぶきはビヒモスが作り出した氷の壁かべの向こう側で荒あれ狂くるうだけで、近づいてくる様子はない。

　これもまた、十七人を足止めするための捕ほ獲かく系けいの技わざなのだろうか。だとすれば、いまのうちに氷の壁かべだけでも破は壊かいしておくべきか。

　そう考えたハルユキは、心しん意い技わざ《光線剣レーザー・ソード》を発動するべく右手の五指を伸ばした。

　しかし、イマジネーションを集中する前に、左ひだり肩かたの立体アイコンが鋭するどく叫さけんだ。

「しもべ、上です！」

　小さな声が聞こえた周囲の数人と同時に、夜明けの空を振り仰あおぐ。少し遅おくれて、他のメンバーも上を見る。

　漏ろう斗と状じようの白い雲が、ゆっくりと降りてくるのが見えた。ゆらゆらと不規則に揺ゆれるそれが、超ちよう高こう速そくで回転する渦うず、つまり氷雪の竜たつ巻まきであることにハルユキは気付いた。

　あの竜たつ巻まきが、スノー・フェアリーの心しん意い技わざ《ブライニクル》の本体なのか。しかし、攻こう撃げき技わざとしてはあまりにも速度が遅おそい。竜たつ巻まきが伸びる速度はおよそ一秒間に一メートル、つまりまだ三十メートルは上空にある先せん端たんが、ハルユキたちのいる地上に届くまでにはあと三十秒ほどもかかる計算だ。

　仮にフェアリー単独で発動させたなら、あの技わざをむざむざ喰くらうバーストリンカーはいないだろう。すなわち、標的が何らかの手段で拘こう束そくされていることが前提の技わざ。スピードを完全に捨てて、それ以外の性能に特化させた技わざ……。

　ハルユキのその思考を、シスル・ポーキュパインの掠かすれた声が裏付けた。

「まずいっしょ……」

　背中に生えているふさふさした毛皮を、極度の緊きん張ちようのせいか激しく逆立てながら、シスルは続けた。

「あの心しん意い技わざ、たぶん攻こう撃げき力りよく全ぜん振ふりの《喰くらったら死ぬ》系だし。避さけるか防ぐかしないとヤバイし」

　その言葉に、チームリーダーの楓フウ子コが素す早ばやく反応した。

「防ぼう御ぎよ系心しん意い技わざが使える者は防ぼう御ぎよの用意を！　物ぶつ理り攻こう撃げき系か火か炎えん系けいが使える者は、周りの壁かべを破は壊かいして！」

「りょ……了りよう解かい!!」

　すかさず叫さけび返かえしたハルユキは、今度こそ右手に意識を集中させた。すぐ右側ではタクムが強化外装から突き出している鉄杭ぐいの先せん端たんを左手で摑つかみ、左側ではあきらが両りよう腕うでを体の前でクロスさせる。

「《蒼刃剣シアン・ブレード》!!」

「《相転移フエイズ・トランス》──《鋭キーン》！」

　青系の二人が同時に技わざ名めいを発声し、色合いの異なるブルーの過剰光オーバーレイを迸ほとばしらせた。シアン・パイルの杭打ち機パイルドライバーは長大な両りよう手て剣けんに、アクア・カレントの水すい流りゆう装そう甲こうは硬かたく凍とう結けつした鎧よろいと手甲剣カタールにそれぞれ変化する。

　ポリシーで心しん意い技わざを身につけていないアッシュ・ローラーと、ＩＳＳキットから解放されて以来心しん意いと名の付くものを遠ざけているというブッシュ・ウータンとオリーブ・グラブ、まだ楓子たちから心しん意いシステムの存在を知らされたばかりのプチ・パケ組、そして心しん意い技わざ未習得のライム・ベルを輪の中央に入れ、残りのメンバーもそれぞれ心しん意い技わざの発動態勢に入った。

　防ぼう御ぎよ役やくが、すでに《庇護風陣ウインド・ヴエール》を発動させているスカイ・レイカーと、長弓を扇せん子すに変形させたアーダー・メイデン、巨きよ大だいな角に紫むらさき色いろの過剰光オーバーレイを宿らせたカシス・ムース。

　攻こう撃げき役やくが、シルバー・クロウ、シアン・パイル、アクア・カレントに加えて、両手の鉤かぎ爪づめを長く伸ばしたブラッド・レパード、両りよう腰ごしの大型ナイフを構えるマゼンタ・シザー、背中の毛皮を鋭するどい針へと変えたシスル・ポーキュパイン。

　楓子の指示を受けてから全員が準備を整えるのに十秒を要し、白い竜たつ巻まきの先せん端たんはすでに上空十五メートルにまで近づいている。残り時間は十五秒。限界まで集中したバーストリンカーにとっては決して短い時間ではない。

「タイミングを合わせます！」

　楓子の指示を受けて、ハルユキはタクムたちと同時に氷の壁かべに向かって身構えた。背後では、楓子、謡ウタイ、カシスが雪の竜たつ巻まきへと両手をかざす。

「三、二、一、ゼロ!!」

　短いカウントに合わせて、ハルユキは右手を大きく振りかぶった。

「《光線レーザー……剣ソード》!!」

　絶対に砕くだく！　という決意とともに集中させたイマジネーションが、光の剣を作り出す。タクムとあきらも、鋼はがねの大たい剣けんと氷の刃やいばを振りかぶる。

「うおおおっ!!」

　鋭するどい気合いを迸ほとばしらせながら、グレイシャー・ビヒモスが作り出した分厚い氷ひよう壁へきを貫つらぬこうとした────

　その刹せつ那な。

　視界の片かた隅すみに、ほんの一秒前までは存在しなかった誰だれかの姿が浮うかび上がった。

　突とつ然ぜん現れた、のではない。そうではなく、最初からずっとそこにいた誰だれかに、いまになってようやく気付いたかのような感覚。

　ハルユキが心しん意い技わざを発動し、それが氷ひよう壁へきに接せつ触しよくするまでの時間は、せいぜいコンマ二、三秒というものだったはずだ。

　しかしその一いつ瞬しゆんのあいだに、ハルユキは何者かが姿を現し、右手を掲かかげて、抑よく揚ようの薄うすい声で心しん意い技わざを発動させるのを知覚した。

「《虚数時間イマジナリー・タイム》」

　その技わざは、光も、音も、振しん動どうさえまったく発生させなかった。ハルユキの体力ゲージもまた、一ドットたりとも減らなかった。

　ただ単純に──右みぎ腕うでに宿っていた心しん意いの剣が消えた。

　右側では、タクムがいままさに振り下ろそうとしていた両りよう手て剣けんが消しよう滅めつし、左側ではあきらの全身を包む氷の武装が溶とけ去った。全員を包み込んでいた楓フウ子コの心しん意い防ぼう壁へきもまた、瞬しゆん時じにかき消えた。

　異様な現象に驚きよう愕がくしつつも、全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めた一いち撃げきを途と中ちゆうで止められずに、ハルユキの貫ぬき手ては氷の壁かべに激げき突とつした。当然ながら壁かべを砕くだくどころか傷つけることすらできず、逆に指の装そう甲こうが軋きしむ感覚と鋭するどい痛みが襲おそってきたが、ハルユキはそれをほとんど意識できなかった。

　心意技をキャンセルする心意技。

　そんなものが存在するとは信じられないが、そうとしか思えない。

「なっ……」とタクムが声を上げ、

「まさか」とあきらが囁ささやいた。

　二人の声を聞きながら、ハルユキは体を左に向け、突とつ如じよ出現したデュエルアバターを直接目視した。

　尖とがった棒のようにひょろりとしたシルエット。鼻も口もないフェイスマスク。全身の装そう甲こうは、陶とう器きのような艶つやの薄うすい象ぞう牙げ色いろ。

　白の王の全権代理にして《七連矮星セブン・ドワーフス》のひとり、アイボリー・タワー。

　これまで、七王会議で二、三度同席したことがあるだけで、直接の対戦はもちろん、戦場で見かけたことすらない。そんな相手がいきなり姿を現し、九人分の心しん意い技わざを一いつ瞬しゆんで打ち消すなどという恐おそるべき大おお技わざを発動させたことへの驚おどろきは、しかしすぐに戦せん慄りつへと変わった。

　十七人を閉じ込める氷の檻おり──グレイシャー・ビヒモスの《最終氷期》を破は壊かいできなければ、この場所から動けない。そして上空からは、吞のみ込まれれば巨きよ大だいなダメージを受けるであろうスノー・フェアリーの《白の終局》が迫せまりつつある。竜たつ巻まきの先せん端たんはもう一同のすぐ頭上にまで達し、地上に届くまでの時間はあと六……いや五秒。
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　驚きよう愕がくと戦せん慄りつから真っ先に立ち直り、刹せつ那なの停てい滞たいを打ち破ったのは楓フウ子コだった。

「鴉からすさん!!」

　振り向いた楓子と、左ひだり肩かたのメタトロンが、まったく同じ言葉を発した。

「「逃にげなさい!!」」

　確かにこの状じよう況きようで、高さ十メートルにも達する氷ひよう壁へきを越こえて逃とう走そうできるのは、翼つばさを持つシルバー・クロウだけだ。しかし大切な仲間たちを見捨てて、自分ひとりが助かるような真似まねができようはずもない──。

　という刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんを、ハルユキは自ら振り払はらった。

　楓子は、感傷的な理由でハルユキに逃げろと命じたのではない。たった一人でも脱だつ出しゆつできれば、事態を打開する手段はある。最悪はこの場で攻こう撃げきチームが全ぜん滅めつすることであり、それだけは避さけねばならない。絶対に。

「──はい!!」

　断腸の思いで叫さけび返かえすと、ハルユキは背中の翼つばさを広げた。

　死の竜たつ巻まきが地上に降りるまで、残り三秒。

　せめて、あと一人だけでも。

　振り向いたハルユキは、自分から最も近い場所にいて、最も軽量なアバターを瞬しゆん時じに判別すると、思い切り両手を伸ばした。

「ベル!!」

　残り二秒。

　ハルユキの呼びかけに、ライム・ベルが反射的な動作で自分の手を差し出す。

　地面を蹴けり、その手を摑つかみざま、背中の翼つばさを全力で震ふるわせる。

　残り一秒。

　両りよう腕うででしっかりとチユリを抱かかえながら離り陸りくしたハルユキの背後を、錐きりのように回転する凍とう気きが通り過ぎた。接せつ触しよくはしていないはずなのに、突き刺さるような冷たさを背中に感じ、体力ゲージがわずかに減少した。

「ぐうっ……！」

　歯を食くい縛しばり、氷ひよう壁へきと竜たつ巻まきの隙すき間まから外へと飛び出す。

　同時に、渦うず巻まく冷気が地面に届いた。

「ああっ……！」

　腕うでの中でチユリが悲痛な声を漏もらす。同時に、ハルユキも視界の右みぎ端はしでそれを捉とらえた。

　直径十メートルの氷ひよう壁へきの内部が、瞬しゆん時じに真っ白く染まった。淡あわい曙しよ光こうを受けて煌きらめくダイヤモンドダストが吹ふき荒あれ、仲間たちの姿を覆おおい隠かくした。

　直後、空間の中央で、水色と紫むらさき色いろ、そして茶色のライトエフェクトが立て続けに噴ふき上がった。すでにビヒモス戦で大きなダメージを受けていたショコラとミント、プラムが耐たえきれずに死亡したのだ。少し遅おくれて、緑系のエフェクトが二つ。ウータンとオリーブか。

　そこで死亡エフェクトの発生は止まる、とハルユキは予想し、あるいは懇こん願がんした。

　だが、硬こう質しつの破は砕さい音おんは途と切ぎれることなく続く。外周近くで青い光が二つ。シアン・パイルとアクア・カレント。中央部で灰色と赤あか紫むらさき。アッシュ・ローラーとマゼンタ・シザー。

「そんな……！」

　氷ひよう壁へきからいくらか離はなれた場所でホバリングしながら、ハルユキが低く呻うめいたその時。

「しもべ！」

　左ひだり肩かたで再びメタトロンが叫さけんだ。

「あれを！」

　慌あわてて視線を動かす。戦場の西側に立つビルの屋上から何者かが飛び降り、何度も大きなジャンプを繰くり返かえしながら接近してくる。

「く……」

　ここで戦うわけにはいかない。背中の翼つばさを広げ、南西方向にあるはずの品しな川がわ駅えき目指して飛行を開始する。

　背後からは、オシラトリの追つい撃げき者しやだけでなく、竜たつ巻まきに吞のまれたアバターが砕くだける音が追いかけてくる。全力で飛びながらも、ハルユキはその数を内心でかぞえる。

　十、十一、十二。エフェクトの色を見ていなくても、なぜかハルユキにはそれが誰だれの死亡音なのかが認にん識しきできた。カシス・ムース、シスル・ポーキュパイン、アーダー・メイデン。

　十三。ブラッド・レパード。

　そして、十四。

　スカイ・レイカー。

「噓うそだ……」

　ゴーグルの下のアイレンズに涙なみだが滲にじむのを感じながら、ハルユキはか細い声を漏もらした。

　いくらスノー・フェアリーの心しん意い技わざが破は壊かい力りよく特とつ化か型がたでも、そしていくらアイボリー・タワーの心しん意い技わざで心しん意いを使用不能にされていても、歴戦のハイランカーである《四元素エレメンツ》や《三獣士トリプレツクス》までもが一いち撃げきで即そく死しされられるとはどうしても信じられない。そう、思い返してみればこれが初めてなのだ。加速世界で、楓フウ子コや謡ウタイ、あきらたちが斃たおれるシーンに直面するのは。

　噓うそだ、ともう一度呟つぶやこうとしたハルユキの耳に。

　十五回目の破は砕さい音おんが届いた。

　息を吞のみ、脳のう裏りで仲間の数を再さい確かく認にんする。

　氷の檻おりに囚とらわれたのは、攻こう撃げきチームのほぼ全員である十六人。そこからハルユキとチユリが脱だつ出しゆつしたので残されたのは十四人。ならば、いま聞こえた十五回目の死亡サウンドは──。

　決まっている。アイボリー・タワーのものだ。

　彼は、ネガ・ネビュラスが《最終氷期》から脱だつ出しゆつするのを防ぐために至近距きよ離りに潜ひそみ、皆みなの心しん意い技わざをキャンセルした直後、《白の終局》の巻まき添ぞえとなって死んだのだ。

　恐おそるべきはフェアリーの心しん意い技わざの威い力りよく。しかしいっそう恐おそろしいのは、白のレギオンが、仲間の……レギオンの実質的ナンバー２の犠ぎ牲せいを厭いとわないほどに本気だということだ。本気で、ネガ・ネビュラスの主力メンバーを殺し続け、加速世界から永久退場させようとしている。

「……みんな……！」

　ハルユキの胸に顔を押しつけたチユリが、濡ぬれた声を響ひびかせた。辛からくも救出できた幼おさな馴な染じみにかけるべき言葉をハルユキは探そうとしたが、それを見つける前に再びメタトロンが警告の声を発した。

「しもべ、追われています！」

「えっ……」

　飛行しながら顔だけを振り向かせると、確かに黒い影かげが一つ、ビルの屋上から屋上へと飛び移りながらハルユキとほとんど変わらないスピードで追ってくる。とんでもない敏びん捷しよう力りよくだが、ＪＲ品しな川がわ駅えきまではもう五百メートルもない。このまま飛び続け、ポータルに飛び込んでしまえば、当面の危機は回かい避ひできる。

　なぜなら、現実世界の明めい治じ通どおりを走行中のバス車内で覚かく醒せいしたハルユキとチユリが楓子たちの首からニューロリンカーを引き抜けば、皆みなのアバターは無制限中立フィールドから消しよう滅めつし、無限ＰＫの脅きよう威いから逃のがれられるからだ。

　オシラトリ側もそうと知っているからこそ一人も逃のがさず捕とらえようとしたのだし、逃のがれたハルユキに追手を差し向けたのだろう。だが捕つかまるわけにはいかない。絶対にポータルまで辿たどり着つき、皆みなを救うのだ。

「うおおっ……！」

　残された必ひつ殺さつ技わざゲージを全て消費する覚かく悟ごで、ハルユキは翼つばさの振しん動どう数すうを引き上げた。

　行く手には、二〇二〇年代の再開発で建てられた品しな川がわ駅えきの超ちよう高こう層そう複ふく合ごう施し設せつが黒々とそびえている。ポータルはビルの一階エントランスに入ってすぐのところにあるはずだ。ライム・ベルを運んでいるために本来の最高速は出せないが、このペースなら追つい跡せき者しやとの距きよ離りを保ったまま辿たどり着つける。

　そう確信し、ハルユキは残り三百メートルを駆かけ抜けるべく、もう一段スピードを引き上げようとした。

　だが。

「クロウ……あれを!!」

　またしてもメタトロンの、しかもこれまで以上に張はり詰つめた声がハルユキの聴ちよう覚かくを貫つらぬいた。

　直後、ハルユキも気付く。駅ビルの正面ロータリーに、有機的な曲線を持つ巨きよ大だいな黒い影かげがうずくまっている。

　ハルユキたちの接近を感知したか、影かげが重々しく蠢うごめいた。ずんぐりした胴どう体たいから何本もの首が長く伸び上がり、無数の眼めが赤く光る。十メートルになんなんとするサイズは、間ま違ちがいなく巨獣ビースト級きゆう以上だ。

「あれは《ヒュドラー》タイプの上位ビーイングです！　いまのおまえたちに勝てる相手ではない！」

　普ふ段だんなら、どんな強敵相手だろうと突とつ撃げきさせようとするメタトロンが、激しい口調でハルユキを制した。しかし、あのエネミーの攻性化アグロエリアを突とつ破ぱしなければ、品しな川がわ駅えきのポータルには辿たどり着つけない。

「くそっ……なんで……!!」

　よりによってこんな大切な時に、どうしてポータルの真ん前を上位エネミーが占せん拠きよしているのかと歯は嚙がみしてから、ハルユキは鋭するどく息を吸い込んだ。

　偶ぐう然ぜんのはずがない。

　あのエネミーは、何らかの手段で、白のレギオン側がポータル前に誘ゆう導どう、固定したものだ。ネガ・ネビュラスのメンバーが無制限フィールドから離り脱だつするのを阻そ止しするために。そう──芝しば公こう園えん地ち下か迷めい宮きゆうから東京ミッドタウンに移動させられた、神獣レジエンド級きゆうエネミー《大天使メタトロン》のように。

　よくよく注視すれば、エネミーの真ん中の頭には、鋭するどい棘とげのある銀色の冠かんむりが食い込んでいる。かつてメタトロンを拘こう束そくしていた銀ぎん環かんと同じものに違ちがいない。

「そこまで、するのか……！」

　低く呻うめきながら、やむなく翼つばさを広げて減速する。近場のポータルは品しな川がわ駅えき以外にもあるが、このぶんではその全てに上位エネミーが配置されているだろう。必ひつ殺さつ技わざゲージも残り少ないし、いちど降りて再チャージしなくてはならない。

　ちらりと後方を見てから、ハルユキは品しな川がわ駅えきからいくぶん離はなれた大型ホテルの屋上に着地した。追手はまだ付いてきているだろうが、手がかりのない鋼鉄の壁へき面めんを登れるとは思えない。抱だきかかえていたライム・ベルを立たせ、小声で訊たずねる。

「チユ、平気か……？」

「うん……あたしは大だい丈じよう夫ぶ、ノーダメージだから」

　気き丈じように答えたチユリだったが、すぐに顔を伏ふせてしまう。

「……でも……みんな……みんなが……」

「…………」

　ハルユキは、無言でチユリの背中に手を触ふれさせた。デュエルアバターの硬こう質しつ装そう甲こう越ごしにも、小刻みな震ふるえが伝わってくる。

　受けた衝しよう撃げきの大きさはハルユキも同じだった。いくら三つもの心しん意い技わざを重かさね掛がけされたとはいえ、ネガ・ネビュラスとプロミネンスの幹部たちが一気に殲せん滅めつされるなど、悪夢としか思えない。

　しかしここで立ち尽くしているわけにはいかない。十四人は一時間後には蘇そ生せいし、そして恐おそらく同じ重じゆう合ごう心しん意い技わざで再び即そく死しさせられるだろう。ハイランカーの楓フウ子コたちはポイントに余よ裕ゆうがあるだろうが、アッシュ・ローラーたちとショコラ・パペッターたちはその限りではない。一刻も早く現実世界のバスに戻もどり、全員のニューロリンカーを外さなくては。

「……メタトロン、次に近いポータルは……？」

　チユリを抱だきかかえながら掠かすれ声ごえで訊たずねると、立体アイコンはハルユキの顔の前に移動し、片方の翼つばさで南西方向を指した。

「あちらの方向に約一キロメートルです」

　急いで脳のう裏りに港みなと区くエリアの地図を思おもい描えがき、現実世界のランドマークと重ねる。

「五ご反たん田だ駅えきか……」

「しかししもべ、恐おそらく……」

　メタトロンが言わんとすることを推測し、ハルユキは先刻の思考を言葉にした。

「うん、そこにも別の上位エネミーが配置されてるかもしれない……いっそ、思い切り離はなれたポータルまで行くべきかも……」

「ハイエスト・レベルからならポータル周辺のビーイングの有う無むを確かく認にんできますが、またあのスノー・フェアリーとやらが距きよ離りに関係なく介かい入にゆうしてくる可能性は高い。私とお前のリンクを切断されたら、状じよう況きようはさらに悪化します」

　メタトロンの指し摘てきは正しい。現状、ハルユキたちがオシラトリ側に対して持っているアドバンテージは大天使メタトロンの存在それのみだ。《四し聖せい》クラスのエネミーの全面的協力は、いかに白のレギオンでも容易には得られないだろう。戦略的にそれを失うわけにはいかないし、心情的にもメタトロンと交感できなくなるのは耐たえられない。

　つまり、ハイエスト・レベルからの偵てい察さつは、少なくともこの戦場では事実上封ふうじられたことになる。

「……必ひつ殺さつ技わざゲージをリチャージしたら、南に飛んで川かわ崎さきまで行こう。さすがに東京の外にまではエネミーを配置してない……はずだ」

　半ば自分に言い聞かせるように呟つぶやくと、ハルユキはチユリの背中から手を離はなし、あたりを見回した。

　ホテルの屋上はがらんとしているが、現実世界では排はい気きダクトやソーラーパネルだと思おぼしき装そう飾しよくオブジェクトが外がい縁えん部ぶに並んでいる。あれらを破は壊かいすれば、いくらか必ひつ殺さつ技わざゲージを回復できるだろう。

「ちょっと待ってて」

　チユリにそう声を掛かけると、ハルユキは最も寄よりのオブジェクトに歩み寄ろうとした。

　しかし。

　瞬しゆん間かん、左ひだり肩かたのメタトロンが尖とがった光を迸ほとばしらせ、それが警告だと察したハルユキは、咄とつ嗟さに左ひだり腰こしの剣けん──強化外装《ルシード・ブレード》の柄つかを握にぎった。

　視界の右みぎ端はしに、再び小さな煌きらめき。東の空を赤く染めつつある暁ぎよう光こうが何かに反射したのだ、と感じた時にはもうハルユキは剣を下から上へと振り抜いていた。

　ライム・ベルのとんがり帽ぼう子しを掠かすめて閃ひらめいた刃やいばが、キィン！　と甲かん高だかい音を響ひびかせた。ハルユキの抜き打ちに弾はじかれ、屋上に突き刺さったのは、先せん端たんが鋭するどく尖とがった六角断面の金属棒──いわゆる棒ぼう手しゆ裏り剣けん。鋼鉄の肌はだが嫌いやな色合いに濡ぬれているのは、恐おそらく毒か。

「誰だれだ！」

　チユリを後ろに庇かばいながら、ハルユキは屋上の北側に向けて叫さけんだ。しかしその問いの答えは半ば以上自明のことだった。泉せん岳がく寺じから二人を追つい跡せきしてきていたオシラトリのメンバーに違ちがいない。

　果たして、ひとつの排はい気きダクトの陰かげから、滲にじむように出現した人ひと影かげがあった。アイレンズ以外を全て隠かくすようなフェイスマスクと、どこか和風な形状の薄うす型がた装そう甲こう。上じよう腕わんや首元にわずかに露ろ出しゆつしたアバター素体も、ワイヤーを編んだようなボディスーツに覆おおわれている。

　少し青みがかったダークグレーの装そう甲こう色しよくを見るまでもなく、追つい跡せき者しやのデザインモチーフは明らかだった。ハルユキの背後で、

「忍にん者じや……？」

　とチユリが囁ささやく。

　ハルユキの誰すい何かにも、チユリの呟つぶやきにもまったく反応せずに、忍にん者じや型がたアバターは右手を胸むな元もとに差し込んだ。引き抜かれた指先は、屋上に刺さっているのと同じ棒ぼう手しゆ裏り剣けんを二本挟はさみ持っている。

　魔ま都とステージは大多数の建物が進入不可なので、青い忍にん者じやはほとんど手がかりのない壁へき面めんを数十メートルも登ってきたのだろう。その事実だけを取っても油断ならざる相手であることは間ま違ちがいないが、しかしここで倒たおされるわけにはいかない。絶対に。

「ハル、あたしは大だい丈じよう夫ぶ。自分は自分で守れるよ」

　再びそう囁ささやいたチユリが、大きくバックジャンプして身構えた。無言で頷うなずき返かえし、ハルユキは体の正面で剣を構えた。

　レベル６のボーナスとして取得したルシード・ブレードを、実戦で使うのは今日が初めてだ。正直、いままでのパンチとキック主体の戦い方に比べれば圧あつ倒とう的てきに不ふ馴なれだが、それでも剣を持つことには大きな意味がある。

　白銀の長ちよう剣けんを向けられた忍にん者じやアバターは、今度は左手を背中に回した。そこに装着された黒くろ塗ぬりの鞘さやから、短めの刀を引き抜く。片かた刃はだが反りのない、いわゆる忍しのび刀がたな。

　右手に二本の手しゆ裏り剣けん、左手に短刀を握にぎった忍にん者じやは、二対一の状じよう況きようにもまるでプレッシャーを感じていないかの如ごとく無造作に動いた。すたすたすた、と三歩前進し──

　消えた。

　いや、途と轍てつもないスピードで右に跳はねたのだ。目の端はしに青い残像のかけらをどうにか捉とらえたハルユキは、自分も反対方向に跳とびながら敵の姿を探した。

　いない。屋上の中央には身を隠かくせるようなオブジェクトはまったく存在しないのに、広大なオープンスペースはまったくの無人。忍にん者じやがハルユキの視界から外れたのは瞬まばたき以下の時間で、とても屋上の外に出られるほどの余よ裕ゆうはなかったはず。

　一いつ瞬しゆん動きが止まったその瞬しゆん間かん、

『しもべ、下です！』

　というメタトロンの思念が、電光となって頭を貫つらぬいた。だが足あし許もとは魔ま都とステージが作り出す鋼鉄の床ゆかに覆おおわれていて、東に少し離はなれて建つ高層ビルの影かげが伸びるばかり────

「……ッ!?」

　その影かげの中から青い忍にん者じやがかすかな水音とともに出現し、ハルユキの右足首めがけて忍しのび刀がたなを横薙なぎに滑すべらせた。

　ルシード・ブレードを真下に突き下ろすのがコンマ一秒でも遅おくれたら、恐おそらく足を切断されていただろう。辛からくも斬ざん撃げきを防ぼう御ぎよした刀身が、火花を散らしながら激しく軋きしんだ。ハルユキは剣を握にぎり締しめるのに必死で反はん撃げきできなかったが、忍にん者じやは反動に逆らわずに影かげから抜け出すと、再びすすすっと距きよ離りを取る。

「…………」

　鋼鉄の床ゆかにわずかに食い込む切っ先を引き抜いたハルユキは、無事だった右足で改めて影かげを踏ふんでみた。しかしこれ以上はないほどの硬かたさが伝わってくるばかりで、足裏が沈み込む様子はない。

　つまりいま見た現象は、忍にん者じやアバターの必ひつ殺さつ技わざもしくはアビリティだ。ホテルの壁かべを登る時もこの力を使ったに違ちがいない。そして同じ技わざを、ハルユキはもう知っている。

　無言を貫つらぬいている忍にん者じやをひたと見み据すえ、ハルユキは低い声を出した。

「いまのは、ブラック・バイスの技わざだな」

　ここでようやく青い忍にん者じやが反応した。暗い色のアイレンズを糸のように細め、真冬の寒風のように掠かすれた声を響ひびかせる。

「いかにも。我わが師より伝授された《潜影シヤドウ・ラーカー》の秘技なり」

「つまり……認めるんだな。加速研究会のブラック・バイスが、オシラトリ・ユニヴァースのメンバーだってことを！」

　一気に切り込んだつもりだったが、忍にん者じやはわずかにも動どう揺ようする様子もなく平然と答えた。

「それを知っても詮せん無なきこと。其その方らは、ここで全損する定めゆえ」

　ダークブルーのアイレンズが、一いつ瞬しゆん氷のように冷たい光を宿す。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメのメモに、忍にん者じや型がたデュエルアバターの情報はなかった。つまり少なくとも、白のレギオンの幹部である七連矮星セブン・ドワーフスではないはずだが、仮に忍にん者じやがグレイシャー・ビヒモスやスノー・フェアリー級の実力者だったとしてもここで負けるわけにはいかない。

　楓フウ子コや謡ウタイたちは、自らを捨て石にしてまでハルユキとチユリを逃がしてくれたのだ。たとえ近きん隣りんのポータルが全て塞ふさがれていようとも、必ず現実世界に戻もどり、皆みなを死の罠わなから助けなければ。

　決意を全身に漲みなぎらせ、ハルユキは愛あい剣けんをしっかりと握にぎり直した。その動作に呼応して、忍にん者じやも左手の短刀を音もなく構える。

　ハルユキが考える、剣を持つことのアドバンテージ。それは自分の選せん択たく肢しを広げ、同時に相手の選せん択たく肢しを狭せばめられることだ。

　現実世界では、銃じゆう器きの急速な発達とともに実戦では用いられなくなり、象しよう徴ちよう的てき、装そう飾しよく的てきな道具へと変化していった刀とう剣けんだが、加速世界ではその限りではない。

　赤系の遠えん隔かく攻こう撃げき型がたアバターと青系の近きん接せつ攻こう撃げき型がたアバターが互ご角かくに戦えることからも解わかるとおり、デュエルアバターが持つ剣けんは、時として銃じゆうを上回る性能を発揮する。それを可能とするのが、バーストリンカーの超ちよう反はん応のう力りよくだ。先刻、ハルユキが飛来する毒どく手しゆ裏り剣けんを弾はじいたように、素す手ででは回かい避ひするしかない攻こう撃げきも剣なら防ぐことができる。剣での防ぼう御ぎよを極きわめれば、大たい砲ほうやミサイルにさえ対処可能なのだ。

　剣を構えるハルユキに呼応して、忍にん者じやも短刀を抜いた。右手にはまだ手しゆ裏り剣けんを二本持っているが、それを左手で投げることはできなくなったわけだ。

　──このまま接近戦に持ち込んで影かげ潜もぐりも封ふうじてやる。スピード勝負なら、相手が忍にん者じやでも負けない！

　そう念じると、ハルユキは姿勢をまったく変えずに、わずかに残された必ひつ殺さつ技わざゲージを全て消費して背中の翼つばさを震ふるわせた。予備動作なしの全力ダッシュから、剣を鋭するどく振り下ろす──と見せかけて左のミドルキックを放つ。

　奇き襲しゆうは半分だけ成功し、忍にん者じやは右みぎ肘ひじでハルユキの蹴けりをガードした。やはり装そう甲こう強きよう度どは最小限のようで、相手の体力ゲージは見えないが、内部のアバター素体までしっかりダメージが徹とおった感覚が伝わってくる。

　まだ左足が浮ういているうちに、いまの一いち撃げきで稼かせいだ必ひつ殺さつ技わざゲージを使って右みぎ回まわし蹴げり。忍にん者じやはこれも左ひだり肘ひじでガードしたが、ハルユキ独自の空中連続攻撃エアリアル・コンボで立て続けに痛つう撃げきされた両りよう腕うでは、一いつ瞬しゆんにせよ痺しびれたはずだ。

　再び翼つばさで短たん距きよ離りスラストをかけながら、

「ハアッ！」

　気合いとともに今度こそ剣を振り下ろす。

　間合い充じゆう分ぶん、ルシード・ブレードの刃やいばは確実に忍にん者じやの体幹を捉とらえた──はずだった。しかし。

「忍ニン！」

　それらしい掛かけ声ごえとともに、忍にん者じやは下がるのではなく一歩踏ふみ込み、剣を額で受けた。

　頭ず巾きん状じようの頭とう部ぶ装そう甲こうは呆あつ気けなく砕くだけたが、そのすぐ下、素体の額に巻かれた鉢はち金がね状じようの金属バンドが斬ざん撃げきを止めた。再び激しい火花。

「うあっ……」

　空中から放った渾こん身しんの一いち撃げきを思わぬ形で防ぼう御ぎよされ、ハルユキは体勢を崩くずした。すかさず、

「断ダン！」

　と唸うなった忍にん者じやが左手の刀を一いつ閃せんさせる。

　必死に翼つばさをバックスラストさせたが、忍しのび刀がたなはハルユキの右の前ぜん腕わん部ぶと手ての甲こうの装そう甲こうの隙すき間まに滑すべり込み、アバター素体を切きり裂さいた。幸い傷は浅く、体力ゲージの減少は五パーセント以下だったが、あと数センチ深ければ右手が使えなくなっていたところだ。

　どうにか距きよ離りを取ることに成功し、右手の痛みを堪たえながら剣を握にぎり直す。いっぽう忍にん者じやも、無言で忍しのび刀がたなを逆手に構える。

　影かげの中から奇き襲しゆうしてきた時といい、いまの一いち撃げきといい、徹てつ底ていして手足の末まつ端たん部ぶを……つまり部位欠損ダメージを狙ねらってくるスタイルは空そら恐おそろしいものがある。そこに、対戦を楽しもうという意思はまったく感じられない。

　しかしこの状じよう況きようでは、それも当然なのかもしれない。オシラトリ側はネガ・ネビュラス全員をポイント全損させようとしているのであり、それはもう完全な殺し合いにほかならない。

「…………」

　ハルユキはせめて相手の名前を訊きこうとしたが、絶対に答えないだろうという気がしたので開きかけた口を閉じ、ルシード・ブレードの切っ先に全精神力を集中させた。

《Ｌｕｃｉｄ》は《明るい》とか、《輝かがやく》という意味の形容詞で、語源はラテン語の《光》らしい。そしてその名前のとおり、ひとつの特とく殊しゆ能のう力りよくを秘めている。発動するには通常状態で戦せん闘とうし、《衝しよう撃げきエネルギーゲージ》を一定以上溜ためる必要があるが、ビヒモスとの激戦でその条件はクリア済みだ。

「──《変換コンバージヨン》」

　ハルユキのボイスコマンドに反応し、ルシード・ブレードの銀色の刀身が、ぶうう……ん、という振しん動どう音おんとともに根元から純白の光に包まれた。単に光っているだけではない。金属の刀身そのものが、いわゆるエネルギーブレードに置おき換かわったのだ。

　この状態では、刀身は質量をほぼ失い、固体の武器や弾だん丸がんを受け止めたり跳はね返かえしたりすることはできなくなる。代わりに超ちよう高こう熱ねつによってほとんどの物質は溶よう解かいさせられるが、その熱に耐たえるほどの優先度を持つ武器ならばブレードをすり抜ぬけてくる。そして恐おそらく、忍にん者じやの刀はその域だ。

　なのに、ハルユキが敢あえてルシード・ブレードを《変へん換かん》した理由。それは剣が発する強きよう烈れつな光そのものにある。

　エネルギーブレードの眩まぶしさに一いつ瞬しゆんアイレンズを細めた忍にん者じやが、ちらりと足あし許もとを見下ろした。

　少しずつ明るさを増す曙しよ光こうによって、忍にん者じやの足あし許もとに出現しようとしていた新たな影かげが、剣の光によって搔かき消けされたことに気付いたのだろう。もちろん二人の後ろ側には黒々とした影かげが刻まれているが、忍にん者じやの《潜影シヤドウ・ラーカー》がブラック・バイスと同じ力なら、自分の影かげには潜もぐれないはずだ。

　いっぽうハルユキも、先刻の全力バックスラストで必ひつ殺さつ技わざゲージを使い果たしている。ここからは純じゆん粋すいな、技わざと技わざの勝負。

　内心では気が気ではないだろうに、ハルユキを信じて無言で見守ってくれているチユリとメタトロンに『大だい丈じよう夫ぶ、絶対に勝つ！』と思念で語りかけ、光こう剣けんをオーソドックスな中段に構える。

　同時に忍にん者じやも、逆手持ちした短刀を体の前で斜ななめに構えた。右手には二本の棒ぼう手しゆ裏り剣けんが握にぎられたままだが、剣の間合いでは投げられないはずだ。次に撃うち込んだら、密着状態を保ったまま最後まで押し切る。

　決意をぐっと下腹に溜ため、鋼鉄の床ゆか面めんを蹴けろうとした、その刹せつ那な。

　またしても忍にん者じやの全身が灰色に霞かすんだ。再びの超ちよう高こう速そく移い動どう──しかし今度はハルユキも、重心のわずかな変化を見み逃のがさなかった。

　──左！

　敵の姿を視し認にんする前から、直感に従って左手のバックハンドによる水すい平へい斬ぎりを放つ。

　ブォン！　と唸うなった光こう剣けんの切っ先が、朧おぼろな影かげを捉とらえた。薄うすい装そう甲こうから青白い光こう芒ぼうが散ったが、忍にん者じやの姿はまたしても流線に滲にじむ。

　──上……いや、下だ！

　息を詰つめながら、ハルユキは空に向きかけた意識を引き戻もどし、光こう剣けんを真下に叩たたき付つけようとした。

　しかしそれより一いつ瞬しゆん早く、大きな蜘蛛くもの如ごとく床ゆかに貼はり付ついた忍にん者じやが、短刀をハルユキの右足首へと滑すべらせた。

　ジャンプすれば避さけられる。しかし翼つばさが使えない以上、空中に飛び上がってしまえば次の手に対応できなくなる。それよりは──！

「こうだッ!!」

　叫さけびながら、ハルユキは右足で忍しのび刀がたなを思い切り蹴けり飛ばした。

　ギャイィン！　と耳みみ障ざわりな金属音が轟とどろき、オレンジの火花と真しん紅くのパーティクルが大量に迸ほとばしった。

　刀は忍にん者じやの手から離はなれ、離はなれた床ゆかに転がったが、同時にハルユキの右足もくるぶしの位置で切断された。火花放電めいた痛みが頭の天てつ辺ぺんまで駆かけ上のぼるが、それを堪こらえて左手の光こう剣けんを振り下ろす。

　不自然な姿勢からの一いち撃げきには体重を乗せられなかったが、光こう剣けんによる攻こう撃げきに重さは必要ない。床ゆか面めんを転がって逃のがれようとした忍にん者じやの、左の肩かた口ぐちにエネルギーブレードが接せつ触しよくし──雷らい鳴めいのような衝しよう撃げき音おんとともに、腕うでを付け根から溶よう断だんした。

　──あと……一いち撃げき！

　切断された右足で床ゆかを踏ふみ締しめると、再度の激痛に視界が白く飛びかけたが、歯を食い縛しばって光こう剣けんを振りかぶる。大きな被ひダメージと与よダメージによってリチャージされた必ひつ殺さつ技わざゲージを使い、渾こん身しんのスラストダッシュ。

　立ち上がりかけた敵の肩かた口ぐちへと、光ひかり輝かがやくブレードが吸い込まれていく。このまま振り下ろせば、忍にん者じやアバターは真っ二つに分断されるだろう。刃やいばの先せん端たんがブルーグレーの装そう甲こうに接せつ触しよくし、瞬しゆん時じに溶よう解かいさせ──。

　そこで、ハルユキの全身が、ぎしっと軋きしみながら停止した。

「…………!?」

　驚きよう愕がくに両眼を見開くが、体を動かすどころか声すら出せない。まるで完全に透とう明めいなプラスチックか何かに閉じ込められてしまったかのようだ。床ゆかに触ふれているのは左足の爪つま先さきだけで、体を限界まで前ぜん傾けいさせているのに、そこから倒たおれ込むこともなく不自然に静止している。

　静せい寂じやくのなか、ルシード・ブレードの衝しよう撃げきエネルギーゲージがゼロになり、刀身がもとの金属へと戻もどった。

　左の肩かた口ぐちを切きり裂さく寸前だった剣の下から、忍にん者じやがするりと体を外し、直立した。その右手から、いつの間にか二本の棒ぼう手しゆ裏り剣けんが消えていることに、ハルユキはようやく気付いた。

　戦せん闘とうの最中に投げた？　しかしデュエルアバターのどこにも手しゆ裏り剣けんなど刺さっていないし、そもそも単なる麻ま痺ひならともかく、こんな奇き怪かいなフリーズ現象を引き起こす毒など存在するはずがない。

　どうにか動かせるアイレンズの視点を限界まで左に向けると、屋上の端はしでチユリも同じように凍こおり付ついているのが見えた。

　ハルユキに向けて、何かを警告しようとするかのように右手を伸ばしている。足あし許もとからは、朝あさ陽ひが作り出す影かげが細長く伸びる。

　そしてその先せん端たん部ぶ、三さん角かく帽ぼう子しのシルエットの中心に。

　黒く細長い金属──忍にん者じやの棒ぼう手しゆ裏り剣けんが、ひっそりと突き立っていた。

　まさか、と思いながらチユリが指差す自分の影かげを眼めで追う。果たして、背中から翼つばさが伸びるシルバー・クロウの影かげの頭部にも、同じ手しゆ裏り剣けんが刺さっているではないか。

　ハルユキがそれに気付くと同時に、メタトロンの思念が頭の中に響ひびいた。

『しもべ、これはミーン・レベルへの直ちよく接せつ干かん渉しよう……《シンイシステム》の力です！』

『し、心しん意い技わざ……!?』

　──でも、技わざ名めい発はつ声せいなんかぜんぜん聞こえなかったのに！

　と反はん駁ばくしかけてからやっと気付く。ハルユキの影かげの頭に刺さっている棒ぼう手しゆ裏り剣けんが、ごくかすかな灰色の陽かげ炎ろうに包まれていることを。あれは間ま違ちがいなく、心しん意いの過剰光オーバーレイ。

　技わざ名めい発はつ声せいは心しん意い技わざ発動の重要なトリガーだが、必ひつ殺さつ技わざと違ちがってシステム的に必ひつ須すというわけではない。忍にん者じやはきっと、名前を叫さけばずとも技わざを発動できるように、長い時間をかけて訓練したのだ。それだけではない。戦せん闘とう中ちゆうに、恐おそらく真上に二本の手しゆ裏り剣けんを投げ、ハルユキとチユリの影かげの頭部へと正確に落下させた。その技ぎ倆りようもまた凄すさまじいものだ。

　左手で剣を振りかぶったまま凍こおり付つくハルユキの耳に、忍にん者じやアバターの掠かすれ声が届いた。

「──秘ひ奥おう義ぎ、《縛影シヤドウ・タイアー》」

　いまさらのように技わざ名めいを告げると、左ひだり腕うでを溶よう断だんされた苦痛をまるで感じさせない動きで床ゆかに落ちた短刀を拾い、逆手に構える。

「御お命いのち、頂ちよう戴だい！」

　低い声で宣言すると、鋼鉄の床ゆか面めんを滑すべるように距きよ離りを詰つめる。神速かつ必殺の斬ざん撃げきが、ハルユキの首筋に迫せまる。

　ここでハルユキが死ねば、忍にん者じやはチユリの首をも落とすだろう。それをひたすら繰くり返かえし、二人をポイント全損に追い込むつもりだ。

　そんなことをさせるわけにはいかない。

　ハルユキは、一いち縷るの望みをかけて背中の翼つばさにイメージを集中させた。心しん意い技わざによる捕ほ縛ばくなら、心しん意い技わざで破れる可能性はある。声が出せないので技わざ名めい発はつ声せいはできないが、それでもやるしかない。

　いつしか右足の痛みも忘れ、ハルユキはありったけの思念を凝こらした。

　────光速ライト…………

　だが、心しん意い技わざを発動させることはできなかった。

　そして同時に、忍にん者じやもハルユキの首を落とせなかった。




「《ブラスト・ウェーブ》!!」




　という清せい冽れつな叫さけび声ごえとともに、凄すさまじいスピードで飛来した衝しよう撃げき波は……いや三日月のような《斬ざん撃げき波は》が、忍にん者じやに襲おそいかかったのだ。

　忍にん者じやアバターはさすがの反応を見せて短刀で防ぼう御ぎよしたが、激げき烈れつな金属音とともに十メートル以上も後退させられた。直後、ハルユキと忍にん者じやの間に音もなく着地する人ひと影かげがあった。

　声を聞いただけで、ハルユキはそれが誰だれだか解わかっていた。

　サファイアのような深い紺こん碧ぺきに輝かがやく装そう甲こうは、古いにしえの貴人を思わせるデザイン。元服前の若わか侍ざむらいのようなヘアパーツと、涼すずやかな水色に輝かがやくアイレンズ。そして右手には、やや細身だが圧あつ倒とう的てきな存在感を漂ただよわせる直すぐ刃はの太刀たち。
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　トリリード・テトラオキサイド。

　この領土戦が始まる直前にネガ・ネビュラスに加入したばかりの若武者は、ちらりとハルユキを見ると、ここは任せてというふうに頷うなずいた。すぐに前を見て、両手で太刀たち──七の神器セブン・アークスのひとつ《ジ・インフィニティ》を握にぎり直す。

　トリリードには、戦せん端たんが開かれるまでは後方待機という指示が出ていた。恐おそらく待機中に、飛行するハルユキと追つい跡せきする忍にん者じやアバターに気付き、追ってきたのだろう。影かげに潜もぐる技わざなど持たないであろう彼が、ホテルの壁かべをよじ登るのは命いのち懸がけの大仕事だったはずだ。しかしトリリードは登ってきた。ハルユキたちを助けるために。

　…………リード……。

　動かせない口の中で、ハルユキは懸けん命めいに友の名を呼んだ。すでに帝てい城じようで彼と会っているメタトロンも、どこかほっとしたような思念を響ひびかせる。

『助けられましたね、しもべ』

『うん。……でも……』

　胸中に滲にじむ新たな懸け念ねんを、思念に乗せることなく打ち消す。

　リードはきっと勝つ。《矛盾存在アノマリー》グラファイト・エッジのただ一人の《子》であり、神器を持つに相応ふさわしい卓たく越えつした剣けん技ぎを身につけた彼なら。

　忍にん者じやの心しん意い技わざによって拘こう束そくされたまま、ハルユキはひたすらそう念じた。

　ダークブルーの忍にん者じやとサファイアブルーの侍さむらいは、無言で対たい峙じし続つづけている。黒ずんだ鋼はがね色いろの忍しのび刀がたなも、氷のように青みがかった直刀も、切っ先をぴたりと相手に向けたまま微び動どうだにしない。

　静せい寂じやくの中、巨きよ大だいな朝あさ陽ひだけがじりじりと昇のぼり続ける。すでにホテルの東に立ち並ぶビル群から半ば以上顔を出し、魔ま都とステージの分厚い雲を貫つらぬいて血の色の暁ぎよう光こうを届けてくる。

　忍にん者じやは西側に、リードは東側に立っているので、リードの影かげは敵の足あし許もと近くまで伸びている。頭の部分に手しゆ裏り剣けんを撃うち込まれればリードも動けなくなってしまうので、どうにかそれを警告したいが相変わらず声を出せない。

『大だい丈じよう夫ぶでしょう、しもべ』

　ハルユキの思考を読んだかのように──いや実際に読んだのかもしれないが──メタトロンが思念を伝えてきた。

『トリリード・テトラオキサイドも、お前の影かげに刺さっている短たん剣けんと、それが動けない理由であることに気付いているはず』

『うん……あとあの短たん剣けんは《手しゆ裏り剣けん》って言うんだ』

『ほう、覚えておきましょう』

　というメタトロンの思念が聞こえたわけではないだろうが──。

　トリリードがほんの一いつ瞬しゆん、ハルユキの影かげに刺さる手しゆ裏り剣けんに視線を落とした。

　刹せつ那な、忍にん者じやが動いた。忍刀を握にぎる右手を雷らい光こうのように閃ひらめかせ、指先で胸むな元もとから三本目の棒手しゆ裏り剣けんを抜き出す。それを手首のスナップだけで、床ゆか面めんに伸びるリードの影かげへと投とう擲てきする。

　カッ！　と硬こう質しつな音を響ひびかせて、鋭えい利りな刃はが鋼鉄の床ゆかに食い込んだ。

　しかし寸前、予測していなければ不可能な反応速度でリードが首を振り、自分の影かげに手しゆ裏り剣けんを回かい避ひさせた。すかさず床ゆかを蹴けり、

「タアアア──ッ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに右みぎ斜ななめ斬ぎりを放つ。

　高速戦せん闘とうに慣れたハルユキの眼めでも捉とらえきれないほどの、凄すさまじく速い撃うち込こみだった。両手持ちの大たい剣けんなみに重いジ・インフィニティを、あれほどのスピードで振れる剣士は加速世界に何人といるまい。

　だが。

　渾こん身しんの一いち撃げきが切きり裂さいたのは、空中に黒く流れる忍にん者じやの残像だけだった。

　神器が巻き起こした剣けん風ぷうが、分厚い鋼鉄の床ゆかをびりびりと震ふるわせる。重い太刀たちを振り切ったリードは、巨きよ大だいな慣性エネルギーをいなすべく、ぐっと両りよう膝ひざと腰こしを沈しずませる。

　そのわずかな隙すきを、忍にん者じやは見み逃のがさなかった。

「斬ザン！」

　リードの撃うち込みを回かい避ひした忍にん者じやが、すれ違ちがいざまに短刀を閃ひらめかせる。若武者の右みぎ肘ひじから赤いダメージ・エフェクトが飛び散り、紺こん碧ぺきの破は片へんがそれに続く。

　体勢を立て直したトリリードは、勢いよく振り向きながら水すい平へい斬ぎりで反はん撃げきしようとしたが、その時にはもう忍にん者じやは再び間合いを取っている。

　リードにとって幸いだったのは、肘ひじ関かん節せつ部ぶの装そう甲こう形けい状じようが複雑で、欠損ダメージ狙ねらいの忍にん者じやにも継つぎ目めを捉とらえ切れなかったことだ。右みぎ腕うで切断は辛からくも免まぬがれたが、忍しのび刀がたなの切っ先はアバター素体まで届いたはずで、いまごろは強きよう烈れつな痛みを味わっているだろう。先刻否定した懸け念ねんが、再びじわりと胸中に滲にじむ。

　ずっと帝てい城じようの内部にいたトリリード・テトラオキサイドにとっては、恐おそらくこれが初めての《訓練ではない対人戦》なのだ。しかも通常の対戦ですらなく、無制限中立フィールドでの、心しん意い技わざありの殺し合い。

　もちろんリードは、加速世界最強剣士の一人であるグラファイト・エッジと、過か酷こくな訓練を積み重ねてきたのだろう。ハルユキには持つことさえ大変な神器ジ・インフィニティを自在に操あやつる技ぎ倆りようが、達人の域であることに疑いの余地はない。

　しかし何でもありの実戦は、技わざだけでは勝てない。

　相手を騙だまし、自分を隠かくし、周囲の全てを利用するしたたかさが必要なのだ。そして影かげ使つかいの忍にん者じやは、加速研究会副会長ブラック・バイスを師と呼ぶことからも、搦からめ手ての達人であるに違ちがいない。

　そんな敵と戦うには、トリリードの剣はあまりにも美しく、潔いさぎよく──そして正直すぎる。

　右みぎ肘ひじから真しん紅くの光こう彩さいを零こぼしながら、リードは再び剣を体の正中線に構えた。

　鉢はち金がねの下で、忍にん者じやが昏くらい色のアイレンズを冷たく光らせた。

　──だめだリード、どんなに速い撃うち込みでも、初動モーションを見せたらその忍にん者じやには当たらない！

　ハルユキは必死に念じたが、リードに届くはずもない。

　彼も、忍にん者じやアバターの凄すさまじいスピードは身に沁しみているはずだ。しかし若武者は臆おくすることなく、今度も真正面から攻せめた。深く踏ふみ込みながら太刀たちを振り上げ、

「セイヤアアア──ッ!!」

　ステージの空気さえ断たち切きるが如ごとき、壮そう烈れつな上じよう段だん斬ぎり。必ひつ殺さつ技わざではないのに青白いスパークが中空に弾はじけ、強制フリーズ中のハルユキの体さえびりびりと震ふるえた。

　命中していれば、体力ゲージを根こそぎ吹ふき飛とばしてもおかしくないほどの一いち撃げきだった。

　だが、ハルユキの危き惧ぐは、今度も現実となった。

「忍ニン!!」

　掛かけ声ごえが響ひびき、忍にん者じやの姿がぶんっと霞かすむ。必殺の斬ざん撃げきを神速のステップで回かい避ひし、カウンターの白はく刃じん一いつ閃せん。

　極ごく細ぼその剣けん光こうが煌きらめき、それを追いかけて、リードの右首筋から大量のダメージ・エフェクトが迸ほとばしった。

　忍にん者じやは四し肢しではなく、斬ざん首しゆによる即そく死しを狙ねらったのだ。全身を二重に凍こおり付つかせながらハルユキが凝ぎよう視しする先で、リードの体がぐらりと揺ゆれ──しかしどうにか踏ふみ留とどまった。仮想の血ち飛沫しぶきが収まると、長さ五センチほどの傷口が露あらわとなる。

　首を完全に切断されなかった理由は、リードの上じよう段だん斬ぎりが掛かけ値ねなしの全力だったから──言いい換かえれば捨て身だったからだろう。掠かすめただけでもただでは済まないという直感が、忍にん者じやの回かい避ひステップを大きくさせた。

　とは言え、状じよう況きようが好転したわけではまったくない。次はきっとぎりぎりの間合いで避さけてくる。同じ場所をより深く斬きられれば、今度こそ致ち命めい的てきダメージとなる。

　──リード……！

　ハルユキは、忍にん者じやの心しん意い拘こう束そくをどうにかして破るべく、再びイメージを集中させようとした。しかしすかさず、メタトロンの声が脳のう裏りで響ひびいた。

『トリリードを信じなさい、しもべ』

『……でも……！』

『情報リンク……いえ、《キズナ》の持つ力を私に教えたのはお前ですよ、クロウ』

　その言葉に、はっと眼めを見開く。

　視線を動かすと、屋上の南側で同じく心しん意い拘こう束そくされたチユリが、大きなアイレンズでじっと見み詰つめ返してくる。そこに不安や焦しよう燥そうはあれど、絶望の色はない。彼女も信じているのだ。リードがこの苦境を打開してくれることを。

『……そうだね』

　呟つぶやき返し、ハルユキは改めて精神を集中させた。忍にん者じやの《縛影シヤドウ・タイアー》を自分の心しん意いで強ごう引いんに破るためではなく、リードに斬きられた忍にん者じやが集中を乱し、技わざがキャンセルされた瞬しゆん間かんにすかさず動けるように。

　右みぎ肘ひじと首筋に深傷を負いながらも、トリリードは三たび太刀たちを中段に構えた。

　隻せき腕わんの忍にん者じやも、右手で忍しのび刀がたなを逆手に構える。その立ち姿に無む駄だな力はまったく入っていないが、次は必ず首を落とすという冷たい殺意がしんしんと伝わってくる。

　すうっと息を吸い込んだリードが、両手で握にぎった神器を緩ゆるやかに持ち上げ、上段へと移動させた。

　その動作に呼応して、忍にん者じやもわずかに重心を沈しずめた。

　空気が際限なく張はり詰つめていく。渦うず巻まく闘とう気きに反応したのかにわかに雲が湧わき起こり、ほぼ昇のぼりきった朝あさ陽ひを覆おおい隠かくす。

　忍しのび寄よる薄うす闇やみを押し戻もどさんばかりの声量で、リードが気勢を迸ほとばしらせた。

「タアアアアア──────ッ!!」

　屋上の鋼板を割わり砕くだくほどの踏ふみ込みから、轟ごう雷らいにも似た上じよう段だん斬ぎり。

　それは間ま違ちがいなく、ハルユキがいままで見た全ての通つう常じよう攻こう撃げきの中で、最大級の威い力りよくを秘めた一いち撃げきだった。《絶対切断ワールド・エンド》ブラック・ロータスや、《矛盾存在アノマリー》グラファイト・エッジの斬ざん撃げきを超こえたとハルユキは感じた。

　だがやはり──余りにも素す直なおな剣けん筋すじだった。

　またしても忍にん者じやの姿が流線に溶とける。こちらも恐おそるべき速さのステップで左に回かい避ひ。青黒い残像を切きり裂さいた太刀たちは、空中で止まらずにそのまま床ゆかを打ち据すえた。

　デュエルアバターに鼓こ膜まくがあったら破れていただろうと確信できるほどの轟ごう音おんが突き抜け、上じよう段だん斬ぎりの威い力りよくは余さず鋼鉄の板へと吸い込まれた。頑がん丈じよう極きわまる魔ま都とステージの建物を深々と切きり裂さいて、神器は止まった。

　動けないリードの首筋に、必殺の忍しのび刀がたなが迫せまる。

　しかし、同時に。

　ジ・インフィニティが作り出した亀き裂れつは一直線に伸び──ハルユキの影かげに突き刺さる小さな棒ぼう手しゆ裏り剣けんを吞のみ込んだ。

　偶ぐう然ぜんでは有り得ない。

　リードは、最初からこれを狙ねらっていたのだ。愚ぐ直ちよくな縦たて斬ぎりを繰くり返かえし、カウンターの痛つう撃げきを喰くらいながら、ハルユキを拘こう束そくする棒ぼう手しゆ裏り剣けんを狙ねらえる位置まで移動した。もしリードがあからさまに手しゆ裏り剣けんへと意識を向けていたら、忍にん者じやはハルユキの首を落とすことを優先しただろう。そうさせないために、己おのれを捨て石として、刹せつ那なのチャンスを作り出した──。

　ならば、応こたえねばならない。

　手しゆ裏り剣けんが亀き裂れつに吞のまれ、拘こう束そくが解けた瞬しゆん間かん、ハルユキは半ば本能的に動いていた。

　右手に握にぎったルシード・ブレードを、いままさにリードの首を落とさんとしている忍にん者じやの背中めがけて突き出す。間合いは約七メートル。どんなに腕うでを伸ばそうが届く距きよ離りではない。

　だが──。

　拘こう束そくされながらも懸けん命めいに練り上げた光のイメージを、右手から剣へと伝えながら、ハルユキは叫さけんだ。

「──《光線槍レーザー・ランス》!!」

　剣の切っ先から、純白の光が迸ほとばしった。

　その輝かがやきは、いままでハルユキが素す手でで発動させてきた《光線槍》と比べて明らかに細く、鋭するどく、そして速かった。

　忍にん者じやがリードの上じよう段だん斬ぎりを回かい避ひし、一歩踏ふみ込んで、忍しのび刀がたなを一いつ閃せんさせるのにかかった時間は一秒以下だったはずだ。

　しかしルシード・ブレードから発射された心しん意いの槍やりは、必殺の刃がリードの首を切きり裂さくよりも早く、忍にん者じやの背中を貫つらぬいた。

　血肉を持たないデュエルアバターにも急所というものがあり、たとえば首を切きり離はなされれば大たい抵ていのアバターは即そく死しする。それに次ぐ急所は胸の中央、心臓の位置で、ここに大穴を開けられても死なないアバターはよほど高レベルの耐たい久きゆう型がた以外には存在しない。

　ハルユキの心しん意い技わざに心臓を貫つらぬかれた忍にん者じやは、その衝しよう撃げきで斬ざん撃げきの軌き道どうをぶれさせ、リードの頰ほおを浅く切きり裂さくにとどまった。忍しのび刀がたなを高く振り切った格好で静止した忍にん者じやが、そのまま四散する光景をハルユキは予測した。

　だが──。

「────忍ニン!!」

　これまでで最も大きな声でそう叫さけんだ忍にん者じやは、胸の穴から大量のエフェクトを零こぼしながらも上体を素す早ばやく回転させ、逆手に握にぎった短刀を再びリードの首に突き立てようとした。

　しかし一いつ瞬しゆん早く、床ゆかの亀き裂れつから愛あい剣けんを引き抜いた若武者が──。

「────エエイ!!」

　と叫さけびながら、太刀たちを右みぎ斜ななめ上へと振り抜いた。

　再び雲間から朝あさ陽ひが差し、静止する忍にん者じやと若武者を照らした。ハルユキの位置からは半ばシルエットに見える二つの影かげの片方が、真ん中から音もなく分ぶん離りし、時間差をつけて床ゆかに転がり──青黒い炎ほのおを噴ふき上げて爆ばく散さんした。

　ゆっくりと体を起こし、太刀たちを左ひだり腰こしの鞘さやに収めるトリリードに、ハルユキは無む我が夢む中ちゆうで駆かけ寄よろうとした。だが右足を切断されたことをすっかり忘れていて、バランスを崩くずして倒たおれそうになってしまう。

「おっと！」

　という声とともにハルユキを後ろから支えたのは、忍にん者じやが死亡すると同時に心しん意い拘こう束そくが解けたチユリだった。

　幼おさな馴な染じみの肩かたを借りて立ち上がり、大きく手を振りながら、

「リー……」

　呼びかけようとしたが、左ひだり肩かたの立体アイコンにぺしっと頭を叩たたかれて危あやういところで気付く。

　忍にん者じやが死んだ場所には、ダークブルーの死亡マーカーがひっそりと残されている。ハルユキたちには見えないが、あの場所には幽ゆう霊れい状じよう態たいとなった忍にん者じやアバターがまだ存在しているはずだ。リードのアバターネーム、《トリリード・テトラオキサイド》は偽ぎ名めいだが、だとしても敵に教えてやる必要はないし会話を聞かせるなどもってのほか。

　ハルユキが口を閉じた理由を察したのだろう、リードも無言のまま歩み寄ってくると、微笑ほほえみながら軽く一礼した。頷うなずき返かえしたハルユキは、静かに回転し続ける死亡マーカーに向き直り、硬かたい声で言った。

「ここで一時間待って、お前が蘇そ生せいした瞬しゆん間かんに心しん意い技わざでもう一度殺すことも、ヤバいエネミーを引っ張ってきて置いていくことも、やろうと思えばできる。……でもしないよ、僕たちは加速研究会とは違ちがうからな」

　もちろん返事は聞こえない。しかし仮に死亡マーカーが会話できたとしても、自分の名前さえ口にしなかった忍にん者じやアバターが何かを答えるとは思えなかった。ハルユキは振り向くと、左手をチユリに、右手をリードに差し出した。

　近づいてきた二人をしっかりホールドし、必ひつ殺さつ技わざゲージが八割近くリチャージされていることを確かく認にんしてから、背中の翼つばさを広げて飛び立つ。

　高度を上げながら、もう一度だけホテルの屋上を見下ろす。

　忍にん者じやアバターは、ブラック・バイスを《我わが師》と呼んだ。

　彼は知っているのだろうか。かつてバイスが、加速研究会の仲間だったダスク・テイカーを冷れい酷こくに見捨てたことを。バイスにとっては、恐おそらくテイカーだけでなく、ラスト・ジグソーもサルファ・ポットも、もしかしたら《四眼の分析者クアツドアイズ・アナリスト》アルゴン・アレイですら目的を果たすための駒こまに過ぎないのだということを。

　無機質な死亡マーカーの近くに佇たたずんでいるはずの忍にん者じやから視線を外し、ハルユキは南東方向へと飛び去った。
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「そっち行ったぞ、ロータス！」

　二代目赤の王スカーレット・レイン／ニコの声を聞きながら、黒の王ブラック・ロータス／黒クロ雪ユキ姫ヒメは、両りよう腕うでと一体化した剣を前後に構えた。

　地じ響ひびきを立てて突とつ進しんしてくるのは、巨獣ビースト級きゆうエネミー《グラーダ》。節のある胴どう体たいから八本の短い足を生やし、全身を分厚い甲こう殻かくに包んだその姿は、微び生せい物ぶつのクマムシが数万倍に巨きよ大だい化かしたかのようだ。実際、グラーダという呼こ称しようは、初期のバーストリンカーたちがクマムシの学名をもじって付けたものらしい。

　その名に恥はじない圧あつ倒とう的てきなタフネスを誇ほこっていて、灰色の甲こう殻かくにはニコのハンドガンによる弾だん痕こんが数え切れないほど刻まれているが、貫かん通つうしたものは幾いくらもないようだ。ニコの初期装備《ピースメーカー》はいわゆる溜ため撃うちが可能で、二十秒もチャージできりゃあ地面にだって大穴開けてやるぜ……と日ひ頃ごろから豪ごう語ごしているのだが、今回は残念ながらその余よ裕ゆうはなかった。何せ、普ふ通つうは二十人規模のパーティーを組んで狩かる巨獣級エネミーと、たった二人で戦っているのだ。

「ボググググ!!」

　低くこもった雄お叫たけびを上げながら突とつ進しんしてくるグラーダタイプを、黒雪姫は足を止めて待ち受けた。

　すでにこの予期せざる戦せん闘とうが始まってから三分近くも経過してしまっている。これ以上は付き合っていられない。

　エネミーの頭部に穿うがたれた数十の弾だん痕こんのうち、青黒い体液をわずかに零こぼすひとつに狙ねらいを定める。激しく上下する、直径は三センチもないそれを正確に捉とらえるのは至難の業わざだがやるしかない。

「ボグ──ッ！」

　ビルをも崩くずす威い力りよくの頭ず突つきを繰くり出すべく、巨きよ大だいクマムシが頭を下げた瞬しゆん間かん、黒雪姫は右手の剣を突き出した。

　万ばん物ぶつを切きり裂さく《終決之剣ターミネート・ソード》アビリティはグラーダタイプの頭とう部ぶ装そう甲こうさえも貫つらぬくが、剣を五センチや十センチ刺したところでさしたるダメージは与あたえられない。しかしニコが作った貫かん通つう痕こんを再び貫つらぬいた剣は、穴を広げながら肘ひじの上まで深々と埋うまった。

　頭の真ん中を一メートル近くも貫つらぬかれたのに、グラーダの動きは止まらない。黒雪姫を頭に乗せたまま、いっそう激しく走り始める。このまま後ろの建物に突っ込まれたら、魔ま都とステージの頑がん丈じような構造物とエネミーの巨きよ体たいのあいだで押し潰つぶされて即そく死しも有り得る。

　しかし黒雪姫はこの展開を予期していた。いっそう深く右みぎ腕うでを埋うめ込みながら、鋭するどく叫さけぶ。

「──《デス・バイ・ピアーシング》!!」

　青あお紫むらさき色いろの光が、全ての貫かん通つう痕こんから放射状に迸ほとばしった。長大な射程を誇ほこるブラック・ロータスのレベル５必ひつ殺さつ技わざがグラーダの頑がん丈じような甲こう殻かく内ない部ぶで何度も反射し、軟なん組そ織しきをずたすたに引き裂さいたのだ。

　無数の弾だん痕こんを繫つなぐようにひび割れが走り、そこからも光が漏もれた、次の瞬しゆん間かん。

　巨獣級エネミーは、夜明けの空まで届くほどの爆ばく光こうを噴ふき上げて巨きよ体たいを四散させた。

　おびただしいパーティクルを浴びながら着地し、深く息を吐はく黒クロ雪ユキ姫ヒメに、ニコが駆かけ寄よってくる。

「ったく……相変わらず危なっかしいマネすんなぁ。いまの、一歩間ま違ちがえたらペチャンコだったぞ」

「腕うでで攻こう撃げきしたんだから『一手間ま違ちがえたら』だろう」

「あーそっか…………そうか？」

　首を傾かしげるニコの頭を、剣の側面で真まっ直すぐに戻もどす。

「ええい、そんなことはどうでもいい！　それよりも……この状じよう況きようはいったい、どういうことなんだ……？」

　言いながら、黒雪姫はステージの空を見上げた。

　決して明けないはずの魔ま都とステージの夜空が、東から少しずつ赤く染まり始めている。体力ゲージも、自分のそれしか表示されていない。そして何より、エネミーが存在する……ということは。

「──どう考えても、無制限中立フィールドだよな……」

　ニコの囁ささやき声ごえに、今度こそ頷うなずく。

　黒雪姫とニコは、白のレギオン《オシラトリ・ユニヴァース》の本ほん拠きよたる港みなと区く第三エリアへの攻こう撃げきには参加せず、杉すぎ並なみエリアで自領土の防衛に当たることになっていた。

　しかし倉クラ崎サキ楓フウ子コや有アリ田タハルユキたちが乗るバスから降り、道路の反対側にある停留所へ移動した、その時。後続するバスの車窓に、あるはずのない人間の顔を見たのだ。

　若ワカ宮ミヤ恵メグミ。梅うめ郷さと中学校生徒会の書記にして、黒雪姫の親友。

　かねてから彼女が《加速世界の記き憶おくを失った元バーストリンカー》なのではないかと考えていた黒雪姫は、どうしてもただの偶ぐう然ぜんだと思えずに次のバスで恵を追いかけることにした。途と中ちゆうでタクシーに乗のり換かえ、禁断の《ＳＳＳオーダー》プログラムまで使ってどうにか午後四時になる直前にエリア境界を越こえて、領土戦に飛び入り参加した。

　だがニコと一いつ緒しよに出現したのがエリアの端はしの端はしであるレインボーブリッジの上で、楓子たちと合流するべくステージ中央目指して数分間走った、その時。前方からオーロラのような光のベールが押し寄せてきて、黒雪姫とニコを包んだ。

　同時に地面が激しく揺ゆれ、それがなんとか収まった……と思ったら、目の前に大型エネミーが実体化していたのだ。またレインボーブリッジに逃げ戻るわけにもいかず、やむなく戦って倒たおしたのはいいが、いまだに事態が吞のみ込めない。

　お台だい場ば方面に昇のぼり始はじめた朝あさ陽ひから視線を戻もどしたニコが、大きなアイレンズを瞬しばたたかせながら再び呟つぶやいた。

「……ここがマジモンの無制限フィールドだとして、問題はこれがＢＢシステムのバグなのか、それとも何かが……誰だれかが意図的に引き起こした現象なのか、ってことだよな……」

「ブレイン・バーストが開始されてから八年も経たつんだぞ。いまさらこんなとんでもないバグが起きるとは思えん……恐おそらくは後者なのだろうが……」

　そう答えながら、黒クロ雪ユキ姫ヒメは脳のう裏りにひとつの想像を巡めぐらせていた。

　修学旅行で沖おき縄なわを訪おとずれ、加速研究会のサルファ・ポットと無制限中立フィールドで交戦した時のことだ。突とつ如じよ戦場に姿を現した、若ワカ宮ミヤ恵メグミだと思われるデュエルアバターは、フィールドに人工的な変へん遷せんを引き起こすという途と轍てつもない技わざを使ってステージ属性を変化させた。

　無論、無制限フィールドの属性を変えるのと、領土戦ステージを無制限フィールドに変えてしまうのとでは事象の規模が違ちがいすぎる。だが、方向性としては同じ……そしてこの戦場にも恵がダイブしている可能性が高いのだ。恐おそらくは、オシラトリ側のメンバーとして。

　つまり、この驚きよう異い的てきな転移現象も、恵が起こしたものなのか？

　だとしたら、それは彼女の意思によるものか、それとも……誰だれかに……。

「おい、ロータス」

　ニコに脇わき腹ばらをつつかれ、黒雪姫は物思いから醒さめた。

「ン……ああ、すまん。いまは考え込んでいる場合ではないな」

「そういうこった。あのピンクのオーロラは、港みなと区く第三エリアの真ん中あたりから広がってきたみてーだった……ってことは、あたしらだけじゃなく、パドやクロウたちも巻まき込こまれたはずだ……」

「そして恐おそらくは、オシラトリの防衛チームもな。無制限フィールドでは何が起きるか解わからん。予定どおり中央を目指そう……そこにクロウたちもいるはずだ」

　頷うなずき合い、黒雪姫とニコは再び──今度はエネミーの気配に注意しながら、無人の道路を走り始めた。
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　ショコラ・パペッターこと奈ナ胡ゴ志シ帆ホ子コが、無制限中立フィールドで死ぬのは今回が初めてというわけではない。レベル４に上がったばかりの頃ころ、慣れない無制限フィールドを一人だけで不用意に歩き回っていて、エネミーに鉢はち合あわせしたことがある。もちろん逃げようとしたが、背後からレーザーの一いち撃げきを喰くらって呆あつ気けなく即そく死しした。あの時は無限ＥＫによる全損さえ覚かく悟ごしたものだ。

　蘇そ生せい待まち一時間のあいだにあれこれ考え、やむなくチョペットを囮おとりにして逃げようと決めて、蘇そ生せい直後に必ひつ殺さつ技わざ《カカオ・ファウンテン》を発動させた。しかし襲おそってくるはずのエネミーがなぜかチョコ沼ぬまに興味を示し、ふんふん匂においを嗅かいでからぺろぺろ舐なめ始めたので、その隙すきにどうにか逃げられたのだった。

　その小獣レツサー級きゆうエネミーこそがラーヴァ・カーバンクルの《クルちゃん》で、時間はかかったがいまでは仲のいい友達だ。それ以降は積極的にエネミー狩がりをすることもなかったので、志シ帆ホ子コが無制限フィールドで死んだのは最初の一回きりということになる。

　だから、知らなかった。加速世界で仲間と一いつ緒しよに死ぬのがこんなにも辛つらく、悔くやしく、寂さびしい経験だったとは。

　幽ゆう霊れい状じよう態たいとなった志帆子の、モノトーンに染まる視界には、自分のものも含ふくめて十四個もの死亡マーカーが静かに回転している。その周囲には聖サト実ミや結ユ芽メ、ネガ・ネビュラスのメンバーたちが同じように幽ゆう霊れい化かしているはずだ。

　少しだけ驚おどろいたのは、志帆子が死ぬ直前、マゼンタ・シザー──小オ田ダ切ギリ累ルイが身を挺ていして守ろうとしてくれたことだ。咄とつ嗟さの行動だったのかもしれないが、素す直なおに嬉うれしかった。お礼を言いたいが、累の幽ゆう霊れいも、見ることも話すこともできない。

　密集するマーカーの周囲には、高く分厚い氷の壁かべがそびえ立っている。これを作ったのは、白のレギオンの幹部、グレイシャー・ビヒモスの心しん意い技わざ《最終氷期ラスト・グレイシヤル・ピリオド》だ。志帆子たちはまだ、心しん意い技わざについてはその存在と発動ロジックの概がい略りやくを教えてもらっただけだが、イマジネーションが途と切ぎれれば氷の壁かべも消えるはずだ、という理り屈くつくらいは解わかる。つまりビヒモスは、ネガ・ネビュラスの十四人を殲せん滅めつしても、イメージを集中させ続けているのだ。

　モノクロの世界を、マーカーから離はなれられる限界の十メートルぎりぎりまで移動する。実体のないアバターで氷の壁かべをすり抜けると、少し離はなれたところにグレイシャー・ビヒモスの巨きよ体たいが出現する。

　知らなければ誰だれしもがエネミーだと思うであろう氷ひよう竜りゆう型がたデュエルアバターは、四し肢しを折おり畳たたんでうずくまり、アイレンズを閉じている。感覚を閉ざし、心しん意い技わざの維い持じだけに務めているのだろう。

　彼だけではない。ビヒモスの頭上に立つ、恐おそらくは《七連矮星セブン・ドワーフス》の第二位たるスノー・フェアリーであろう小こ柄がらな妖よう精せい型がたアバターも、眼めを閉じたまま微び動どうだにしない。彼女も備えているのだ。一時間が経たって志帆子たちが蘇そ生せいした瞬しゆん間かん、再びあの恐おそるべき即そく死し心しん意い技わざ《白の終局ブライニクル》を発動させるために。

　レベル５になって間もない志帆子は、バーストポイントの残量が心こころ許もとない。この無限ＰＫを繰くり返かえされたら、恐おそらく十四人の中でいちばん先に枯こ渇かつしてしまうだろう。

　ポイント全損はもちろん怖こわい。これもネガ・ネビュラスに入ってから教えて貰もらったのだが、バーストポイントがゼロになると、ブレイン・バースト・プログラムを強制アンインストールされるだけでなく、加速世界にまつわる記き憶おくも全て消去されてしまうのだという。つまり、せっかく友達になった有アリ田タハルユキや黒クロ雪ユキ姫ヒメたちのことも、もしかすると聖サト実ミや結ユ芽メのことすらも、忘れてしまうかもしれないのだ。

　そんなのは絶対に嫌いやだ。

　しかしいま、幽ゆう霊れいとなった志シ帆ホ子コの胸に去来するのは、恐きよう怖ふよりも「どうして……」という深い途と惑まどいだった。

　振ふり向むき、無音の世界を歩いて自分のマーカーのところまで戻もどる。

　すると、奥おくの壁かべ際ぎわに一つだけ離はなれて回転する、十五個目の死亡マーカーが目に入る。あれはネガ・ネビュラスのメンバーのものではない。スノー・フェアリーの即そく死し技わざが炸さく裂れつする寸前、氷ひよう壁へきの内側に突とつ然ぜん姿を現し、《虚数時間イマジナリー・タイム》なる心しん意い技わざを使ってネガ・ネビュラス側全員の心しん意いを消しよう滅めつさせた、オシラトリ側のバーストリンカーのマーカーだ。

　彼も《白の終局ブライニクル》に巻き込まれ、死んだ。そしてこれからも、ネガ・ネビュラス側の大多数が全損するまで、同じことをするつもりだろう。

　どうして……なぜ、そこまでするのか。

　加速世界に《災さい禍かの鎧よろい》を生み出し、《ＩＳＳキット》を蔓まん延えんさせ、ネガ・ネビュラスを潰かい滅めつさせて、それらの行いの果てにいったい彼らは何を得ようとしているのか。

　灰色の世界に立ち尽くしながらどれだけ考えても、長いこと閉じこもり続けた小さな箱から出たばかりの志帆子には、白のレギオンと加速研究会の思おも惑わくを推おし量はかることはできなかった。でも、ひとつだけ断言できるのは、このまま負けるのは嫌いやだ、ということだ。全損も怖こわいが、それ以前に一人のバーストリンカーとして、やられっぱなしは御ご免めんこうむる。

　諦あきらめないで、何ができるか考えるのだ。今いま頃ごろ、聖サト実ミも結ユ芽メも、もちろん楓フウ子コや謡ウタイたちも同じことをしているはずだ。

　半ば透すき通とおった両りよう腕うでを体の前でがしっと組み、両りよう脚あしを広げて仁に王おう立だちになると、志帆子は氷の壁かべをじっと睨にらみ付つけた。




　　　＊＊＊




　幸い新たなエネミーに出くわすこともなく、黒クロ雪ユキ姫ヒメとニコは芝しば浦うらアイランド地区を通過し、新幹線と山やま手のて線せんの高こう架かをくぐって、港みなと区く第三エリアの中心である泉せん岳がく寺じ近くまで到とう達たつした。

　もしフィールドが領土戦ステージのままなら、最重要ポイントの《要塞拠点ストロングホールド》は泉せん岳がく寺じの境けい内だいに存在したはずだ。しかしここまでの道中、小型の拠きよ点てんを一つも見かけなかったので、要よう塞さいも消しよう滅めつしているだろう。

　つまり泉せん岳がく寺じを占せん領りようする必要ももうないわけで、両りよう陣じん営えいのメンバーがそこに集まっているとは限らないのだが、それでも行く手に神しん殿でんめいた建物の屋根が見えた瞬しゆん間かん、黒クロ雪ユキ姫ヒメはびりっとうなじが痺しびれるような感覚に襲おそわれて思わず足を止めてしまった。

　隣となりでも、ニコが弾はじかれたように立ち止まる。右手を腰こしのハンドガンに添そえながら、低く掠かすれた声を出す。

「……なんつー情報圧だよ。《七連矮星セブン・ドワーフス》クラスが二……いや三人はいやがるな……」

「それだけではないな。この感じ……誰だれかが心しん意い技わざを使っている」

　囁ささやき返かえすと、黒雪姫は低い建物群の向こう側にそびえる神しん殿でんを睨にらんだ。

　背後から届く曙しよ光こうに紛まぎれてよく見えないが、泉せん岳がく寺じの広場からは薄うす青あおい光がゆらゆらと陽かげ炎ろうのように立ち上っている。あれは間ま違ちがいなく心しん意いの過剰光オーバーレイだ。しかも、楓フウ子コやあきら、謡ウタイたちのものではない。

　同じことを考えたらしいニコが、いっそう低い声で呟つぶやいた。

「心しん意い技わざを使ってるのはオシラトリ側の誰だれかだろうな……けど、そのわりにパドたちのオーラは感じられねえ……」

　黒雪姫も無言で頷うなずく。敵が心しん意い技わざを使っているなら、それはネガ・ネビュラスと戦っているからであるはずなのだが、戦せん闘とうの音や光はもちろん、仲間たちの気配もまるで届いてこない。

　不ふ吉きつな予感を強く感じつつも、黒雪姫は右足を一歩前に出し、言った。

「……ここからでは状じよう況きようが解わからん。せめて広場が見えるところまで移動しなくては」

「だな」

　短く答えると、ニコは素す早ばやく周囲を見回し、泉せん岳がく寺じの西側に建つ一いつ棟とうのビルを指さした。

「あのビルに登ろう。壁かべがツルッツルだから、オシラトリの連中も警けい戒かいしてねーだろ」

　魔ま都とステージの建物は原則的に侵しん入にゆう不可能で、屋上まで行こうと思ったら壁かべをよじ登るしかない。適度な凹おう凸とつがあればそれも可能だが、ニコが選んだビルは外がい壁へきが滑なめらかな鉄板剝むき出しで、ブラッド・レパードのような壁へき面めん移い動どうアビリティがなければとても登れなさそうだ。

「警けい戒かいされていないのはいいが……我々もどうやって登るんだ？」

　黒雪姫の問いに、二代目赤の王はニヤリと笑うと、なぜか背中を向けた。

「……なんの真似まねだ？」

「おんぶだよ、早く乗っかれ」

　はああ!?

　と叫さけびそうになるのを危あやうく堪こらえる。

「早くしろって、それとも抱だっこのほうがいいか？」

「…………」

　やむなく黒雪姫は、自分よりも遥はるかに小型のデュエルアバターの背中に、慎しん重ちようにまたがった。ニコが小さな両手で黒雪姫の両りよう脚あしをしっかりホールドし、ぐいっと持ち上げる。

「んじゃ、行くぜ……《炎膜現象パイロ・プレーニング》」

　最小ボリュームの技わざ名めい発はつ声せいを受けて、ニコの両足が赤い炎ほのおに包まれた。直後、とんでもないスピードで道路を滑かつ走そうし始める。前方にそびえ立つ鋼鉄のビルがみるみる近づく。この勢いで激げき突とつすれば二人ともただでは済まない。

　おい、ブレーキブレーキ──と叫さけびそうになったその時、ニコが大きくジャンプした。

　ビルの滑なめらかな壁へき面めんに両足が接せつ触しよくすると、今度は重力に逆らって垂直にスライドダッシュ。高さ二十メートルはあるだろう壁かべをほんの数秒で登り切り、最後だけわずかに減速して、直角の縁ふちをふわりと越こえる。

　屋上にしゃがみ込んだニコの背中から、黒クロ雪ユキ姫ヒメは身を屈かがめたまま降りた。振り向いて真下を覗のぞき込むと、ビルの壁かべと地上の路面に赤く光る二条の軌き跡せきが残されていた。それもすぐに薄うすれ、消える。

　恐おそらく、足に宿した炎ほのおで地面をわずかに溶とかし、その上をスケートのように滑かつ走そうするという移動力拡張型の第一段階心しん意い技わざだろう。理り屈くつは解わかるが、壁かべを垂直に駆かけ登のぼるとは相当高度な《事象の上書きオーバーライド》だ。

「……いまの技わざ、前から使えたのか？」

　体の向きを戻もどして訊たずねると、ニコは小声で答えた。

「まあな、壁かべ登のぼりを練習したのは最近だけど。成功率六割だから運が良かったぜ」

「お前………………いや、いい」

　頭を軽く振ってから、意識を前方に戻もどす。

　二人ともうずくまっているので、まだ泉せん岳がく寺じの広場は見えない。ちらりとアイコンタクトし、ビル屋上の冷たい鋼板に腹ばいになって移動する。

　前方の縁ふちまで辿たどり着つき、少しだけ頭を持ち上げると、ようやく泉せん岳がく寺じの全景が視界に入った。

　魔ま都とステージゆえに、山門や講堂は異形の神しん殿でんに変化している。しかし本堂は粉々に破は壊かいされていて見る影かげもない。

　山門と本堂のあいだの広場には、本来なら要塞拠点が存在するはずだが見当たらなかった。こちらは破は壊かいされたのではなく、先に予想したように領土戦ステージから無制限フィールドへと変化した影えい響きようだろう。

　代わりに、広大な空間の中央には奇き妙みようなものが存在していた。

　青く透すき通とおる、氷の山。いや、内部が空くう洞どうになっているようなので、山ではなく塔とうか。直径は十メートル、高さはそれ以上あるだろう。全体を包む薄うす青あおい過剰光オーバーレイは、それが心しん意いによって作られたものであることの証あかしだ。

　心しん意いシステムを発動させているバーストリンカーも、すぐに解わかった。氷の塔とうのすぐ近くに、恐おそろしく巨きよ大だいな影かげがうずくまっている。一見、四し足そく獣じゆうタイプのエネミーに見えるがあれは違ちがう。オシラトリ・ユニヴァース《七連矮星セブン・ドワーフス》第七位、グレイシャー・ビヒモスだ。

　更さらに、ビヒモスの頭にも小こ柄がらなバーストリンカーが乗っている。巨きよ獣じゆう型がたアバターと比べれば冗じよう談だんのように小こ柄がらだが、存在感はビヒモス以上のものがある。《七連矮星セブン・ドワーフス》第二位、スノー・フェアリー。

　広場の周辺部には、二人の他にも十二の人ひと影かげが視し認にんできる。どうやらオシラトリ側の領土防衛メンバーの大部分が泉せん岳がく寺じに集まっているらしい。

　しかしいっぽう、ネガ・ネビュラス側の攻こう撃げきメンバーは一人も見つからない。どこかに集まって待機しているのか、だとすればその場所を探さなくては……と考えた、その時。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメは、巨きよ大だいな氷の塔とうの内部に、何かが大量に閉じ込められていることに気付いた。

　分厚い氷ひよう壁へき越ごしなのでカラフルな色合いしか見通せないが、デュエルアバターにしては小さすぎる。明るさが周期的に変化するのは、一定速度で回転しているからか。何かのアイテム、あるいはマーカー……。

「………………!!」

　黒雪姫が鋭するどく息を吞のむと同時に、隣となりのニコも全身をわななかせた。

　あれらは全て、バーストリンカーの死亡マーカーだ。

　誰だれの?　決まっている。新生第三ネガ・ネビュラスの領りよう土ど攻こう撃げきチーム……スカイ・レイカー、アクア・カレント、アーダー・メイデン、そしてシルバー・クロウたちのものだ。

　オシラトリ・ユニヴァースは、領土戦ステージを無制限フィールドに変化させ、レイカーたちをこの広場に集めて、心しん意い技わざで一気に殲せん滅めつしたのだ。

　それだけではない。ビヒモスが死亡マーカーを氷の壁かべ、いや檻おりに閉じ込め続け、フェアリーが待機しているからには、彼らは同じことを繰くり返かえすつもりだ。一時間経たって蘇そ生せいした瞬しゆん間かん、再び心しん意いで殺す。全員がバーストポイントを全損するまで。

　罠わなだったのだ。オシラトリ・ユニヴァースは……白の王ホワイト・コスモスは、ネガ・ネビュラスの領りよう土ど攻こう撃げきを予見し、周しゆう到とうに準備していた。レギオンを完全に潰かい滅めつさせ、加速世界から永遠に排はい除じよするために。

　黒雪姫の視界が薄うす赤あかく染まり、両手の剣が小刻みに震ふるえた。

　────罠わなに掛かかるのは、掛かかるほうが愚おろかだからだ……とお前なら言うのだろうな。

　────しかし、ならば、同じことをされても文句はあるまい。私があの場にいる奴やつらを心しん意いで全ぜん滅めつさせ、そのまま無限ＰＫでポイント全損させても、よもや異存はあるまいな……コスモス!!

　脳のう裏りでそう叫さけぶと同時に、勢いよく立ち上がろうとした黒雪姫の右手の剣を──。

　ニコが、小さな左手で素す早ばやく摑つかんだ。

　ブラック・ロータスの四し肢し剣けんには、パッシブ・アビリティ《終決之剣ターミネート・ソード》が常時発動している。触ふれただけであらゆるものを傷つける、黒雪姫の《心の傷》の顕けん現げん。

　スカーレット・レインの華きや奢しやな五指には、鋭するどい刃はが数ミリも食い込み、赤いダメージ・エフェクトを血のように零こぼしている。しかしニコは手を開こうとせず、抑よく制せいされた声で囁ささやいた。

「待て、ロータス」

「待てん……！」

　どうにか声量を絞しぼりながら、黒クロ雪ユキ姫ヒメは囁ささやき返かえした。

「奴やつらはレイカーたちを全損させるつもりだぞ！　それに、あそこにはレパードたち《三獣士トリプレツクス》もいるはずだ。ニコ、お前とて……」

「ああ、ハラワタ煮にえくりかえってるよ。でも、だからこそいったん落ち着け！」

　三つも年下の少女にそう言われては従うしかない。細長く息を吐はき、全身から力を抜く。

　やっと剣から手を離はなしたニコは、再び広場に視線を向けると、思わぬことを言った。

「たぶん、あそこにクロウはいねーぞ」

「な、なに……？」

　黒雪姫は慌あわてて氷の檻おりを凝ぎよう視しした。

　心しん意いによって生成された氷は厚さが一メートル近くもあり、内部はぼんやりとしか見通せない。十数個の死亡マーカーが存在することがどうにか見て取れるだけで、とても一つ一つが誰だれのものなのかは識別できない。

「なぜそれが解わかる？」

　黒雪姫の問いに、ニコはニヤリと笑って答える。

「あの氷、上が開いてっからさ。カラスなら飛んで逃げられんだろ」

「…………あ、あのなあ」

　根こん拠きよとも言えない根こん拠きよにどう突っ込むべきか迷っていると、真顔に戻もどったニコが続けた。

「それと、あたしの《視覚拡張ビジヨン・エクステンシヨン》アビリティは風向きとか熱源のほかに情報圧も視覚化できんだよ。死亡マーカーは情報パターンが特とく殊しゆだから、眼めであの氷を透すかして見るよりは識別しやすい。どのマーカーが誰だれのかまでは解わかんねーけど、少なくともあそこには十五個しかねえぜ。それは確かだ」

「十五……」

　呟つぶやきながら、黒雪姫は脳のう裏りで攻こう撃げきチームの編成を再さい確かく認にんした。

　ネガ・ネビュラス《四元素エレメンツ》が三人。クロウ、ベル、パイルで六人。プチ・パケ組とマゼンタ・シザーを足して十人。アッシュ・ローラー組と《三獣士トリプレツクス》で十六人。さらに、今日レギオンメンバーとなったばかりのトリリード・テトラオキサイドを加えて十七人。大天使メタトロンに死亡マーカーはないだろうから除外しても、確かに二人ぶん足りない。

「……しかし、脱だつ出しゆつしたのがクロウだとどうして解わかる……？」

　呟つぶやいてから、黒雪姫は自力でその答えに辿たどり着ついた。

「いや、そうか。あの無限ＰＫから逃のがれるには、ポータルから現実世界に戻もどって皆みなのニューロリンカーを首から引き抜くという手もある……ならばその役目は、飛べるクロウに託たくしたはずだな」

「そーゆーこった」

　頷うなずいてから、ニコはちらりと黒クロ雪ユキ姫ヒメを見上げ、仄ほのかに微笑ほほえんだ。

「それにさ、もしあんたがあそこに閉じ込められて絶体絶命になったら、理り屈くつとか関係なしに全力でクロウを逃がそうとしただろ？　きっとパドやレイカーもそうしたはずだと思ってさ」

「……ン、確かにそうだな」

　首しゆ肯こうし、それはお前もだろうという意味を込めてニコの脇わき腹ばらを肘ひじで軽くつついてから、黒雪姫は視線を夜明けの空へと向けた。

「つまりクロウはいま、どこかのポータルへと移動しているわけか。だが、首しゆ尾びよく離り脱だつできても、彼一人で皆みなのニューロリンカーを引き抜くにはどんなに急いでも十秒はかかるだろう。現実世界の十秒は、加速世界では三時間近く……となると、少なくともあと二回は奴やつらに心しん意い攻こう撃げきをさせてしまう計算になるな……」

「まあ、二回なら誰だれも全損はしねーと思うけど……問題は他にも二つばかりあるぜ。グレウォから助すけっ人とに来たバイク野や郎ろうの仲間、ブッシュ・ウータンとオリーブ・グラブだっけ？　その二人は確か山やま手のて線せんの電車かホームから領土戦に参加する手はずだったよな？」

「そうか、クロウには彼らを強制バーストアウトさせられないのか。……二つ目の問題は？」

「そっちは単純だ。あたしとあんたが、ここに隠かくれたまま、仲間を十五人もいっぺんに殺されるシーンをあと二回も見なきゃいけないっつーことだよ」

「……さっき私を止めたのはお前だろうが」

　黒雪姫の指し摘てきに、ニコはふんと鼻を鳴らした。

「あたしだって暴発寸前には変わりねーんだよ。実際にあいつらがパドたちを殺そうとしたら、突っ込まずにいる自信はねぇ」

「私もない」

　頷うなずいてから、黒雪姫は少し考え、言った。

「……クロウが離り脱だつに成功したら、皆みなが蘇そ生せいする前に、少なくとも一人か二人ぶんのマーカーは消えるはずだ。まずはそれを待ってみよう。万が一マーカーが一つも消えなければ、クロウの離り脱だつも妨ぼう害がいされたということになる。その時は……」

「パドたちの蘇そ生せいとタイミングを合わせて、あたしらもあそこにぶっ込む。それでいいな」

「それでいい」

　再び頷うなずくと、ゆっくり息を吐はきながら全身の力を抜く。

　デュエルアバターの内部には、まだ灼しやく熱ねつの炎ほのおにも似た怒いかりが渦うず巻まいている。それを呼吸に合わせて胸の一点に集め、青白い光へと凝ぎよう縮しゆくさせる。

　本音を言えば、やはりいますぐにビルから飛び降り、破は壊かいの心しん意いを全開にしてオシラトリのメンバーたちを八やつ裂ざきにしてやりたい。仮に反はん撃げきされて敗れれば、黒雪姫も楓フウ子コたちと一いつ緒しよに無限ＰＫの危機に陥おちいってしまうと解わかっていても──あるいはだからこそ。

　しかし、現状ではまだまだ不明なことが多すぎる。ネガ・ネビュラス側の攻こう撃げきチームが全員ステージに入れたということは、オシラトリ側の防衛チームも十九人いるはずなのだ。しかし眼下の広場には、どう数えても十四人しかいない。つまり五人が泉せん岳がく寺じを離はなれている。

　そのうち一人が、若ワカ宮ミヤ恵メグミ──なのだろうか。

　恵と出会ったのは、梅うめ郷さと中学校に入学したその日だった。

　王殺しとして加速世界最大の賞金首に指定された黒クロ雪ユキ姫ヒメは、グローバルネットに接続できないために校外でのクラス会に誘さそわれても断るしかなく、最終下校時刻まで校内に留とどまることにした。

　とはいえやるべきことは大いにあり、まずは校内のソーシャルカメラの設置場所を全て把は握あくしようとあちこち歩き回っている時、図書室で恵を見つけた──もしくは見つけられたのだ。

　書しよ架かの間でばったり鉢はち合あわせしてしまったので逃げ場もなく、黒雪姫は相手が同じ一年生だということだけ確かく認にんしてから、会え釈しやくしてすれ違ちがおうとした。しかしふわふわした髪かみ型がたの女子は、にこっと微笑ほほえんで話しかけてきた。

　──あなたも、本物の本が好きなの？

　思わぬ展開に、黒雪姫は少々つかえながらも答えた。

　──ま、まあ、嫌きらいではないな。

　レギオンマスター時代に染しみついてしまったその口調がある種のツボを刺し激げきしたらしく、恵はいっそう笑え顔がおになりながら、「本を借りたらラウンジでお話ししましょうよ」と誘さそってきた。予定外のお喋しやべりは予想外に弾はずんで、最後には明日の約束までしてしまった。

　梅うめ郷さと中ちゆうのラウンジには、一年生は使用不可という不文律があったことを後日知ったのだが、恵はさして気にする様子もなく、放課後だけではあったが堂々と利用し続けた。いつしか恵は黒雪姫にとって最大の、そしてほとんど唯ゆい一いつの親友になっていた。

　もちろん、六王のレギオンの刺し客かくである可能性を疑わなかったと言えば噓うそになる。恵が学内ネットに接続していることを確かく認にんしてからマッチングリストを調べたことも、一度や二度ではない。だがブラック・ロータス以外のアバターネームがリストに出現することはなく、黒雪姫はすぐに疑いを捨てた。

　恵がいなければ、黒雪姫の中学校生活はとても味気ないものになっていただろうし、生徒会役員選挙に立候補することもなかったかもしれない。お互たがいの家を行き来するまでには至らなかったが、学校でお喋しやべりする時間も、放課後に校外でお茶をしたり買い物したりする時間も、黒雪姫にはかけがえのないものだった。そもそも、《黒雪姫》という少々気き恥はずかしくもあり気に入ってもいるあだ名を付けてくれたのは恵なのだ。

　そんな恵が──最初からこの日のために黒雪姫に近づいてきたオシラトリのメンバーだった、などということがあっていいはずがない。

　しかし今日……七月二十日土曜日、黒雪姫は終業式とホームルームが終わったあと生徒会のミーティングに出席し、恵メグミともしばらくお喋しやべりしてから下校してそのまま有アリ田タ家けに移動した。長年すぐ近くにいた恵なら、プロミネンスとの合がつ併ぺい、オシラトリとの決戦を控ひかえた黒クロ雪ユキ姫ヒメの緊きん張ちようを感じ取れたかもしれない。更さらには何らかの手段で動向を把は握あくし、バスで追つい跡せきすることも可能だったかもしれないのだ。

　そうなのだろうか？　若ワカ宮ミヤ恵は、オシラトリ・ユニヴァースのスパイだったのか？　二年前のあの日、図書室で声を掛かけてきたのは、白の王にして黒雪姫の実の姉であるホワイト・コスモスの指示だったのか……？

　────違ちがう!!

　黒雪姫は、頭の中で思い切り叫さけんだ。

　仮に恵が、かつてのシアン・パイルと同じような手段でＢＢシステムを欺ぎ瞞まんできるバーストリンカーで、今日のネガ・ネビュラス潰かい滅めつ作さく戦せんに手を貸しているのだとしても、それは絶対に彼女自身の意思に基もとづく行こう為いではない。

　バスの車窓に垣かい間ま見みた恵の目め許もとには、涙なみだの雫しずくがあった。

　──あの涙なみだこそが真実だと、私は信じる。

　──だから恵……もう少しだけ耐たえてくれ。私は必ずオシラトリを……コスモスを打破し、お前を解放する。

　胸むねの奥おくに青白い光を抱かかえたまま、黒雪姫はこの戦場のどこかにいるはずの恵に語りかけた。
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　品しな川がわ駅えきの北西にそびえる大型ホテルの屋上から、駅前広場に陣じん取どる《ヒュドラー》タイプのエネミーの攻性化範囲アグロエリアを避さけて南に六百メートルばかり飛行すると、ハルユキはひとまず地上に降りた。

　現実世界では大規模なマンションなのだろうか、やたらと横に長い建物に囲まれた、中庭のようなスペースには異形のモニュメントが点在している。それをチユリに破は壊かいさせ、必ひつ殺さつ技わざゲージを溜ためてもらう。

「じゃ、いくよ」

　短く言ったチユリは、左ひだり腕うでに装着されたハンドベル型強化外装《クワイアー・チャイム》を高く掲かかげた。大きく回転させると、清らかな鐘かねの音が鳴なり響ひびく。

「──《シトロン・コール》！」

　技わざ名めい発はつ声せいと同時に、互たがいに支え合って立つハルユキとトリリードめがけて左ひだり腕うでを振ふり下ろす。ベルから放たれた緑色の光が二人を包み、時間を巻まき戻もどして、忍にん者じやアバターに切断されたハルユキの右足とリードの首と右みぎ腕うでの傷を癒いやしていく。

　驚おどろきを隠かくさずに自分の体を見回しているリードの肩かたから右手を離はなし、元通りになった右足でしっかり地面を踏ふみ締しめると、ハルユキはチユリに頷うなずきかけた。

「サンキュー、ベル」

「んーん」

　軽くかぶりを振ったチユリは、小声で付け加えた。

「……あたし、さっきの戦いで何もできなかったから、せめてこれくらいはしないとね……」

　いつも元気な幼おさな馴な染じみが珍めずらしく沈しずんだ声を出すので、ハルユキは思わず二、三度瞬まばたきしてから急いで否定した。

「んなことないよ、ていうか……何もできなかったって言うならオレも同じだし。リードが来てくれなかったら確実にやられてたよ」

　そう口にしてから、ちゃんとお礼を言っていなかったことを思い出し、若武者アバターにも頭を下げる。

「……リードもありがとう、ほんとに助かった」

「いえ……当然のことをしただけです、私ももうネガ・ネビュラスの一員ですから」

　そう答えたリードのフェイスマスクにも明るさはない。前まえ髪がみパーツを揺ゆらして俯うつむき、痛みに耐たえるような声こわ音ねで続ける。

「それに……私は、クロウさんやレイカーさんたちが心しん意い技わざで全ぜん滅めつさせられるところを、遠くから隠かくれて見ていたのです。救きゆう援えんに入るタイミングを探したのですが、泉せん岳がく寺じの広場を固めていた者たちにまるで隙すきがなく、ついには皆みなさんを見殺しにしてしまった……」

「そ……そんなことないよ！」

　と叫さけんだのは、ほんの数秒前まで似たような自じ罰ばつ的てき態たい度どを表明していたチユリだった。

「あそこにはオシラトリのメンバーが十五人以上もいたんだから、一人で状じよう況きようをひっくり返すなんて王サマたちにもできなかったよ。それに、きみが頑がん張ばって耐たえてくれたおかげであたしたちも助かったんだし……ていうか…………」

　そこでちらりとハルユキを見て、小声で訊たずねる。

「この人、誰だれなの？　ネガ・ネビュラスの一員ってどういうこと？」

「へ？」

　再び瞬まばたきしてから、やっと気付く。

　トリリードのレギオン加入は、領土戦に間に合うかどうかぎりぎりのタイミングだったことと彼の特とく殊しゆな事情を勘かん案あんして、事前に知っていたのは黒クロ雪ユキ姫ヒメと楓フウ子コ、ハルユキだけだ。当然、チユリともこれが初対面となる。

「あー、えっと、名前はもう知ってると思うけど、彼はトリリード・テトラオキサイド」

　チユリに紹しよう介かいしてから、今度はリードを見る。

「それで、こっちがライム・ベル。メタトロンとはこのあいだ会ったよね」

　ハルユキの左ひだり肩かたの立体アイコンが羽根をぱたぱたさせると、リードは丁てい寧ねいに頭を下げてからチユリに向けて右手を差し出した。

「はじめまして、トリリード・テトラオキサイドと申します。このたび、ネガ・ネビュラスに加入させて頂きました。レギオンに参加するのは初めてですので、何かと行き届かないこともあろうかと思いますが、よろしくご指導ご鞭べん撻たつ下さい」

　加速世界ではついぞ聞かない丁てい寧ねい極きわまる挨あい拶さつに、チユリは二秒ばかりポカーンとしてから急いで握あく手しゆに応じた。

「あっ、ど、ども、ライム・ベルです。こっちこそよろしくね…………っていうか…………」

　手を離はなすとハルユキに近付き、小声でまくし立てる。

「ちょっとクロウ、トリリードって、前に言ってた帝てい城じよう暮らしのリードくん!?　なななんでいきなりウチに入ってんの!?」

「そこは色々あってさ……でもむちゃくちゃ頼たよりになるよ、さっきの戦せん闘とう見たろ？」

　と答えてから、ハルユキはふと気付いた。

　オシラトリ・ユニヴァースがネガ・ネビュラスの攻こう撃げきを予測し、周しゆう到とうに準備していたことはもはや明らかだ。領土戦ステージを無制限中立フィールドに変へん遷せんさせるなどという途と轍てつもない力を持つバーストリンカーを用意し、現実世界への離り脱だつを妨ぼう害がいするために近きん隣りんのポータル全てに大型エネミーを誘ゆう導どうするという手間をかけてまで、ハルユキたちのポイント全損を目もく論ろんだ。しかも、防ぼう御ぎよチームに二十人近くも登録していたからには、ネガ・ネビュラスの陣じん容よう強きよう化かさえ計算に入れていたはずだ。

　だがどれほど周しゆう到とうな人物でも、《四し聖せい》の一柱たる大天使メタトロンがハルユキに同行していることと、神器ジ・インフィニティを持つトリリードが直前にレギオンに加入していることまでは予測できまい。つまりメタトロンとトリリードは、オシラトリの殲せん滅めつ作さく戦せんに於おける完全なイレギュラーということになる。

　メタトロンの知識とトリリードの武力、この二つがあれば、もしかしたらいまからでも状じよう況きようをひっくり返すことが可能なのではないか──。

　ふとそんなことを考えてしまってから、ハルユキは急いで打ち消した。

　いまは一刻も早く安全なポータルまで辿たどり着つき、バスに戻もどって楓フウ子コたちのニューロリンカーを外さなくてはならない。このまま東海道本線沿いに南下すれば、十キロほどで多た摩ま川がわを越こえて神か奈な川がわ県けんに入る。さすがにそんなところにまで大型エネミーを配置してはいないだろう。

「……メタトロン、みんなが蘇そ生せいするまでの残り時間は？」

　左ひだり肩かたの立体アイコンに問いかける。インストを開けば累るい計けいダイブ時間を知ることは可能だが、メタトロンに訊きいたほうが早い──という思考を見み抜ぬかれたのか、アイコンは少し尖とがった声で答えた。

「しもべ、私は時間計測デバイスではありませんよ。──残り四十七分です」

「まだけっこうあるな……」

　呟つぶやきながら、ちらりと北の空を見上げる。

　スノー・フェアリーの心しん意い技わざから脱だつ出しゆつし、忍にん者じやアバターの追つい撃げきを退けてここまで飛ぶまでにずいぶん時間が経過してしまった気でいたが、忍にん者じやとの戦せん闘とうは正味五分以下だったのだろう。スピード全ぜん振ふり型がた同士の超ちよう高こう速そく戦せん闘とうだったがゆえに、時間感覚が圧縮されたのだ。

　しかし急ぐに越こしたことはない。首しゆ尾び良よく現実世界に戻もどれても、皆みなのニューロリンカーを引き抜いているあいだに加速世界では一千倍の時間が流れてしまう。

「……よし、行こう」

　南に向き直ると、ハルユキはチユリとリードに向けて左右の手を伸ばした。再び二人をしっかりと抱だきかかえ、翼つばさを広げて飛び立つ。

　シトロン・コールの副次的効果で、ここまで飛ぶのに使った必ひつ殺さつ技わざゲージもある程度回復している。それに、いざとなれば心しん意いの力で飛ぶことも、今日ばかりは躊躇ためらう理由はない。燃費を無視して、最大速度で南を目指そうとした──のだが。

　港みなと区くエリアと品しな川がわエリアの境界を越こえて、ほんの五百メートル足らず飛んだところで、いきなりメタトロンが叫さけんだ。

「止まりなさい、クロウ!!」

「え……え!?」

　仰ぎよう天てんしつつも、反射的に翼つばさを広げて逆進をかける。大きく体を揺ゆさぶられたチユリが悲鳴を上げる。

　直後、ハルユキも気付いた。

　行く手の空中に、極きわめてかすかな光の薄はく膜まくが、オーロラのように揺ゆらめきながら上下左右に広がっている。存在感は限りなく希き薄はくだが、全速力でぶつかってはいけない何かだと本能的に悟さとる。

「んぎぎぎぎ……」

　唸うなりながらフルブレーキ。しかし、三人分の慣性を打ち消せず、時速十キロほどのスピードでハルユキは顔面からオーロラに突っ込んだ。

　びたーん！　という感覚と同時に、チユリが「むぎゅっ！」、リードが「んぐっ！」と呻うめく。ほぼ透とう明めいな壁かべに貼はり付ついた三人は、そのままずるずると地面に向けて落下する。

　最後にもう一度だけ逆ぎやく噴ふん射しやし、なんとかノーダメージで着陸に成功したハルユキは、チユリとリードの無事を確かめてから自分の体力ゲージを眺ながめた。

　せっかく巻まき戻もどしてもらったゲージが、ほんの数ドットだが減少している。フルスピードで突っ込んでいたら大だい惨さん事じになっていただろう。思わずほっと息を吐はくが、しかし安心している場合ではまったくない。

「なんで、こんなところに壁かべが……」

　呟つぶやきながら、改めてピンク色のオーロラに右手を触ふれさせる。

　向こう側がほぼ完全に透すけて見えるほど希き薄はくなのに、何度蹴けろうが殴なぐろうが、あるいは武器で攻こう撃げきしようが破は壊かいできないと確信してしまうほどの絶対的な硬かたさ。いや、物質的な強度ともまた違ちがう。指先に壁かべの質感はまったく伝わらないのに断固として干かん渉しようを拒きよ絶ぜつしてくる、ある種の断絶──。

「これ、エリア境界……？」

　チユリの呟つぶやきに、ハルユキも頷うなずいた。

「ああ、感かん触しよくはよく似てる。でも、どうして無制限フィールドにエリア境界が……？　それに、ここはもう品しな川がわエリアの中のはずだし……」

「正確に二キロメートルです、しもべ」

　いきなりメタトロンがそう言ったので、ハルユキは首を傾かしげた。

「に、二キロ？　どこから？」

「ミーン・レベルに発生した大規模空間変動の中心点からです」

「…………！」

　息を吞のみ、ハルユキはさっと振り向いた。

　鋼鉄のビル群に阻はばまれて見えないが、北に二キロメートル離はなれた場所には泉せん岳がく寺じが存在する。正確には、泉せん岳がく寺じの北側に立つ一いつ棟とうのビル。ハルユキたちを心しん意い技わざによって無制限フィールドに転移させた謎なぞのバーストリンカーの出現位置から、ここまで正確に二キロ……メタトロンはそう言ったのだ。

「この壁かべは……あのバーストリンカーが作ったもの……？」

　ハルユキの言葉を、メタトロンが訂てい正せいした。

「意図的に障しよう壁へきを生成しているというよりも、空間変動の及およぶ範はん囲いがここまでなのでしょう。あくまで推測ですが、お前が見た小戦士は、シンイによってロウ・レベルをミーン・レベルに重ね合わせている。その効こう果か範はん囲いが半径二キロメートルの真円であり、そこで空間が論理的に断絶している……そういうことなのでしょうね」

「……で、あるならば……」

　と発言したのはトリリードだった。いかにも聡そう明めいそうなデザインのフェイスマスクをハルユキたちに向けて、真しん剣けんな口調で続ける。

「そのバーストリンカーは、いま現在も心しん意い技わざを発動させ続けているということになります。これほどの現象を維い持じするには、途と轍てつもない集中が必要なはず。攻こう撃げきして集中を乱せば……」

「無制限フィールドへの転移もキャンセルされる……!?」

　チユリが叫さけぶと、リードは無言で頷うなずいた。少しして、メタトロンも小さな天使の輪を短く発光させる。

「有り得ますね。しかしそうであれば当然、オシラトリ・ユニヴァースの者たちも知っているはず。しっかりと防ぼう御ぎよを固めているでしょう」

「……泉せん岳がく寺じには、ビヒモスとフェアリーの他にも、無傷のオシラトリメンバーが十五人以上集まってる……あれを突とつ破ぱするのは……」

　難しい、という言葉をハルユキは吞のみ込んだ。

　眼前に広がる光の壁かべは、絶対に破は壊かいできない。フィールドがここで終わっているに等しいからだ。

　そして、半径二キロの壁かべの内部に存在するポータルには、巨獣ビースト級きゆう以上のエネミーがもれなく配置されているだろう。逆に言えば、範はん囲いを限定できるからこそ、オシラトリ側はエネミーによるポータル潰つぶしを実行したのだ。

　楓フウ子コたち十四人を無限ＰＫから助け出す手段は、もうたった一つしかない。リードが言ったように、ハルユキたちを無制限フィールドに転移させたバーストリンカーを攻こう撃げきし、心しん意い技わざを中断させる。

　しかし、泉せん岳がく寺じを占せん拠きよしているオシラトリの猛も者さたちに発見されずにそのバーストリンカーに近づくことが果たして可能だろうか？　そもそも彼女の現在位置さえ不確定なのだ。闇やみ雲くもに奇き襲しゆうをかけて失敗したら、必死の思いでハルユキを氷の檻おりから逃がしてくれた楓子たちにどう詫わびればいいのか。

　鍛きたえてきたはずの思考の瞬しゆん発ぱつ力りよくもまるで働かず、ただ立ち尽くすハルユキの左ひだり肩かたで──。

　大天使メタトロンが、気のせいかわずかな躊躇ためらいを含ふくんだ声を響ひびかせた。

「オシラトリ・ユニヴァースの守りを突とつ破ぱする方法が、一つだけ残されています」

「えっ……」

　眼めを見開くハルユキの肩かたからふわりと飛び立ち、三人の真ん中で停止した立体アイコンは、天使の輪を不規則に明めい滅めつさせながら説明し始めた。

「この空間断絶は、お前たちがセンガクジと呼ぶ神しん殿でんを中心として半径二キロメートルの円形に広がっています。南側はこの場所まで……ならば北側はどこまで達しているか、解わかりますかしもべ？」

「え、北……？」

　話の行き先が解わからないまま、必死に暗記してきた港みなと区くの地図を脳内に展開させる。

　泉せん岳がく寺じから北に移動すると、かつてアーダー・メイデン救出作戦の時にカタパルト代わりに使った桜さくら田だ通どおりがあり、その向こうには某ぼう有名私立大学の三み田たキャンパスが広がり、更さらにその向こうには…………

「あっ……！　し……芝しば公こう園えん……？」

　ハルユキの言葉に、リードは小さく首を傾かしげたが、チユリも息を吞のんでから囁ささやいた。

「芝しば公こう園えん地ち下か迷めい宮きゆう……！」

「そのとおり」

　小さなアイコンを重々しく頷うなずかせ、メタトロンは言った。

[image: ]

「私の計算では、半径二キロメートルの範はん囲い内ないに、我わが居城《コントラリー・カセドラル》のゲートがぎりぎり含ふくまれています。仮に空間断絶が地ち下かにまで及およんでいればそれ以上進めない……しかしＢＢシステム上では、全てのダンジョンは地上とは別空間。ゲートさえ通れれば、城の最さい奥おう部ぶまで到とう達たつできる可能性はあります」

「そ、その最さい奥おう部ぶには何があるの、メタちゃん？」

　誰だれがメタちゃんですか！

　と怒おこることもなく、大天使はチユリの問いに答えた。

「決まっています。──我わが本体、ビーイング・メタトロンです」










　　　４




　オーロラの障しよう壁へきに沿って東に移動し、東海道新幹線の高こう架かに登ると、ハルユキたちは芝しば公こう園えんのある北を目指した。

　高こう架かは鋼鉄の防ぼう音おん壁へきで囲まれているので、線路ぎりぎりの高さを飛べば地上からは見えない。地ち下かを併へい走そうしているリニア中央新幹線のトンネルを使うことも検討したが、大型のエネミーに遭そう遇ぐうしてしまうと逃げ場がない。

　左右の腕うでにライム・ベルとトリリードを抱かかえてほぼフルスピードで飛行していると、メタトロンが冷静な声を響ひびかせた。

「しもべ、スカイ・レイカーたちが蘇そ生せいするまであと四十一分と四十秒です」

「あ、ありがとう。でもなんでそんな中ちゆう途と半はん端ぱな……」

　と言いかけてから、すぐに気付く。

「いや、残り二千五百秒ってことか」

「正確には残り二千四百九十一秒です」

「……ど、どうも」

　もういちど礼を言うと、飛行速度をわずかにアップさせる。残り四十分と聞くとそれなりに時間がありそうだが、二千五百秒だとあっという間に過ぎ去ってしまうように感じるのだから、人間の時間感覚などいい加減なものだ。

　しかしＡＩであるメタトロンにとっては一秒は常に一秒──日本のどこかにあるブレイン・バースト中央サーバーのリアルタイムクロックＩＣが生成する不変の情報なのだろう。しかもそれは、現実世界の一千倍にも加速されている。ハルユキが現実世界で一日過ごすあいだに、メタトロンは一千日の時間を過ごしているのだ。

　彼女自身はよく「その程度の時間、私にとっては一いつ瞬しゆんの微睡まどろみのようなもの」という言い方をするが、本当にそうなのだろうか。正確極きわまる時間感覚を与あたえられたメタトロンにとっては、一日、一ヶ月、そして一年はハルユキが感じる以上に長く、遠いものなのではないか……。

　この戦いが終わったら、いちど可能な限りの時間ミーン・レベルに留とどまって、メタトロンといろいろな話をしよう。

　そう心に決めると、ハルユキは前方に意識を集中させた。

　東海道新幹線の高こう架かは、平行する山やま手のて線せん田た町まち駅えきの手前で大きく右にカーブしている。そこを曲がらず、直線飛行したまま防ぼう音おん壁へきを越こえて、桜さくら田だ通どおりに飛び込む。

「あっ……！」

　左ひだり腕うでに抱えられたチユリが、小さく声を上げながら前方を指さした。

　一直線に伸びる道路の先には、周囲のビル群を圧する高さの鉄てつ塔とうが、血のように赤い朝あさ陽ひを浴びてそびえ立っている。複雑なトラス構造で伸び上がる塔とうの先せん端たんは、魔ま都とステージの低い雲に吞のまれて見えない。

「あれ、旧東京タワーだよね！」

　チユリの声に、右みぎ腕うでのリードが応じた。

「加速世界で、旧東京タワーをこんなに近くから見るのは初めてです」

「そっか、帝てい城じようからはちっちゃくしか見えないよね」

「ええ、いつか行ってみたいと思っていました」

　二人の会話を聞きながら、ハルユキは旧東京タワーの天てつ辺ぺんに眼めを凝こらした。

　あそこには、《楓ふう風ふう庵あん》と名付けられた楓フウ子コのプレイヤーホームと、そしてポータルが存在するはずだ。いかな白のレギオンでも三百三十三メートルの高さにエネミーを配置できるとは思えないが、残念ながら旧東京タワーは光の障しよう壁へきの外にある。

　桜さくら田だ通どおりを直進して首都高の高こう架かをくぐり、外がい縁えん東ひがし通どおりを右にターンすると、眼前に広大な空間が出現した。現実世界では高い並木に囲まれているはずの芝しば公こう園えんだ。

「降りるよ！」

　二人に予告してから、ハルユキは翼つばさを広げて減速し、タイル張ばりの路面に降り立った。

　道路北側の広場は、先せん端たんが槍やりのように尖とがった鋼鉄の柵さくに囲まれ、その一いつ箇か所しよに厳いかめしい門が口を開けている。内側は濃のう密みつな霧きりに閉ざされてよく見えない。

「ここが……芝しば公こう園えん……」

　ハルユキの呟つぶやきに、メタトロンが反応した。

「フィールド・アトリビューションがＨホーリー系けいやＥアース系けいなら、もっと美しいのですが。しかしいまは見た目など関係ありません」

　まったくそのとおりだ。

　チユリ、リードとアイコンタクトしてから、ハルユキは先頭に立って門をくぐった。すぐに白い霧きりが押し寄せてきて視界を奪うばう。霧きりのずっと奥おくで、ずしん、ずしんと何か大きな生き物が闊かつ歩ぽしている気配がする。

「……なんか、ヤバいエネミーがいそうなんだけど……」

　チユリが囁ささやくと、リードも腰こしの太刀たちに手を伸ばした。しかし余計なエネミー狩がりをしている時間はない。

「メタトロン、ダンジョンのゲートは？」

「こちらに五十七メートル進んだところです」

　小さく鋭するどい羽根が北東を示す。頷うなずき、周囲を警けい戒かいしながらも小走りに進む。

　幸いエネミーに襲おそわれることもなく移動し終えると、霧きりの向こうから、メタトロンが言ったとおり《ゲート》としか表現しようがない構造物が出現した。

　無数の刃やいばを縦に並べたようなデザインの柱に支えられて、分厚い鋼鉄の扉とびらが屹きつ立りつしている。高さは五メートルほどもあるだろう。いままで加速世界でいろいろな扉とびらを見てきたが、それらの中でも最大級──もちろん帝てい城じようの四方門を除けば、だが──のスケールだ。

　しかも扉とびらのすぐ後ろ、十メートルも離はなれていないところに、薄うす桃もも色いろのオーロラが揺ゆれている。ぎりぎりで障しよう壁へきの内側に入っていたわけだが、それについてどうこう思う余よ裕ゆうもハルユキにはなかった。

　…………これが、四大ダンジョンの一つ……芝しば公こう園えん地ち下か迷めい宮きゆうの入り口。

　深い畏い怖ふに打たれて立ち尽くしていると、メタトロンが羽根でぺしぺしとハルユキの頭を叩たたいた。

「何をぼんやりしているのですか。あと三十五分しかありませんよ、しもべ」

「あ……う、うん」

　チユリたちに頷うなずきかけてからゲートに歩み寄り、両開きの扉とびらを左右の手で押す。ゴゴゴ……と地面を震ふるわせて扉とびらが開き、巨きよ大だいな下り階段が姿を現す。

　吹ふき付つけてくる冷たい風に思わず身み震ぶるいしていると、隣となりに進み出てきたトリリードが囁ささやき声ごえを出した。

「……まるで帝てい城じよう本ほん殿でんのような圧力ですね……」

「ほんとに……」

　この最高難易度ダンジョンを、たった三人で、しかも三十分以内に突とつ破ぱするなどということが本当に可能なのか──。

　そう考えずにはいられないが、しかしやるしかない。神獣レジエンド級きゆうエネミー・大天使メタトロンだけが、ハルユキたちに残された希望なのだ。

「さあ、行こ！」

　チユリが叫さけぶと二人の背中を押した。元気出てきたみたいだな、と少しほっとしながら頷うなずき、ハルユキは鋼鉄の大階段に足を踏ふみ入いれた。




　加速世界四大ダンジョン。

　すなわち文ぶん京きようエリアの東京ドーム地ち下か迷めい宮きゆう、千ち代よ田だエリアの東とう京きよう駅えき地ち下か迷めい宮きゆう、新宿エリアの新しん宿じゆく都と庁ちよう地ち下か迷めい宮きゆう、そして港みなと区くエリアの芝しば公こう園えん地ち下か迷めい宮きゆう。ブレイン・バースト初期にはそこに渋しぶ谷やエリアの代よ々よ木ぎ公こう園えん地ち下か迷めい宮きゆうを含ふくめて五大ダンジョンと称しようしていた時代もあったらしいが、代よ々よ木ぎは封ふう印いんされて現在では訪おとずれる者は誰だれもいないと聞く。

　四大ダンジョンは全て最強クラスの神獣レジエンド級きゆうエネミーをラスボスとしていて、それらは《四し聖せい》と呼ばれる。帝てい城じようの四方門を守護する超ちよう級きゆうエネミー、《四神》よりは格下と見なされていて、実際に四し聖せいは全て王のレギオンによって討とう伐ばつされているが、それは完全な攻こう略りやくではないことをハルユキは知っている。

　四し聖せいは巨きよ大だいなエネミーである第一形態と人間型の本体である第二形態を持ち、いままで倒たおされたのは第一形態だけなのだ。

　メタトロンを例に取れば、芝しば公こう園えん地ち下か迷めい宮きゆう──正せい式しき名めい称しよう《コントラリー・カセドラル》では特定のパネルを踏ふむことで迷めい宮きゆう内ないの属性を《天界》ステージから《地じ獄ごく》ステージへと切きり替かえることができる。地じ獄ごくステージではメタトロン第一形態の力は大きく弱まり、ハイランカーを揃そろえた大規模パーティーなら倒たおすことも可能なのだが、それでは第二形態は出現しない。地じ獄ごくステージの力を借りずに第一形態を倒たおし、次に出現する第二形態つまり本体を倒たおして初めてメタトロンを完全に討とう伐ばつしたと言えるのだが、それを成なし遂とげたレギオンはまだひとつも存在しない、というわけだ。

　もっともハルユキは、メタトロン第二形態を倒たおそうとする者たちが今後も永遠に現れないことを心の底から願っている。エネミーであるメタトロンは、たとえ倒たおされても次の変へん遷せんと同時に復活するが、それは八千年ぶんの記き憶おくや思考プロセスを全てリセットされた新しい個体だ。いまのメタトロンは一度死ねば、二度と復活しないのだ……。

　加速世界最高難度のダンジョンを突っ走りながらも頭の隅すみでそんなことを考えてしまうのは、出現するエネミーを片かたっ端ぱしからこの場所のご主人様が非ひ攻こう性せい化かしてくれるからだった。

「しもべ、前方から《権天使プリンシパリテイ》タイプが接近してきます」

　メタトロンの警告を聞き、ハルユキは足を止めた。後ろでチユリとリードも立ち止まる。

　ダンジョンの内部は、地上のステージ属性にかかわらず《天界》ステージに固定されていて、地ち下か迷めい宮きゆうというよりも聖なる神しん殿でんといった趣おもむきだ。床ゆかと壁かべは純白の大理石、銀色の柱には精せい妙みような彫ちよう刻こくが施ほどこされ、天てん井じようではクリスタルのシャンデリアが清らかな光を放っている。

　広い通路は前方で右にカーブしていて、その奥おくからガシャリ、ガシャリと金属質な足音が近づいてくる。やがて姿を現したのは、青みがかった金きん属ぞく鎧よろいを身につけ、一いつ対ついの白はく翼よくを背負う巨きよ人じん型エネミー──つまり天使。右手に握にぎられた剣は十じゆう字じ架かめいた刀身を持ち、シャンデリアの光を眩まばゆく反射している。

　天使エネミーは、ハルユキたちを発見するや兜かぶとの奥おくの両眼に青白い炎ほのおを宿らせ、翼つばさを大きく広げて何ごとか叫さけぼうとした。しかし。

「──我わが兵士よ、剣を収めなさい！」

　ハルユキの頭上でメタトロンがひと声叫さけぶや、天使の眼光が消しよう滅めつし、翼つばさも元通りに折おり畳たたまれる。「[image: ]」と奇き妙みような音で答え、再び歩き始めると、ハルユキたちのすぐ隣となりを通り過ぎて後方へと消える。

　メタトロンがエネミーを退けてくれるのはこれで九回目だが、それでも三人揃そろってふーっと息を吐はいてしまう。顔を上げたチユリが、小さなアイコンを見上げながら言う。

「……しっかし、反則級に便利だよねー。メタちゃんがいてくれたら、どんなダンジョンでも攻こう略りやくしまくれるんじゃないの？」

「ライム・ベル。危急の事態ゆえ《メタちゃん》は許容しますが、便利なオプション扱あつかいは許しませんよ？」

　すかさず釘くぎを刺すと、とてもＡＩとは思えない滑なめらかな早口で続ける。

「それに、全てのビーイングに私の支配力が通じるのはここが我わが城だからであって、外ではせいぜいお前たちの言う《野獣ワイルド級きゆう》までしか制せい御ぎよできません。しかも主が存在するような迷めい宮きゆうでは支配力はさらに弱まる。挑いどみたい場所があるのなら、己おのれの力で頑がん張ばるのですね」

「ちぇーっ」

　まるで厳格な教師とぐうたら生徒のような会話に思わず苦く笑しようしてから、ハルユキは口を挟はさんだ。

「さあ、急ごうぜ。メタトロン、ボス部屋……じゃなくて玉座の間まであとどれくらい？」

「このペースならもう五分もかからないでしょう。そしてスカイ・レイカーたちが蘇そ生せいするまでは十七分です」

「よし……」

　頷うなずき、再び通路を走り始める。

　芝しば公こう園えんから泉せん岳がく寺じまではちょうど二キロ、ハルユキが全力で飛べば一分もかからない。ダンジョンを出る時間を考えてもぎりぎり間に合う……いや、間に合わせなくてはならない。

　しかしそれは、全てが計算どおりに運べばの話だ。加速世界、とくに無制限中立フィールドでは何が起きるか解わからず、実際にことが計画どおりに進んだことなど数えるほどしかない。

　少し前からチユリは意識的に明るくふるまっているようだが、それは不安の裏返しだろう。あと十七、いや十六分で全てが決するのだ。楓フウ子コや謡ウタイ、タクムたちを救出できるか──あるいはハルユキたちも無限ＰＫの罠わなに捕とらえられ、ネガ・ネビュラスが潰かい滅めつするか。

　…………いや。

　たとえそうなっても、黒の王ブラック・ロータスと赤の王スカーレット・レインは無事だ。黒クロ雪ユキ姫ヒメとニコなら、杉すぎ並なみと練ねり馬まの防衛にあたっている旧プロミネンスのメンバーたちをまとめ上げ、立派にネガ・ネビュラスを再建するだろう。そしていつか、白のレギオンと加速研究会の企たくらみを打ち砕くだいてくれるだろう……。

　刹せつ那なの思考を胸の深いところに沈しずめ、ハルユキは走るスピードを上げた。いまは目前のミッションに集中しなくてはならない。トリリードとメタトロン、オシラトリの計画には含ふくまれていないはずの二人と力を合わせて、仲間たちを死の罠わなから助け出すために。

　右に湾わん曲きよくする通路の終点には、幅はばの広い下り階段があった。あの先がラスボスの部屋だ、と直感する。

　本来ならここまでに三フロアのパズルギミックを解除し、三体の中ボスを倒たおす必要がある。しかしパズルの解法はメタトロンが教えてくれたし、中ボスも全て非ひ攻こう性せい化かしてくれた。まともに攻こう略りやくすれば半日はかかっただろう最高難度のダンジョンを、たったの二十分で走り抜けてきたのだ。

　本当はメタトロンも、自分が支配するダンジョンをこんなふうにやすやすと突とつ破ぱされるのは心外に違ちがいない。それを許してくれた彼女のためにも、ラストバトルでは全力を振り絞しぼらなくてはならない。

　決意を固めながら大階段を駆かけ下おりると、行く手にひときわ壮そう麗れいな白銀の扉とびらが出現した。

「あの先が玉座の間です」

　メタトロンの言葉に「了りよう解かい」と答え、左右のチユリとリードを見ると二人もしっかりと頷うなずき返かえしてくる。

　扉とびらを開けてからの立ち回りについては道中に何度も確かく認にんしてきたが、不安がないわけではまったくない。たった一回でもミスすれば、泉せん岳がく寺じに戻もどれさえせずに、ここで全員が無限ＥＫになることも有り得る。

　だがもう、引き返すことはできない。

「よし……行くぞ！」

　叫さけび、ハルユキは走る勢いそのままに白銀の扉とびらを押し開けた。




　　　＊＊＊




　マゼンタ・シザーこと小オ田ダ切ギリ累ルイは、目の前で回転する死亡マーカーを無言で見み詰つめ続けていた。

　自分のものではない。ショコラ・パペッターのマーカーだ。

　幽ゆう霊れい状じよう態たいでは死亡マーカーの色が白黒の濃のう淡たんでしか解わからないので、狭せまい範はん囲いに密集する十四のマーカー全ての持ち主を特定することは不可能だ。しかし眼前のそれがショコラ……志シ帆ホ子コのものであることだけは確信できた。なぜなら彼女が極低温の竜たつ巻まきに吞のまれて死ぬ瞬しゆん間かん、累ルイは志帆子に覆おおい被かぶさって守ろうとしたからだ。

　けれど、守れなかった。

　心しん意いによって作り出された凍とう気きの渦うずは、累の両りよう腕うでの隙すき間まから容よう赦しやなく入り込み、ショコラを真っ白く凍こおらせた。華きや奢しやなアバターが儚はかなく砕くだけ散ちった瞬しゆん間かん、累は自分でも意外なほどの怒いかりと悲しみに打たれ、大きな声で叫さけんだ。ほぼ同時にミント・ミトンとプラム・フリッパーもその身を四散させた。

　わずか数秒後に、累の体力ゲージも呆あつ気けなくゼロになったのだが、悔くやしさはショコラたちが死んだ時のほうが遥はるかに大きかった。あれから恐おそらく四十分以上が経たつが、半ば透すき通とおったアバターの胸に宿る痛みは薄うすれる様子もない。

　累が無制限フィールドでショコラたちの中学校を襲しゆう撃げきしたのはほんの一ヶ月前だ。抵てい抗こうするミントとプラムにハサミを使って無理矢理にＩＳＳキットを寄生させ、ショコラにも同じ事をしようとした。そんな累ルイには、彼かの女じよたちを守ろうとする資格も、守れなかったことを嘆なげく資格もないのかもしれない。

　けれど、ショコラの懸けん命めいな説得に応じてネガ・ネビュラスに所属し、リアルで顔を合わせて言葉を交かわすうちに、累の中には自分でも思いもよらない感情と決意が生まれていたらしい。いちどは深く傷つけてしまった三人を、これからは全力で守るのだ、という。

「…………ショコ」

　顔を上げ、累はすぐ近くにいるはずの志帆子の幽ゆう霊れいに向けて話しかけた。

「聞こえないだろうケド、いまのうちに言っておくわね。ありがとう……ワタシを許してくれて」

　客観的に考えれば、累も志帆子も聖サト実ミも結ユ芽メも……そして楓フウ子コたちネガ・ネビュラスの主力全員がこの場でポイント全損に追い込まれる可能性は決して低くない。現実世界のバスに乗り続けていればいつかは誰かが累たちのフルダイブを停止させようとするだろうが、あのバスは自動運転のうえに循じゆん環かん路ろ線せんだ。車庫に入るのはたぶん深夜で、それまでに無制限フィールドでは一年近くもの時間が経過する。単純計算で、オシラトリは志帆子たちを六千回から七千回も殺すことができる。

　一いち縷るの望みは、氷の檻おりを脱だつ出しゆつしたシルバー・クロウとライム・ベルだ。二人がポータルから現実世界に戻もどり、全員のニューロリンカーを首から引き抜いてくれれば、ひとまず全損の危機は去る。

　だが、これほど大がかりで周しゆう到とうな罠わなを用意していたオシラトリ・ユニヴァースが、その事態を考えていなかったとは思えない。きっと何らかの手段でポータルからの脱だつ出しゆつを阻そ止ししようとするだろう。いまはクロウの助けに期待するだけではなく、自分に何ができるかを考えなくては。

　あと十五分ほどで、累ルイたちは蘇そ生せいする。その瞬しゆん間かんに再び《白の終局ブライニクル》が襲おそいかかってくるだろうが、何かひとつだけならできることもあるはず。

　いまは冷たく感じない氷の上にひざまずき、ショコラの死亡マーカーに実体のない両手を触ふれさせながら、累はひたすらに考え続けた。




　　　＊＊＊




　ふと懐なつかしい匂においを感じた気がして、掛カケ居イ美ミ早ハヤは顔を上げた。

　モノクロの世界に新たな動きはない。泉せん岳がく寺じの境けい内だいを固めるオシラトリのメンバー十二人も、次の心しん意い発はつ動どうに備えるグレイシャー・ビヒモスとスノー・フェアリーも、無言でそれぞれの役目を果たし続けている。敵ながらあっぱれな集中力だ。

　そもそもいまの美早は幽ゆう霊れい状じよう態たいなのだから、嗅きゆう覚かくは働かないはず。しかし温度のない空気には、ごくごくかすかだが、ふんわりと甘あま酸ずっぱい香かおりが含ふくまれているような気がする。作ったばかりの、イチゴのナパージュの香かおり……。

「…………ニコ？」

　呟つぶやき、美早は再びフィールドを見回した。

　ニコ──赤の王スカーレット・レインがここにいるはずがない。彼女は黒の王と一いつ緒しよにバスを降り、杉すぎ並なみエリアに戻もどったのだから。

　でも。

　予定外の何かが起きて、ニコと黒クロ雪ユキ姫ヒメが美早たちを追いかけてきた……そして追いつけないまま港みなと区く第三エリアに入り、領土戦ステージにダイブしたという可能性はゼロではない。もしそうなら、二人も無制限中立フィールドに引き込まれたことになる。

　美早たち十四人が心しん意い技わざで全ぜん滅めつしたと知ったら、あの二人はどうするだろうか。

　決まっている。次の蘇そ生せいのタイミングで特とつ攻こうしてくるに違ちがいない。奇き襲しゆうに失敗すれば、二人もまた無限ＰＫの罠わなに捕とらえられてしまうと理解したうえで、なお。

　いや、全ては美早の想像だ。このままポイント全損すれば、加速世界のことも、ブラッド・レパードのことも、そしてニコのことさえ忘れてしまうかもしれないという恐きよう怖ふが、ありもしない香かおりを感じさせているのだろう。

　しかしいっぽうで、バーストリンカーたる者は、ありとあらゆる事態を想定しなくてはならない。

　今回、白のレギオンがここまで周しゆう到とうな罠わなを仕し掛かけている可能性を、美ミ早ハヤは想定できなかった。無制限中立フィールドへの移動、氷の檻おりによる捕ほ獲かく、心しん意い技わざをキャンセルする心しん意い技わざ、それら全てに即そく時じの対処ができず、結果としてチームをほぼ全ぜん滅めつさせてしまった。スカイ・レイカーと並ぶたった二人のレベル８ｅｒエイターとして、仲間たちを指揮する責任があったのに、何もできなかったのだ。

　次は……十五分後に訪おとずれる蘇そ生せい時じ間かんには、何が起きようとも思考を止めず、白の連中に必ず一いつ矢し報むくいる。

　そう心に決め、美早は起こり得る全ての可能性について、一心に考え始めた。




　　　＊＊＊




　白銀の扉とびらの先は、まるでＲＰＧに登場する最高神の宮きゆう殿でんのような──ある意味ではまさしくそうなのかもしれないが──煌きらびやかな大空間になっていた。

　床ゆかは、黄金の象ぞう嵌がんが施ほどこされた純白のタイル。壁かべには巨きよ大だいな白銀の柱が連なり、それらの間には天使の石像が並ぶ。アーチ型の天てん井じようは青を基調としたステンドグラスで飾かざられ、降り注ぐ光が空間全体に冷たく厳おごそかな雰ふん囲い気きを作り出している。

「すっごーい、ここがメタちゃんのお部屋かぁ～」

　チユリがそんなことを言いながら前に進もうとしたので、ハルユキは慌あわてて三さん角かく帽ぼう子しの鍔つばを摑つかみ、引っ張り戻もどした。

「ぐえっ……何するのよ、なんにもいないじゃない」

　その言葉どおり、幅はば二十メートル、奥おく行ゆき百メートルはありそうな大広間にはいかなるエネミーの姿もない。正しよう面めん奥おくの壁かべ際ぎわは一段高くなった聖せい壇だんとも言うべきスペースがあるが、そこも完全に無人と見える。

　しかし。

「いや、いるよ」

　掠かすれ声ごえで囁ささやき、ハルユキは薄うす暗ぐらい聖せい壇だんを凝ぎよう視しした。

　玉座のようなものはないが、正しよう面めん奥おくに黒い台座がぽつんと設置されている。恐おそらく、かつて神器《ザ・ルミナリー》が設置されていた場所だろう。

　天てん蓋がいのステンドグラスから台座の周辺に降り注ぐ光がかすかに揺ゆらめき、複雑な輪りん郭かくを描えがき出した──気がした。同時にリードも張はり詰つめた声を出す。

「確かに、あそこに何かが……しかし、あまりにも……」

　大きすぎる。

　という言葉は、音にならずとも伝わった。ハルユキは脳のう裏りに、かつて緑のレギオンのアイアン・パウンドから聞いた言葉を甦よみがえらせていた。

　──《大天使メタトロン》は、通常状態では不可視・即そく死し攻こう撃げき・全属性ダメージ透とう過かというクソふざけたステータスだ。

　その説明どおり、メタトロン第一段階は、地じ獄ごくステージ以外では眼めに見えないし、こちらの攻こう撃げきも物理系、エネルギー系問わず当たらない。しかし向こうは超ちよう高こう威い力りよくの範はん囲い攻こう撃げきを連発してくる。

　かつて東京ミッドタウンで戦った時のことを思い出したのだろう、チユリもじりじりと後ろに下がった。ハルユキの頭に乗る立体アイコンを見上げて、小声で言う。

「でも、あれは、メタちゃんの体なわけでしょ？　いままでの天使みたいに、おとなしくさせられないの？」

「残念ながら、あれは私の体ではなく、お前たちにとっての強化外装、あるいは動く牢ろう獄ごくのようなものなのですよ。敵を発見すれば自動的に戦せん闘とうを開始し、殲せん滅めつするまで止まらない。他のビーイングと違ちがって、魂たましいを持たないのです。それゆえ、本体が休きゆう眠みん状じよう態たいにある現在の私には制せい御ぎよできない」

　すらすらと解説するメタトロンの声にも、わずかばかりの緊きん張ちようが含ふくまれているようにハルユキは感じた。

　メタトロンの本体は、災さい禍かの鎧よろいマークⅡとの激げき闘とうで負った損傷を癒いやすために、いまも第一形態の中で眠ねむりについている。立体アイコンは、あくまでもハルユキとの情報リンクを通して投とう影えいしている見かけ上の端たん末まつにすぎない。ここでアイコンがいかなる攻こう撃げきを受けようと、メタトロン自身には何のダメージも及およばない。

　だからもしも彼女が緊きん張ちようしているとすれば、それはハルユキたちがここで無限ＥＫになることを危き惧ぐしているがゆえだ。加速世界最強クラスのエネミービーイングである大天使メタトロンももう、立派にネガ・ネビュラスの一員なのだ。

「……大だい丈じよう夫ぶだよ」

　頭の上に右手を伸ばし、立体アイコンをそっと握にぎりながらハルユキは言った。

「僕らは負けない。そして、白のレギオンの罠わなも打ち破ってみせる」

　いつもなら即そく座ざに「しもべのくせに生意気な！」と怒おこられるところだが、声による反応はなかった。代わりに鼓こ動どうにも似た温かさが、右手の掌てのひらに伝わった。

　手を下ろし、最後にもういちど、声ではなく思念で訊たずねる。

『メタトロン。きみの本体は、どれくらい修復できたの？』

　少しだけ間があってから、頭の中に声が響ひびいた。

『心配するには及およびません。覚かく醒せいに支障ない状態には達しています』

『…………解わかった』

　もっと詳くわしく聞きたかったが、その思考を堰せき止とめ、ハルユキは頷うなずいた。

　メタトロンが完かん全ぜん消しよう滅めつを危あやうく免まぬがれて以来、ハルユキはずっと、誰だれかがこの芝しば公こう園えん地ち下か迷めい宮きゆうに挑ちよう戦せんし、地じ獄ごくステージの助けを借りずに第一形態を倒たおしてしまう事態を防がないと……と考え続けてきた。しかし具体的な方策を思いつく前に、よもや自分で挑いどむことになろうとは予想もしなかった。

　楓フウ子コたちを救出し得る、これが唯ゆい一いつの手段なのだということは解わかっている。だが修復が完かん了りようする前にメタトロンの本体を覚かく醒せいさせてしまうことには躊躇ためらいもある。

　──この前は、メタトロンに守ってもらった。

　──だから今度は、何があっても僕が守るんだ。たとえ相手が《七連矮星セブン・ドワーフス》でも……白の王その人であろうとも。

　改めて決意すると、ハルユキはチユリとリードに視線を向けた。二人とも、力強く頷うなずき返かえしてくる。

　もう言葉はいらなかった。前を向くと、ハルユキは大理石のタイルが敷しかれた広間の床ゆかに──メタトロン第一形態の攻性化範囲アグロエリアに飛び込んだ。

　すぐには何も起きなかった。しかし十メートルほど走ったところで、奥おくの聖せい壇だんではなく左右の壁かべ際ぎわに変化があった。

　銀色の柱のあいだで、天使の石像が一いつ瞬しゆん白く輝かがやき、重々しい音を立てて動き始める。いわゆるラスボスの取り巻きミニオン、《力天使ヴアーチユー》タイプのエネミーだ。その数、三十。

「──止まりなさい!!」

　メタトロンのアイコンが、苛か烈れつな命令とともに白い光の輪を迸ほとばしらせた。それに触ふれた天使たちが、全身を軋きしませながら停止する。しかし完全ではない。ある程度は第一形態の支配下にあるのか、口から奇き妙みような音を発しつつ拘こう束そくに抗あらがっている。

　本来はここでいったん立ち止まり、ミニオンを処理すべきなのだろう。しかしハルユキは、メタトロンの停止命令が破られた場合のことを考えずに前へと走り続けた。

　三十メートル進むと、前方右側のフロアに、一いつ箇か所しよだけ黒いタイルが存在していることに気付く。あれを踏ふめばダンジョン内の属性が《天界》から《地じ獄ごく》へと変化し、透とう明めいな第一形態が見えるようになるわけだ。しかし今回はシステムの助けを借りるわけにはいかない。無視してなおも走り、五十メートルラインを越こえたところで止まる。

「……来るぞ！」

　ハルユキが叫さけぶと同時に、前方の聖せい壇だんで透とう明めいな影かげが動いた。

　不可視の瞳ひとみに凝ぎよう視しされる感覚。装そう甲こうの下のアバター素体にぞわりと冷たい戦せん慄りつが走る。

　すぐ右側にリードが陣じん取どり、腰こしの直刀《ジ・インフィニティ》を抜いた。ハルユキも両りよう腕うでをクロスさせ、攻こう撃げきに備える。チユリは二人の後ろで左ひだり腕うでのベルを高く掲かかげる。

「来ますよ！」

　メタトロンも叫さけんだ、その直後。

　光の屈くつ折せつによって朧おぼろに描えがき出される巨きよ大だいな影かげの中心部で、純白の光が十字に煌きらめいた。

　シルバー・クロウの前ぜん腕わん部ぶ装そう甲こうが左右に展開し、透とう明めいな導光クリスタルが迫せり出す。

　トリリードが直刀を両手で真横に構える。

　世界が白く染まる。

　大天使メタトロン最大最強の遠えん隔かく攻こう撃げき、天の業ごう火か《トリスアギオン》──。

　あまたのデュエルアバターを蒸発させてきた超ちよう大だい口こう径けいのレーザーを、ハルユキは交差させた両りよう腕うでで、トリリードは掲かかげ持った直刀で迎むかえ撃うった。同時に叫さけぶ。

「──《光学誘導オプテイカル・コンダクシヨン》!!」

「──《真経津鏡ジエニユイン・スペキユラー》!!」

　二人のアバターからも、銀と青の光が溢あふれる。

　ハルユキの《光学誘導》はアビリティなので技わざ名めいを発声する必要はないのだが、メタトロンの主しゆ砲ほうに対たい抗こうするには心しん意いシステムの助けを借りる必要がある。いっぽうリードの《真経津鏡》は純じゆん粋すいなる心しん意い技わざ。二人の過剰光オーバーレイが融ゆう合ごうし、巨きよ大だいな盾たてとなってメタトロンのレーザーを受け止める。接せつ触しよく点てんでは膨ぼう大だいな熱と光が荒あれ狂くるい、空間そのものを震ふるわせる。

　かつて東京ミッドタウンで、習得したばかりの《光学誘導》で《トリスアギオン》を防ごうとした時は、ハルユキは圧力に耐たえきれずにずるずると後退してしまった。マゼンタ・シザーたちが支えてくれなかったら転てん倒とうし、一いつ瞬しゆんで蒸発していただろう。

　だがいまは、どうにか踏ふみ留とどまれている。それは隣となりに立つトリリードの存在ゆえだ。単純に負担が半分になるからではない。普ふ段だんは寡か黙もくで礼れい儀ぎ正ただしい彼の、予想外に熱く激しい心しん意いが、ハルユキに力を与あたえてくれる。

　謎なぞ多おおきバーストリンカーであるトリリード・テトラオキサイドが、なぜ帝てい城じようを出てネガ・ネビュラスに加入し、今日の領土戦にも参加してくれたのか。その理由を、ハルユキは頭の隅すみで考え続けていた。

　彼を疑ったわけではもちろんない。しかし、ただ友情だけに理由を求めるのではなく、リードの中にもそうすべき強い動機があるのではないか、とそんな気がしていたのだ。

　いま、融とけ合う心しん意いを通して、ハルユキはその動機をわずかながら理解できた気がした。

　広い世界への渇かつ望ぼう。ハルユキがずっと心に抱き続けてきた望みと同じものが、リードの中にも存在する。もっと先へ……ここではないところへと加速したい、という。

　────リード、きみも、飛びたかったんだな。

　思念で囁ささやきかけると、すぐに声が聞こえた。

　────ええ、クロウさん。私はずっと……飛びたかった。帝てい城じようの壁かべを越こえて、無限に広がる世界を感じたかった……。

　ならば、加速世界を閉へい塞そくさせようとするオシラトリ・ユニヴァースはリードにとっても敵。戦う理由は、それで充じゆう分ぶんだ。

「う……おおおおお!!」

　ハルユキが叫さけび、

「はああああああっ!!」

　リードも吼ほえた。

　心しん意いの盾たてが輝かがやきを増し、レーザーをじりじりと押し戻もどす。

　しかし同時に、光の輪となって放出される膨ぼう大だいなエネルギーが大理石の床ゆかをマグマのように赤熱させ、二人にダメージを与あたえ始める。両足を焼やき焦こがされる苦痛だけならいくらでも耐たえてみせるが、体力ゲージの減少は止めようがない。

「…………ベル、頼たのむ!!」

　ゲージが三割減った時点で、ハルユキは後方で待機しているチユリに呼びかけた。すかさずチャイムの音が鳴なり響ひびき、

「シトロン……コ────ル!!」

　という声とともに緑色の光が迸ほとばしってハルユキとリードを包み込む。体力ゲージが不規則に明めい滅めつしながらじりじりと回復していく。

　チユリの必ひつ殺さつ技わざが持続しているうちに勝負を決めなくてはならない。呼吸を整え、リードに指示を飛ばす。

「反射の角度を絞しぼるんだ！　鏡でエネルギーを一点に跳はね返かえすイメージ!!」

「はい……!!」

　毅き然ぜんと応じた若武者が、ひときわ激しくブルーの過剰光オーバーレイを迸ほとばしらせた。同時にハルユキも限界までイマジネーションを振り絞しぼった。

　いままで緩ゆるい凸とつ形けい状じようでレーザーを広こう範はん囲いに拡散させていた光の盾たてが、徐じよ々じよに完全な平面へと近づいていく。全身に加わる圧力も増加し、アバターの関節部から火花が飛び散る。

「う……おおッ……！」

「くああッ……！」

　二人の心しん意いがシンクロし、盾たてが鏡と化した瞬しゆん間かん、レーザーの大部分が斜ななめ上へと反射されて奥おくの壁かべと天てん井じようの境目あたりに突き刺さった。この大広間は《トリスアギオン》にも耐たえられる強度を与あたえられているらしく、ミッドタウンの時のように一いつ瞬しゆんで貫かん通つうすることはなかったが、ステンドグラスも銀の柱もたちまち赤熱していく。

「まだです、クロウ！　正確に発射点を射い貫ぬかねば、攻こう撃げきは止まらない！」

　頭上から鋭するどい声が飛び、ハルユキは思念で答えた。

『解わかっ……てる……！』

　メタトロン第一形態はあらゆる攻こう撃げきを透とう過かさせるが、唯ゆい一いつ、レーザーを発射している瞬しゆん間かんの頭とう部ぶ発はつ射しや孔こうだけはその限りではない。しかし万ばん物ぶつを焼やき尽つくす《トリスアギオン》に逆らって反はん撃げきできるのは、同じ威い力りよくのレーザーだけ。すなわち、トリスアギオンを発はつ射しや孔こうへと反射する以外に方法はない。

　東京ミッドタウンでそれを成功させた時は、ハルユキの背中を黒クロ雪ユキ姫ヒメやニコ、楓フウ子コ、タクムたち十人もの仲間が支えてくれていた。

　いまは、背中を直接押してくれる人はいない。けれど後ろには懸けん命めいにダメージを巻まき戻もどしてくれているチユリが、隣となりには願いをともにするトリリードが、そして頭上にはエネミービーイングの身でありながらハルユキを励はげまし、導いてくれるメタトロンがいる。

　いや……三人だけではない。もっともっと多くの人たちの手がハルユキに触ふれ、力を与あたえてくれるのを感じる。いままで加速世界で出会い、絆きずなを結んできた全てのバーストリンカーたちの存在それ自体が、純じゆん粋すいな心しん意いエネルギーとなって体を満たす。

「行っ…………けええええッ!!」

　強きよう烈れつな圧力に抗あらがい、ハルユキは光の鏡を動かした。

　反射されるレーザーが、壁かべに赤い線を描えがきながら真下へ移動し、射線と完全に重なった。

　何かを撃うち抜く感覚。トリスアギオンが徐じよ々じよに減げん衰すいし、途と切ぎれ途と切ぎれになり──消える。

　聖せい壇だんの上の空間がガラスのように粉々に砕くだけ、恐おそろしく巨きよ大だいなシルエットが実体化する。

　白銀のタペストリーを連ねたかのような翼つばさ。数十もの金きん属ぞく環かんで構成される胴どう体たい。そして、惑わく星せいを思わせる形状の頭部。神獣レジエンド級きゆうエネミー、《四し聖せい》大天使メタトロン第一形態がついにその姿を現したのだ。

　頭の真ん中にある巨きよ大だいなレーザー発はつ射しや孔こうは黒く焼やけ焦こげ、放射状にひび割れている。しかし第一形態が完全に破は壊かいされたわけではない。メタトロンのアイコンがハルユキの頭から浮うき上がり、三人を力強く励はげます。
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「さあ、もう少しです。私が全ての攻こう撃げきパターンとタイミングを予測すれば、いまのお前たちなら決して勝てない相手ではない」

「うん、頼たのんだよメタトロン！」

　叫さけび、ハルユキはチユリ、リードとも頷うなずき合った。

　左ひだり腰こしのルシード・ブレードを抜き、床ゆかを蹴けって一気に加速。リードもジ・インフィニティを構えながら続く。前方ではエネミーの巨きよ体たいが活動を再開し、刃やいばのように鋭するどい翼つばさを高々と広げる。

　腹の底から思い切り雄お叫たけびを迸ほとばしらせ、ハルユキは走った。










　　　５




　インストを見ていたニコが、振り向いて言った。

「ロータス、パドたちが蘇そ生せいするまであと五分ぐらい……だと思う」

　累るい計けいダイブ時間を見ても蘇そ生せいタイミングを確定できないのは、領土戦ステージが無制限中立フィールドに変化してから、楓フウ子コたちが全ぜん滅めつするまでどれくらいの時間が経過したのか解わからないからだ。

　しかし勘かんの鋭するどいニコがあと五分と読んだなら大きく外れはしないだろう、と考えながら黒クロ雪ユキ姫ヒメは頷うなずいた。

　結局、氷の檻おりの中の死亡マーカーは一つとして消えなかった。

　それはつまり、檻おりから脱だつ出しゆつしたであろうシルバー・クロウは、何らかの理由で──恐おそらくはオシラトリ側の妨ぼう害がいによってポータルまで辿たどり着つけなかったということだ。すなわち彼も、近きん隣りんのどこかで死亡した可能性が高い。

　クロウを責める気持ちは毛頭ない。彼は彼で全力を尽つくしたのだろうから。

　血のような色の朝焼けを見上げ、黒雪姫は愛する《子》へと心で呼びかけた。

　──大だい丈じよう夫ぶだハルユキ君、楓子たちは必ず助け出す。そしてキミの仇かたきも取る。もう少しだけ待っていてくれ……。

　乾かわいた風の音にしばらく耳を澄すませてから、視線を眼下の泉せん岳がく寺じに戻もどす。

　広場の中央に、巨きよ大だいな氷の檻おり。そのすぐそばに、《七連矮星セブン・ドワーフス》のグレイシャー・ビヒモスとスノー・フェアリー。

　檻おり周辺にはオシラトリ・ユニヴァースのメンバー十二人が等とう間かん隔かくに並び、厳げん戒かい態たい勢せいを続けている。地上だけでなく上空もしっかり警けい戒かいしているのはさすがと言うしかない。登とう攀はん不可能な形のビルに潜せん伏ぷくしていなければ、黒クロ雪ユキ姫ヒメとニコも彼らの監かん視しを数十分もかいくぐることはできなかったはずだ。

「……皆みなが蘇そ生せいし、ビヒモスとフェアリーが心しん意い技わざを発動させる瞬しゆん間かんが唯ゆい一いつの勝機だ」

　黒雪姫の囁ささやき声ごえに、ニコも小さく頷うなずいた。

「ああ……あたしとあんたで奴やつらを一いち撃げき死しさせる以外に手はねーな。こっからでも急所をピンポイントで撃うち抜けば、不可能じゃねえ。……ただ、あたしの《インビンシブル》は召しよう喚かんと展開に時間がかかる。蘇そ生せいが始まってから喚よんでも間に合わねーし、事前に喚よべば奇き襲しゆうがバレちまう」

「《ピースメーカー》のチャージショットは？」

　右みぎ腰こしに装備されたハンドガンに目配せすると、ニコは一いつ瞬しゆん思案顔になったがすぐにかぶりを振った。

「周りの護衛連中ならまだしも、ビヒモスとフェアリーは、フルチャージでも即そく死しさせんのは無理だろうな。心しん意いで威い力りよくをブースト……と言いたいとこだけど、あたしは本体だけじゃ第一段階の《射程拡張》と《移動拡張》しか使えねぇ。ったく、こんなことなら第二段階の……」

　破は壊かいの心しん意い技わざをマスターしておくんだった、と言おうとしたのであろうニコの背中を、黒雪姫は無意識のうちに剣の腹でぽんぽん叩たたいた。

「おい、ガキ扱あつかいすんなっつの」

「ン？　ああ、いまのはちっちゃい子扱あつかいだ」

「どう違ちがうん……」

　叫さけびそうになり、急いで口を押さえる赤の王を見て、やっぱり子供じゃないかと言いたいのを我が慢まんして黒雪姫は話題を戻もどした。

「それはともかく、強化外装を召しよう喚かんできれば奴やつらの片方を……できればスノー・フェアリーを仕留められるか？」

「たりめーだ。でもさっき言ったとおり……」

「全部じゃなくていい。たとえばコクピットと主しゆ砲ほうだけなら何秒で喚よべる？」

「それだけじゃ動けねーぞ……っつっても、スラスターがないから似たようなモンか。そうだな、二パーツだけなら五、いや四秒あれば」

「フム……」

　処しよ刑けい場じようと化した泉せん岳がく寺じをもう一度見下ろし、半ば自分に向けて呟つぶやく。

「……解わかった。私があそこに斬きり込んで、その四秒を稼かせぐ」

「そりゃつまり、ビヒモスとフェアリーの二人を……いや、護衛も足した十四人をいっぺんに相手するってことか？」

　さすがに驚おどろいた様子のニコに、黒クロ雪ユキ姫ヒメはきっぱりと答えた。

「ああ、ビヒモスもフェアリーも密着状態の近きん距きよ離り戦せんは得意ではないはずだ。気付かれずに先せん制せい攻こう撃げきできれば不可能ではない」

「その先制が難しい気がすっけど……」

　と言いかけたニコは、いったん口を閉じてから、俯うつむくように頷うなずいた。

「…………解わかった、頼たのむ。代わりに、強化外装の召しよう喚かんとフェアリーの狙そ撃げきは絶対に成功させてみせる」

「よし、作戦決定だな。あと三分ぐらいか……」

「二分四十五秒」

　細かく訂てい正せいするニコに小さく苦く笑しようしてみせると、黒雪姫はビルの屋上に腹ばいになったまま両手の剣をそっと交差させた。

　グレイシャー・ビヒモスとスノー・フェアリーが心しん意い技わざを発動させる瞬しゆん間かんを狙ねらうためには、その数秒前に屋上から飛び出さねばならない。剣の間合いに入るまで誰だれにも気付かれなければ、全ぜん力りよく攻こう撃げきで二人の注意を四秒間釘くぎ付づけにする自信はある。

　奇き襲しゆうの成否は、周囲を監かん視ししている十二人が、ビルから飛び出す瞬しゆん間かんに空をチェックするかどうかに懸かかっている。こちらにあと一人いれば陽動作戦を考えるところだが、いないものは仕方ない。運を天に任せて突っ込むしかないのだ。

　そこからの約二分間は、加速世界で数多あまたの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきている黒雪姫にとっても、かつて憶おぼえがないほど長いものだった。

　恐おそらくニコもそうだろう。残り時間を十五秒刻みでカウントする声は、抑おさえきれない緊きん張ちよう感かんをはらんでいる。

　残り一分の声を聞いた時、黒雪姫は少し前から考えていたことを口にした。

「いいか、レイン……ニコ。もし奇き襲しゆうが失敗して、私が倒たおれたら、お前はさっきの心しん意い技わざを使って最も寄よりのポータルから離り脱だつしろ」

「…………ああ、解わかってるよ。タクシーに戻もどったら、あんたのニューロリンカーを引っこ抜いて……」

「いや、違ちがう。タクシーを止めて、私は加速したままにしてくれ……でも、お前はもう無制限フィールドには入るな」

「おい、なに言ってんだ」

　反はん駁ばくしようとするニコにフェイスマスクを近づけ、黒雪姫は落ち着いた声で囁ささやいた。

「もし私が全損したら、新しいレギオンをよろしく頼たのむ」

「…………！」

　食ってかかろうとするニコの頭に、自分の頭をそっと押し当てる。年下の少女が必死に言葉を吞のみ込む気配を感じ、心の中でわがままを謝罪する。

　やがて、少しだけ震ふるえる声が告げた。

「あと三十秒だ」

「了りよう解かい」

　頭を離はなし、黒クロ雪ユキ姫ヒメは眼下の戦場に意識を集中させた。

　死亡マーカーからの蘇そ生せいには、いかにもゲーム的な発光エフェクトが伴ともなう。その瞬しゆん間かんだけは、外側を監かん視ししている十二人の注意も、一秒以下だろうが後ろに向くはずだ。

「十五秒」

　ニコから離はなれ、屋上の縁ふちぎりぎりのところまで移動する。右足の先せん端たんを床ゆかの鉄板に食い込ませ、全身に力を溜ためる。

　泉せん岳がく寺じに向かって飛び出したら、まず空中から長射程の心しん意い技わざ《奪命撃ヴオーパル・ストライク》でビヒモスを狙ねらう。落下しながらでは急所をピンポイントで狙ねらうのは難しいが、しばらく動きを止められるはずだ。技わざの反動を利用して着地、一気に接近して、零ゼロ距きよ離りの混戦に持ち込む。

「十秒」

　死亡マーカーの変化を見み逃のがすまいと、黒雪姫は神経を張はり詰つめさせた。

　しかし、その時。

　オシラトリメンバーのひとりが、斜ななめ上を指差しながら叫さけんだ。

「おい、あれ……！」

　黒雪姫は息を詰つめたが、しかしその指が向けられたのは二人が潜せん伏ぷくするビルではなかった。もっと上空の何か……あるいは誰だれか。

　黒雪姫とニコも、無言で北の空を見上げた。

　星。いや……人だ。

　赤く染まる雲を背景に、清せい浄じような光を宿す人ひと影かげが静止している。

　裾すその長いドレスは純白。風になびく髪かみは白銀。背中から長く伸びる一いつ対ついの翼つばさも白。

　デュエルアバターではない。生身の人間でもない。あれは、エネミー────

「…………メタ……トロン……？」

　黒雪姫の囁ささやき声ごえが聞こえたかのように。

　閉じていた瞼まぶたを薄うすく開き、黄金の瞳ひとみで地上を見下ろした人ひと影かげは、ゆるりと右手を掲かかげた。

　間ま違ちがいない。かつて東京ミッドタウンで一度だけ眼めにした神獣レジエンド級きゆうエネミー、《四し聖せい》大天使メタトロンの本体だ。

　しかし本体は災さい禍かの鎧よろいマークⅡとの戦いで深く傷つき、いまは芝しば公こう園えん地ち下か迷めい宮きゆうのボス部屋で休きゆう眠みんしていると有アリ田タハルユキが言っていたはず。実際、ここしばらくは小さな立体アイコンの姿でのみ出現していたのだ。それがなぜいま、本来の姿でここに。

　刹せつ那なの疑問に、もちろん大天使が答えることはなかった。

　代わりに天使は、頭上に浮うかぶ光輪ハロウを眩まばゆく輝かがやかせ、囁ささやきにも似た──しかし魂たましいを貫つらぬくが如ごとき声を響ひびかせた。

「──《トリスアギオン》」

　光が生まれた。

　分厚い雲を貫つらぬき、空から巨きよ大だいな光の柱が降り注ぐ。フィールド全てが純白に染まる。

　真下にある泉せん岳がく寺じで、スノー・フェアリーが叫さけぶ声が聞こえた。

「《青の断崖グレート・グローラー》！」

　直後、光の柱が広場に届いた。

　最初はただ、真っ白な静せい寂じやくが広がっただけだった。しかしすぐに、重々しい地じ響ひびきを伴ともなう震しん動どうが発生し、黒クロ雪ユキ姫ヒメたちが陣じん取どるビルを激しく揺ゆらす。

　広場の中央にあった氷の檻おりは一いつ瞬しゆんで蒸発し、鋼鉄の床ゆかがみるみる赤熱していく。参道に並ぶ柱や小型の社やしろなどが次々と溶とけ崩くずれ、あるいは燃もえ尽つきる。

　幾いくつかの悲鳴を黒雪姫は聞いた。逃げ遅おくれたオシラトリのメンバーたちが、超ちよう高こう熱ねつの光に吞のまれて即そく死ししたのだ。

　二十日前、黒雪姫はＩＳＳキット本体を破は壊かいするためにネガ・ネビュラスの仲間たちと東京ミッドタウンの攻こう略りやくに挑いどみ、メタトロン第一形態が放つレーザーの凄すさまじさを身を以もつて知った。本体の《トリスアギオン》も攻こう撃げきの属性は同じなのだろうが、しかし威い力りよくも規模も桁けた違ちがいだ。大天使の神しん罰ばつと呼ぶにふさわしい超ちよう攻こう撃げき──。

　レーザーは恐おそらく五秒程度で収束したが、黒雪姫には何倍も長く感じられた。

　光の柱が消え去っても、広場の中心部はいまだ赤熱し、オブジェクトの残ざん骸がいが炎ほのおを上げている。新たに出現している四つの死亡マーカーは、即そく死ししたオシラトリメンバーのものだろう。

　氷の檻おりが溶とけた跡あとには、当然だが十五のマーカーがそのまま残っていた。そしてその近くに、奇き妙みようなものがあった。

　青く透すき通とおる立方体。一辺が三メートル以上もある巨きよ大だいなキューブの中には、大小二つの人ひと影かげが閉じ込められている。

　それがスノー・フェアリーと、巨きよ軀くを限界まで小さく丸めたグレイシャー・ビヒモスであることに黒雪姫はようやく気付いた。あのレーザーに直ちよく撃げきされて生き残るとは驚おどろくしかないが、二人がキューブから出てくる気配はない。恐おそらく、心しん意い技わざで自分たちを氷こおり漬づけにすることで即そく死しを免まぬがれたものの、自じ力りき脱だつ出しゆつもできなくなったのではないか。というより、最初からそういう制約を組み込むことで超ちよう防ぼう御ぎよ力りよくを発揮するタイプの技わざなのだろう。

　氷の立方体は高熱に晒さらされて頂点や辺のエッジが溶とけ落ちているものの、外から追加のダメージを与あたえない限り当分壊こわれることはなさそうだ。となれば残る敵は、広場から脱だつ出しゆつした八人のみ。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメがそう考えた時、ニコがほとんど声にならない声を出した。

「とんでもねーな……誰だれだよ、あのねーちゃんは？」

　そういえばニコたちプロミネンス組はまだメタトロンのことを知らないのだ──と気付いた黒雪姫は、どう説明したものか迷った。しかしそれより早く、広場で動きがあった。

　中央で静かに回転し続けていた十五の死亡マーカーが、色とりどりの光を放ち始めたのだ。

「彼女もネガ・ネビュラスのメンバーだ。詳くわしいことは後で話す。それより、レイカーたちが蘇そ生せいするぞ」

「ああ……ったく、あたしらが一いつ生しよう懸けん命めい立てた作戦は何だったんだ」

「そう言うな、助かったには違ちがいないだろう？」

　ニコの背中を軽く叩たたき、黒雪姫は立ち上がった。

　見上げると、上空ではまだ大天使メタトロンがゆっくりと翼つばさをはためかせている。瞼まぶたを閉じたその美び貌ぼうは、しかしどこか苦しそうだ。

　もしかしたら、いまの《トリスアギオン》で再び力を使い過ぎてしまったのか。

　それに、メタトロンが取り憑ついているはずのシルバー・クロウはどこにいるのだろう。

　新たな疑問が浮うかび、黒雪姫は四方を見回したが、クロウの姿はない。

「おい、きょろきょろしてないでみんなと合流しようぜ」

　ニコの声に視線を戻もどすと、ちょうど死亡マーカーが一つずつデュエルアバターへと変化し始めるところだった。

　氷こおり漬づけのフェアリーとビヒモスを除いても、泉せん岳がく寺じ周辺にはまだ八人もの敵が潜せん伏ぷくしている。《七連矮星セブン・ドワーフス》ほどではないだろうが、手て練だれ揃ぞろいであることは間ま違ちがいない。まずは蘇そ生せいしたスカイ・レイカーたちと協力して敵を殲せん滅めつし、安全を確保しなくては。

「よし、行こう」

　頷うなずいた黒雪姫に、ニコが背中を向けてくる。

「ほれ、おんぶ」

「…………は？」

「あんただってこの高さからただ飛び降りたらタダじゃすまねーだろ。あたしが心しん意い技わざで降ろしてやるから」

「………………」

　レギオンメンバーたちの前に、子供のように背負われて登場するのはいかにも気き恥はずかしい。しかし落下速度を反動で相そう殺さいするだけのために派手な心しん意い技わざや必ひつ殺さつ技わざを使うのも躊躇ためらわれる。

「……ささっと降りてくれよ」

　そう言うと、黒雪姫は恥はじを忍しのんで小こ柄がらなアバターにおぶさろうとした。

　しかし今度もまた、行動を完かん遂すいすることはできなかった。

　風の中に、ふと匂においを感じた気がした。乾かわいた紙と、紅茶の香かおり。大判のハードカバーと……アッサムＣＴＣで淹いれたロイヤルミルクティー。

「恵メグミ…………？」

　掠かすれ声ごえで呟つぶやき、黒クロ雪ユキ姫ヒメは視線を巡めぐらせた。

　泉せん岳がく寺じの北側に、一いつ棟とうだけ孤こ立りつして建つ細長いビル。まるで塔とうのように尖とがったその先せん端たんに、一つの影かげが出現していた。

　キャスケットタイプの大きな帽ぼう子しと、膨ふくらんだアーマースカートの特とく徴ちよう的てきなシルエットは、記き憶おくに残る若ワカ宮ミヤ恵のデュエルアバターと完全に一いつ致ちする。華きや奢しやな全身を包み込む薄うす桃もも色いろの光は恐おそらく心しん意いの過剰光オーバーレイか。

　右手に握にぎる錫しやく杖じようを高々と掲かかげたアバターから、どこか痛みに耐たえるような声が発せられた。




「《パラダイム・レボリューション》」




　錫しやく杖じようから虹にじ色いろの光が放たれ、ほぼ真上でホバリングする大天使メタトロンのすぐ近くを通過して、朝焼けに染まる雲を貫つらぬいた。

　再び、世界が震ふるえた。

　七色に揺ゆれるオーロラが急速に広がり、身構える黒雪姫たちを突き抜け、後方へと拡散していく。雲の色が変わる。血のような赤から──瘴しよう気きめいた紫むらさき色いろに。

　続いて、地形のデザインに変化が訪おとずれた。刀とう剣けんの如ごとく直線的だった魔ま都とステージの建物が、奇き怪かいに拗ねじくれながら長く鋭するどい棘とげを伸ばしていく。黒雪姫たちの足あし許もとでも、鋼鉄の板が生き物の如ごとく波打ち、節くれ立って、釘くぎのようなスパイクを無数に生やす。

「レイン、摑つかまれ！」

　黒雪姫は反射的に右手を伸ばし、ニコのアバターを引き寄せた。先の状じよう況きようから一転、黒雪姫の胸に抱だかれる形になった赤の王が、甲かん高だかい声で喚わめく。

「な……何だよこれ!?　何が起きたんだ!?」

「強きよう制せい変へん遷せん……《地じ獄ごく》ステージだ!!」

　そう叫さけび返かえすと、黒雪姫は地上の仲間たちに視線を向けた。

　暗黒系最上位たる地じ獄ごくステージには数々の凶きよう悪あくなギミックが存在するが、その一つが《屋外全面ダメージゾーン》だ。建物とダンジョン内部を除くあらゆる地面は、鋼鉄の棘とげ、毒の沼ぬま、酸の沼ぬま、溶よう岩がん等々に変化して立っているだけでダメージを受ける。

　通常対戦で地じ獄ごくステージを引いても決着が早くなるだけで、むしろギャラリーは激レアステージに喜ぶが、万が一無制限中立フィールドが地じ獄ごくステージに変へん遷せんしてしまえばそれは文字通りの地じ獄ごくだ。近くに逃げ込める建物が存在せず、ダメージゾーンに対処する術すべもない場合は、何度も死にながら安全地帯を探す羽目になる。

　幸いブラック・ロータスの《常時ホバー移動》アビリティは大半のダメージゾーンを無効化できるが、仲間たちはそうはいかない。ビルから身を乗り出し、蘇そ生せいしたばかりのレギオンメンバーたちに「建物の中に逃げろ！」と指示しようとしたのだが──。

　一いつ瞬しゆん早く、抱だかれたままのニコが叫さけんだ。

「あっ……天使のねーちゃんが！」

「……!?」

　素す早ばやく空を見上げると、全身を包む光を失った大天使メタトロンが、あたかも矢に射い貫ぬかれた白鳥のように無数の羽根を散らしながら落下していくところだった。

　彼女の居城である芝しば公こう園えん地ち下か迷めい宮きゆうには、内部を地じ獄ごくステージに変えるとメタトロンを弱体化させられるというギミックがある。恐おそらくその仕組みは本体にも有効で、この空間に存在すること自体が、ただでさえ《トリスアギオン》を使って消しよう耗もうしていたメタトロンの力を奪うばっているのだ。

　この結果が、偶ぐう然ぜんであるはずがない。

　つまり白のレギオンは──白の王ホワイト・コスモスは、大天使メタトロンの介かい入にゆうすら予想していたということになる。

　ならばあのコスモスが、メタトロンの力を封ふうじただけで良しとするはずがない。間ま違ちがいなく更さらなる手を繰くり出し、メタトロン本体を討うち取とろうとしてくる。

　ダメージゾーンに吞のみ込まれた仲間たちと、落下していくメタトロンのどちらを助けに行くべきか、黒クロ雪ユキ姫ヒメは迷った。

　迷いながら、脳のう裏りで呼びかけた。

　──シルバー・クロウ……ハルユキ君、どこにいるんだ!!




　　　＊＊＊




　奈ナ胡ゴ志シ帆ホ子コ／ショコラ・パペッターは、攻こう撃げきチーム十四人の中で最初に死んだ。それゆえに蘇そ生せいも、秒単位だが皆みなより早かった。

　その数秒が、想定外すぎる事態の連続にも、どうにか対処できるだけの余よ裕ゆうを与あたえてくれた。

　蘇そ生せいする直前に降り注いだ光の柱は、志帆子たちを閉じ込める氷の檻おりを一いつ瞬しゆんで溶とかし、強敵グレイシャー・ビヒモスとスノー・フェアリーを自ら氷こおり漬づけにさせた。無限ＰＫの危機は去ったかに思えたのだが、志帆子が蘇そ生せいした直後に再びオーロラのベールが広がり、フィールドを変へん遷せんさせたのだ。

　冷たくて平らな金属ばかりの魔ま都とステージから、志帆子が一度も見たことのないほど醜しゆう悪あくで荒こう涼りようとしたステージへ。地面からは鋭するどいスパイクが無数に突き出し、足裏に鋭するどい痛みを感じた瞬しゆん間かん、志シ帆ホ子コはこれが強力なダメージゾーンであること、このままでは蘇そ生せいした皆みなが再び傷を負ってしまうことを悟さとった。

　通常の変へん遷せんならば、全ての死亡マーカーが待ち時間を無視して瞬しゆん時じに蘇そ生せいするはずなのだが、ほとんどのマーカーに変化はない。やはりこれは何者かが意図的に引き起こした、究極的にイレギュラーな現象なのだ。

　ほぼ同時に死んだ聖サト実ミと結ユ芽メはすでに蘇そ生せいし、スパイクの上で苦痛に顔を歪ゆがめている。広場の外の建物まで走って逃にげようにも、最初の超ちよう大だい規き模ぼレーザー攻こう撃げきを生き残ったオシラトリのメンバーが潜せん伏ぷくしているはずで、少人数での離り脱だつは各個撃げき破はしてくれと言うようなものだ。

　──最初に生き返ったわたしが、いますぐになんとかしないと。

　そう考えた志帆子は、自分の体力ゲージに視線を走らせた。

　スパイクによって毎秒一パーセントほどのダメージを受けているため、必ひつ殺さつ技わざゲージもじわじわと増加しているが、蘇そ生せいによっていちどゼロに戻もどってしまったゲージが溜たまるまで待ってはいなれない。覚かく悟ごを決め、体を棘とげだらけの地面に投げ出す。

「うあっ……！」

　全身を焼かれるような激痛に声が漏もれたが、志帆子は歯を食い縛しばりながらそのままの姿勢で耐たえた。

「チョコ！」「何を!?」

　聖実と結芽が駆かけ寄よろうとするが、左手を挙げて押し留とどめ、立ち上がる。数秒で体力ゲージは半分近く減ってしまったが、必ひつ殺さつ技わざゲージも必要なだけは溜たまっている。

「《カカオ・ファウンテン》!!」

　技わざ名めい発はつ声せいとともに両手を地面に向けると、スパイクの根元から茶色いチョコレートが湧わき出し、みるみる広がった。仲間たちの死亡マーカーが全てカバーされるや否いなや、さっとミント・ミトンに顔を向ける。

「ミンミン、冷やして！」

　長年の親友は、すでに志帆子の意図を悟さとっていたようだった。大型グローブを装着した両手をチョコ沼ぬまに接せつ触しよくさせ、叫さけぶ。

「《ヴェイパー・コンプレッション》!!」

　ミント・ミトンの主たる戦い方は、《メントール・ブロー》や《イシリン・ストライク》といった冷れい感かん技わざで相手の動きを鈍にぶらせ、格かく闘とうで仕留めるというものだ。しかしそれらはあくまで冷たさを錯さつ覚かくするだけで、実際に冷気ダメージを発生させるわけではないので、そうと気付いた敵は根こん性じようで乗り切ろうと突っ込んでくる。

　そこを返かえり討うちにするのが、第三の必ひつ殺さつ技わざ《ヴェイパー・コンプレッション》。これは両手に内蔵されたコンプレッサーで気き化か冷れい却きやくを行い、瞬しゆん間かん的てきに本物の凍とう気きを作り出す技わざで、直ちよく撃げきすれば標的にダメージを与あたえつつ全身の可動部を凍とう結けつさせてしまう。グレイシャー・ビヒモスの《氷獄の溜息サイ・オブ・コキユートス》ほど凶きよう悪あくな威い力りよくはないが、いまはそれで充じゆう分ぶん。

　ミントの肩かたから蒸気が噴ふき出し、両手からは青白い冷気が発射されてチョコレートを覆おおった。チョコ沼ぬまはスパイクを吞のみ込んだまま瞬しゆん時じに固まり、ダメージゾーンを無効化する。

　直後、オリーブ・グラブとブッシュ・ウータンが蘇そ生せいした。

　実体を取とり戻もどすや、二人同時に拳こぶしを振り上げ、叫さけぶ。

「よくもやって……」

「くれたでヤンス──！」

　飛びかかろうとしたのは、志シ帆ホ子コたちの後方にそびえ立っている巨きよ大だいな氷の立方体だった。

「あ……ま、待って、ウーくん！」

　志帆子は慌あわてて二人を止めようとした。

　一辺が三メートル以上あるアイスキューブの中には、ドラゴンめいた巨きよ体たいを限界まで縮めたグレイシャー・ビヒモスと、その懐ふところに抱かかえられたスノー・フェアリーが閉じ込められている。この氷を作り出したのはフェアリー自身だ。とんでもない破は壊かい力りよくのレーザーが降り注ぐ直前、自分たちをキューブに閉じ込めて即そく死しを免まぬがれたのだ。

　ならば二人が出てこないうちに囲んで攻こう撃げきを、とウータンたちが考えるのも無理はないが、恐おそらく二人は動かないのではなく動けないのではないか。内側からは壊こわせないほど硬かたく強化された氷だからこそ、あのレーザーの直ちよく撃げきに耐たえられたのだ。つまり外部から攻こう撃げきして氷を破は壊かいしてしまうのは、フェアリーたちを助ける結果になりかねない。

　という推測を、怒いかりに燃えるウータンとオリーブにどう説明すればいいのか志帆子は迷った。しかし再び口を開く前に、聖サト実ミと結ユ芽メが実力行使で二人を羽は交がい締じめにした。

「チョコから出ちゃだめ！」

「棘とげを踏ふんだらダメージ受けるよ！」

　その警告で、ウータンたちはようやくチョコレート地帯の外を埋うめ尽つくす凶きよう悪あくなスパイクに気付いたようだった。アイレンズをぱちぱちさせてから暗い紫むらさき色いろの空を見上げ、びくっと体を震ふるわせる。

「こ、こいつは、まさか……」

「噂うわさに聞く地じ獄ごくステージ、でヤンスか……？」

　その言葉を聞き、聖実たちも表情を硬かたくした。

「えっ……地じ獄ごくステージ……？」

「私、初めて見た……」

　もちろん志帆子も、暗黒系最上位──つまりあらゆるステージ属性の中でも最さい凶きよう最さい悪あくと評される地じ獄ごくステージを自分の眼めで見るのはこれが初めてだった。ギミックを思い出そうとするが、頭の芯しんが痺しびれたようになって思考がうまく繫つながらない。

　偶ぐう然ぜん？　たぶん違ちがう。なら白のレギオンが《魔ま都と》を《地じ獄ごく》に変えた？　どうやって？　何のために……？

　異様な色の空を見上げたまま呆ぼう然ぜんと立ち尽くす志シ帆ホ子コの耳に──。

　突とつ然ぜん、二つの音が飛び込んできた。

　束ねた鉄板を力任せに引き裂さくような、異様な共鳴音。

　そして、ハスキーな叫さけび声ごえ。

「危ない！」

　後ろから誰だれかに押し倒たおされた次の瞬しゆん間かん、頭上をどす黒い色の光線が通過し、広場北側の地面に突き刺さった。闇やみの塊かたまりが膨ふくれ上がり、異様な形の爆ばく炎えんを噴ふき上げる。

　志帆子を庇かばったのはマゼンタ・シザー──小オ田ダ切ギリ累ルイだった。

　思い返せばマゼンタは、スノー・フェアリーが《白の終局ブライニクル》を使った時も志帆子を守ろうとしてくれたのだ。自分も蘇そ生せいした直後だろうに、真っ先に危険を察知して動けたのは、死んでいるあいだも冷静に考え続けた証あかしだ。

　──出で遭あった時は怖こわい敵だったけど……でもやっぱり、凄すごい人だ。

　そう感じながら、志帆子は累に礼を言おうとした。

「あの、マゼンタさん、ありがと……」

「話はあと。まずいコトになってるわよ」

　そう囁ささやかれてやっと気付く。さっき飛んできた黒い光線を発射したのはいったい誰だれなのか。最初の大規模レーザーを避さけて泉せん岳がく寺じから退たい避ひしたオシラトリのメンバーが戻もどってきたのだろうか。

　マゼンタに助け起こされた志帆子が見たのは──。

　南側の入り口から広場に侵しん入にゆうしてくる、途と轍てつもなく巨きよ大だいな人型のシルエットだった。

　身長はグレイシャー・ビヒモスを遥はるかに超こえて、十メートルにも達するだろう。前ぜん傾けい姿し勢せいで両りよう腕うでが長く、頭には螺ら旋せん状じようの角が生えている。

　影かげに沈しずむ顔の中で、両眼だけが熾おき火びのように赤い。あれは本当にデュエルアバターなのか、と思いながら凝ぎよう視ししていると、巨きよ人じんの頭上にグリーンの横線が四本重なって浮うかび上がった。

　体力ゲージだ。しかし無制限中立フィールドでは、デュエルアバターのゲージは見えない。つまりエネミー、しかも四段ものゲージを持つからには……

「神獣レジエンド級きゆう……？」

　志帆子の呟つぶやきに、いつの間にか蘇そ生せいしていたアクア・カレントが答えた。

「違ちがうの。あれは……邪神デビル級きゆう。地じ獄ごくステージにだけ出現する、超ちよう高こう位いエネミー」

　いつも落ち着いているカレントの声にも、緊きん張ちようの響ひびきが含ふくまれていた。彼女の隣となりに進み出たシアン・パイルが、同じく張はり詰つめた声で言った。

「一難去ってまた一難……ですね」

　さらにその隣となりで、アッシュ・ローラーが唸うなる。

「こいつはフライパンからイントゥ・ファイヤーだぜ……」

　巨きよ大だいな悪あく魔まは、深しん紅くの炎ほのおを宿す両眼で志シ帆ホ子コたちを見下ろしながら、一歩、また一歩と近づいてくる。かつて感じたことのない種類の圧力に、いますぐ逃げ出したい、と思ってしまうがまだ全員の蘇そ生せいが完かん了りようしていない。いままでに生き返ったのは九人で、残る五人も数十秒以内に蘇そ生せいするだろうが、この状じよう況きようではとんでもなく長い。

　歩み寄るエネミーが、奇き怪かいな声を響ひびかせた。

「[image: ]」

　ねじ曲がった二本の角が漆しつ黒こくの電流を宿す。志帆子の背中を支えたままのマゼンタが鋭するどく叫さけぶ。

「また来る！　回かい避ひを！」

　全員素す早ばやく身構える。しかし志帆子と聖サト実ミが作ったチョコレートの安全地帯は直径十メートルもなく、大きく飛とび退のくことは難しい。

　スパークは邪じや神しんの額の前で小さく凝ぎよう集しゆうすると、そこから再び闇やみ色いろのレーザーとなって迸ほとばしった。ある種の生物の悲鳴じみた怪かい音おんを轟とどろかせながら迫せまる光線を、九人は必死の反応で回かい避ひした。

　幸運にも直ちよく撃げきされた者はいなかったが、光線は少し離はなれたところにある氷のキューブを掠かすめて北へと抜け、再び大だい爆ばく発はつを引き起こした。

「まずい、氷が……！」

　と叫さけんだのはシアン・パイルだ。志帆子が慌あわてて青い立方体に眼めを凝こらすと、光線が掠かすめたところから一筋の亀き裂れつが発生している。もういちど光線が当たればキューブ全体が砕くだけてしまいそうだ。

　いま解放されたら、ビヒモスとフェアリーはどうするだろうか。邪じや神しんを無視して心しん意い技わざを発動させ、ネガ・ネビュラスを再度全ぜん滅めつさせようとする？　それとも他の八人のように安全な場所に逃げる？　あるいは……邪じや神しんを倒たおすために一時休戦し、志帆子たちと共きよう闘とうする……？

　三つ目の可能性はあるだろうか。

　いま、懸けん命めいに志帆子を守ろうとしてくれている累ルイのように、オシラトリのメンバーたちとも解わかり合える未来も、もしかしたら有り得るのか。

　志帆子は、接近を続ける邪じや神しんから眼めを離はなし、背後のキューブに閉じ込められた二人のバーストリンカーを見上げた。

　しかし、まるで志帆子の迷いを断たち切きるかのように、いつの間にかすぐそばにいたアクア・カレントが厳しい声で囁ささやいた。

「だめ。彼らは私たちを助けてはくれない。なぜなら……」

　視線を、南側のエネミーに戻もどして続ける。

「……ここを地じ獄ごくステージに変えたのも、あの邪神デビル級きゆうを操あやつっているのも、オシラトリだから」

「あ……操あやつっている……？」

　呆ぼう然ぜんと繰くり返かえすと、カレントは流れる水に覆おおわれた右手でエネミーの頭部を指さした。

「額のところに、銀色の冠かんむりが見えるの」

「あ……ほんとですわ……」

　眼めを凝こらすと、志シ帆ホ子コにも見えた。確かに、螺ら旋せん状じように捻ねじれた角の下に金属製の冠かんむりが嵌はまっている。他には装そう飾しよく品ひんの類たぐいが一いつ切さい存在しないので、モンスターデザインとしては違い和わ感かんがある。

「あれは、オシラトリがエネミーをテイムする時に使うアイテム。つまり、あの邪じや神しんはフェアリーたちを攻こう撃げきしない」

「…………！」

　志帆子は焦こげ茶ちや色いろの両りよう拳こぶしを強く握にぎり締しめた。

　共きよう闘とうできるかも、などという考えはホワイトチョコより大おお甘あまだった。オシラトリ・ユニヴァースはネガ・ネビュラスを、加速世界から手段を選ばず消しよう滅めつさせようとしている。彼らは究極の敵であり、戦って打ち破るしかないのだ。

「……解わかりました」

　志帆子がカレントにそう答えたのとほぼ同時に、元プロミネンス《三獣士トリプレツクス》のカシス・ムースとシスル・ポーキュパイン、そしてネガ・ネビュラス《四元素エレメンツ》のアーダー・メイデンが蘇そ生せいした。絶体絶命の状じよう況きようは三人ともすでに把は握あくしていたらしく、前面に出たカシスが巨きよ大だいなヘラジカの角を振りかざして叫さけんだ。

「ここでは不利だ、邪神デビル級きゆうと戦うには。三十秒後に北へ移動する！」

「でもカシスさん、周りは全部ダメージゾーンなのです！」

　メイデンの指し摘てきに、カシスは躊ちゆう躇ちよなく答える。

「トゲはポッキーが対処する！」

「うええ、あたしに丸投げすんなし！」

　即そく座ざに言い返したものの、シスル・ポーキュパインは振り向くと志帆子たちに指示した。

「あたしが道を作るから、みんなダッシュの用意！」

　一同が声を揃そろえて答える。

　二秒後、残っていた二つの死亡マーカーが相次いで光に包まれ、攻こう撃げきチームのリーダーとサブリーダーであるスカイ・レイカーとブラッド・レパードが蘇そ生せいした。

　一秒後、邪神デビル級きゆうエネミーが三たび暗黒光線の発射体勢に入った。

「回かい避ひ用意……」

　と叫さけびかけたカシス・ムースに向けて、志帆子は無む我が夢む中ちゆうで絶ぜつ叫きようした。

「ダメです！　キューブが射線に入ってますわ!!」

　光線がもういちど当たれば、氷の立方体は破は壊かいされ、ビヒモスとフェアリーが解放される。邪神デビル級きゆうエネミー一体と《七連矮星セブン・ドワーフス》二人に挟きよう撃げきされたら、再び全ぜん滅めつしてしまう可能性が高い。

「ぐぬっ……」

　唸うなるカシスに代わって、スカイ・レイカーが凜りんとした声を響ひびかせた。

「心しん意い防ぼう御ぎよできる者は前に！　なんとしても受け止めるのよ！」

　すかさず、アクア・カレントとカシス・ムースがレイカーの左右に並んだ。

　カレントを水色の、カシスを紫むらさき色いろの、そしてレイカーを緑色の過剰光オーバーレイが包み込む。

　対する邪神デビル級きゆうエネミーは、十メートルの高みでにやりと笑った──ように見えた。

「[image: ]」

　漆しつ黒こくのスパークが一気に凝ぎよう縮しゆくされる。

「《激渦流メイルストロム》!!」とアクア・カレントが、

「《掘削壁刃ドーザー・ブレード》!!」とカシス・ムースが、

「《庇護風陣ウインド・ヴエール》!!」とスカイ・レイカーが叫さけぶ。

　超ちよう高こう速そくで渦うず巻まく水が円えん盤ばん状じようの盾たてとなり、上下に無骨なスパイクを生やした鉄板が地面に食い込み、緑色の風がドームとなって全員を包み込んだ。最強クラスのハイランカーたちによる三重の心しん意い防ぼう壁へき。これで防げない攻こう撃げきが、加速世界に存在するとは思えない。

　しかし…………しかし。

　志シ帆ホ子コは、そして恐おそらく他の十三人も、茶色の安全地帯から少し離はなれた場所でひっそり回転する十五個目の死亡マーカーのことを忘れていた。

　誰だれにも気付かれることなく、いつのまにか蘇そ生せいしていた象ぞう牙げ色いろのデュエルアバターが、ゆるりと右手を持ち上げた。一時間前にも聞いた、感情のない乾かわいた声が響ひびく。

「《虚数時間イマジナリー・タイム》」

　音も光も振しん動どうも持たない虚うつろな膜まくが、泡あわのように広がるのを志帆子は感じた。

　心しん意いを消し去る心しん意い技わざ。

　まずい、まずい。このままでは、スカイ・レイカーたちの三重防ぼう壁へきだけでなく、フェアリーとビヒモスを閉じ込める氷の立方体までもが消しよう滅めつさせられてしまう。

「アイツ……！」「しまったっ……！」

　同じことを考えたのだろう、マゼンタ・シザーが両りよう腰こしから大型ナイフを外し、シアン・パイルが右みぎ腕うでの杭打ち機パイルドライバーを持ち上げた。でももう間に合わない────




「《奪命撃ヴオーパル・ストライク》!!」




　新たな声が聞こえた気がした。いや、もしかしたら思念となって志帆子の魂たましいに響ひびいたのかもしれない。なぜなら、実際に技わざ名めいを発声していたらとても間に合わないタイミングだったし、もとよりこの場にいるはずのない人の声だったからだ。

　けれど。

　志帆子たちの後方から、金属質の振しん動どう音おんを轟とどろかせながら凄すさまじいスピードで伸びた真しん紅くの光が、象ぞう牙げ色いろのデュエルアバターの右みぎ腰こしに突き刺さり、ローブ状の装そう甲こうを深々と抉えぐり取とった。

　心しん意い防ぼう壁へきを吞のみ込もうとしていた無色の泡あわが、音もなく弾はじけて消える。

　直後、邪じや神しんが漆しつ黒こくの光線を発射した。

　最初に迎むかえ撃うったアクア・カレントの水すい壁へきは、二秒ほど抵てい抗こうしてから貫つらぬかれた。続くカシス・ムースの鉄てつ壁ぺきは三秒持ちこたえ、やはり貫かん通つうした。

　最後にスカイ・レイカーの風ふう壁へきが黒い光を受け止め、激しいスパークを散らしながら四秒、五秒と耐たえ……やがて光線が徐じよ々じよに細くなり、途と切ぎれ途と切ぎれに減げん衰すいして、消えた。

「ギガ・ク────ル!!　さすがレイカー師し匠しようだぜェェ!!」

　と叫さけんだアッシュ・ローラーの背中を、ブッシュ・ウータンがばしばし叩たたく。

「それよりアニキ、さっきの攻こう撃げきは……!?」

　彼らと同時に、志シ帆ホ子コも振り向いた。

　広場の北東方向から、両りよう腕うでを広げ、体を前ぜん傾けいさせて、ダメージゾーンをものともしない高こう速そく滑かつ走そうで近づいてくる人ひと影かげが見えた。

　地じ獄ごくステージの弱々しいライティングの中でも、黒くろ水すい晶しようのように深く煌きらめく半はん透とう過か装そう甲こう。四し肢しから伸びる鋭するどい剣。ゴーグルの奥おくで鋭するどく光る、バイオレット・ブルーのアイレンズ。

　黒の王、《絶対切断ワールド・エンド》ブラック・ロータス。

「ローねえ……どうして……!?」

　全員の驚きよう愕がくを代弁するアーダー・メイデンの声に、黒の王は無言の頷うなずきだけを返した。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメが、皆みなの乗るバスを西にし新しん宿じゆくで下りたのは確実だ。仮に後続のバスに乗っても、領土戦開始時間までに港みなと区く第三エリアに入れるかはかなり微び妙みようだし、そもそもどんな理由で追いかけてきたのか。白のレギオンが仕し掛かけていた大がかりな罠わなを、あの時点で看破することは不可能だったはずだ。

　呆ぼう然ぜんと見守る志帆子の視線の先で、黒の王は安全地帯を回り込んで停止し、象ぞう牙げ色いろのデュエルアバターと対たい峙じした。

「貴様が自ら出てくるとはな、アイボリー・タワー」

　黒の王の呼びかけにすぐには答えず、まさしく塔とうのような瘦そう身しん長ちよう軀くのアバターは、大穴が開いた右みぎ腰こしを一いち瞥べつした。無制限フィールドであれほどの傷を負えば強きよう烈れつな痛みを感じるはずだし、それ以前に鋭えい利りな棘とげの上に立っているのに、有り得ないほど平然としている。

　アイボリー・タワーという名前は、作戦メモに載のっていた。《七連矮星セブン・ドワーフス》の第四位でありながら、白の王の全権代理を務める謎なぞ多おおきバーストリンカー。

　視線を戻もどしたアイボリーは、痛みなどまるで感じていないかのように、抑よく揚ようの薄うすい平板な声で言った。

「それはこちらの台詞せりふですよ、ブラック・ロータス。いったい何をしに来たんです？」

「決まっているだろう、オシラトリの……いや、加速研究会の企くわだてを叩たたき潰つぶしに来たんだ」

「なるほど、愚ぐ問もんでした。なぜ来てしまったのか、と言うべきでしたね……これから始まる真の地じ獄ごくに、あなたを巻まき込むつもりはなかったのに」

　志シ帆ホ子コには即そく座ざに理解できない言葉を吐はくと、アイボリー・タワーはローブ状の装そう甲こうに隠かくれていた右みぎ腕うでを露あらわにした。

　その手に握にぎられている白い杖つえを見た途と端たん、スカイ・レイカーが叫さけんだ。

「あれは……まさか!?」

　レイカーほどの古参バーストリンカーを驚おどろかせるほどの強化外装には見えなかった。長さは八十センチほど、全体的に極きわめてシンプルな形状で、杖つえ頭がしらには銀色の球体がひとつ載のっているだけ。

　アイボリー・タワーがその杖つえを掲かかげようとした瞬しゆん間かん、ブラック・ロータスが再び動いた。

「《奪命撃ヴオーパル・ストライク》!!」

　右手の剣が閃せん光こうのように動き、とても心しん意い技わざとは思えないスピードで真しん紅くの槍やりが放たれる。

　だが必殺の一いち撃げきは、アイボリー・タワーの右みぎ肩かたを穿うがつ寸前、上空から降ってきた巨きよ大だいな掌てのひらに遮さえぎられた。

　いつの間にかかなり接近していた邪神デビル級きゆうエネミーが、左手を伸ばしてアイボリーを守ったのだ。真しん紅くの槍やりは、分厚い掌てのひらを深々と穿うがったが貫かん通つうするには至らず、邪じや神しんもさしてダメージを受けた様子はない。

　巨きよ大だいな掌てのひらはそのままアイボリー・タワーを摑つかむと、高々と持ち上げて左ひだり肩かたに乗せた。アイボリーの杖つえに嵌はまる球体と、邪じや神しんの額に食い込む冠かんむりが、まったく同じ銀色の輝かがやきを放っていることに志帆子は気付いた。

「間ま違ちがいないわ……あれは神器《ザ・ルミナリー》よ」

　楓フウ子コの言葉に、シスル・ポーキュパインが反応する。

「マジで!?　なんかオモチャみたいなデザインだし！」

「七の神器セブン・アークスは、持ち主によって形状を変えるの。つまり、システム的な所有者もアイボリー・タワーだということになるわ……」

　四番星デルタの神器ザ・ルミナリーが加速研究会、すなわち白のレギオンの手にあることはすでに判明していた。ならば当然白の王ホワイト・コスモスが所有者であるはずなのだが、コスモスは今日の作戦のために、唯ゆい一いつ無む二にの強化外装を部下に譲じよう渡としたのだろうか。

　本気。どこまでも本気なのだ、彼らは。あらゆる手を繰くり出して、ネガ・ネビュラスを叩たたき潰つぶそうとしている。

　志帆子の戦せん慄りつを裏付けるかのように。

　アイボリー・タワーが、見上げるほど高い邪じや神しんの肩かたの上で、再び杖つえを掲かかげた。銀色のオーブが眩まばゆく輝かがやき、邪じや神しんの冠かんむりも呼応するように明めい滅めつし──。

　そして、新たな地じ響ひびきが志帆子の両足を震ふるわせた。

　広場南の正門だけではない。東、西、そして北の入り口からも、巨きよ大だいな影かげが近づいてくる。

　人型のもの。竜りゆう型がたのもの。牛のような、狼おおかみのような、あるいはイカのようなもの。

　その数は十にも及およぶだろうか。全てが途と轍てつもなく巨きよ大だいで、途と方ほうもなく醜しゆう悪あく──そして頭部には例外なく銀色の冠かんむりが輝かがやいている。

「邪神デビル級きゆうが……あんなに……」

　と呻うめいたのはシアン・パイル。いつも騒そう々ぞうしいアッシュ・ローラーも、「テラ・サックだぜ……」と呟つぶやいただけだ。志シ帆ホ子コや聖サト実ミ、結ユ芽メに至っては、一いつ箇か所しよに固まって声を出すこともできない。

「フェアリーの《白の終局ブライニクル》は、せめてもの敬意と慈じ悲ひのあらわれだったのですよ」

　人ひと型がた邪じや神しんの肩かたの上で、アイボリー・タワーが相変わらず無機質な、しかしどこか憐あわれむが如ごとき声を出した。

「あの技わざは眠ねむるように静かに、一いつ瞬しゆんで死ねますからね。代わりにフェアリーとビヒモスは何十、何百時間もの集中を強しいられますし、私も一いつ緒しよに死に続けますが、それでもなお我々はそうすることを選んだのです。しかしあなた方は慈じ悲ひを拒こばんだ。その結果がこれです」

　煌こう々こうと輝かがやく杖つえに引き寄せられるように、邪じや神しんの群れが一歩、また一歩と近づいてくる。空にはどす黒い雲が渦うず巻まき、雷らい光こうが断続的に瞬まばたく。

「……地じ獄ごくの棘とげと、邪じや神しんどもの暴ぼう虐ぎやくの中であなた方は死ぬ。最後の一人が全損するまで苦痛は続く。しかし、それを選んだのはあなた方なのですよ……」

　十匹ぴきの邪神デビル級きゆうエネミーは、中央の志帆子たちをぐるりと取り囲むと、「[image: ]」「[image: ]」などと奇き怪かいな音を口々に発した。長い牙きばからはぼたぼたと唾だ液えきがしたたり、無数の触しよく手しゆが激しくうねる。

「あなた方が選んだ、か。いかにもお前たちが言いそうな台詞せりふだな」

　両手の剣を前後に構えたまま、黒の王が強く響ひびく声を発した。

「《災さい禍かの鎧よろい》も《ＩＳＳキット》も、選んだのは寄生された本人たちだと、そう言うつもりだろう？　しかし違ちがうぞ。お前たちは多くのバーストリンカーたちを巧たくみに操あやつり、追おい詰つめ、そうせざるを得ない状じよう況きようを作り出してきたんだ。だが、いつまでもその手が通用すると思うなよ。今日こそ、我々ネガ・ネビュラスが、貴様らの企たくらみを打ち破ってみせる！」

　決然たる宣言に、アイボリー・タワーはアイレンズを糸のように細め、短く応じた。

「それこそが愚おろかな選せん択たくそのものですよ……」

　殺さつ戮りくの瞬しゆん間かんが待ちきれないかのように、邪じや神しん群ぐんがじりっと前に出る。限界まで張はり詰つめた空気が、帯電しているかのように震ふるえる。

　不意に、志帆子たちを庇かばうように立つマゼンタ・シザーが、かすかな声で囁ささやいた。

「チョコ……いえ、ショコ。アナタたちだけは、なんとしても逃がすから」

　そう宣言したマゼンタの装そう甲こうは、赤い光を帯びている。必ひつ殺さつ技わざ以外でデュエルアバターが発光する理由はたった一つ。心しん意いの過剰光オーバーレイ。

　一度瞬まばたきしてから、志シ帆ホ子コは右手をそっとマゼンタの背中に触ふれさせ、本来の口調で答えた。

「チョコでいいよ、マゼンタさん。ありがと……でも、わたし、まだ諦あきらめてないよ」

　驚おどろいたように振り向くマゼンタの、リボン装そう甲こうに隠かくされた顔をじっと見み詰つめる。

「きっとまだ、できることがある。どんなに絶望的な状じよう況きようでも、必ずどこかに道は開けてる……わたしは、そう信じてるから」

「………………強いのね、チョコ」

　マゼンタが薄うすく微笑ほほえみ、それが合図になったかのように、黒の王を加えた十五人がいっせいに身構えた。

　エネミーの肩かたで、アイボリー・タワーがひときわ高くザ・ルミナリーを掲かかげた。

「それでは……さようなら、黒のレギオンの皆みなさん」

　神器が振り下ろされ、十匹ぴきの邪じや神しんが猛たけ々だけしい咆ほう哮こうを轟とどろかせた。
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「くっ……！」

　着地と同時に右足を鋭えい利りな痛みが貫つらぬき、ハルユキは小さく声を漏もらした。

　メタルカラーのシルバー・クロウは、スパイク系統のダメージゾーンには少なからず耐たい性せいがある。しかし先刻の変へん遷せんと同時に地面を覆おおった無数の棘とげは、強く踏ふみ込んだり、ジャンプから着地したりすると足裏を幾いくらか貫かん通つうし、鋭するどい痛みとダメージを与あたえてくる。

　いっぽうハルユキと対たい峙じするデュエルアバターは、棘とげなど存在しないかのように平然と直立している。その理由は、ほっそりした足のつま先部分に二本、かかと部分に一本のニードルが下向きに生えていて、地面の棘とげが足裏に届かないからだ。

　ニードルが生えているのは靴くつ底ぞこだけではない。膝ひざにも、肘ひじや肩かたにも、驚おどろくほど細い胴どう体たいにも鋭するどい棘とげが煌きらめいている。優美なデザインの女性Ｆ型アバターが無数の棘とげに彩いろどられているさまは、ローズレッドの装そう甲こう色しよくと相まって、まさしく薔薇ばらのイメージだ。

　可か憐れんなフェイスマスクを軽く傾かたむけて、Ｆ型アバターはしっとりした声を響ひびかせた。

「ごめんね、ここは通せないのよ、カラスさん。他のところに行ってくれないかしら？」

　その口調や呼び方はスカイ・レイカーによく似ていて、ハルユキは咄とつ嗟さに反応できなかった。薔薇ばらアバターの後方にそびえる尖せん塔とうをちらりと見上げ、闘とう志しを奮い立たせてから、視線を戻もどして答える。

「それはできません。あなたクラスの人が守ってるなら、なおさら」

「あら、わたしを知ってるの？」

「……《七連矮星セブン・ドワーフス》第三位、ローズ・ミレディー」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメのメモにあった名前を告げると、薔薇ばらアバターは微笑ほほえみながら頷うなずいた。

「当たり。《怒りんぼグランピー》って呼ぶ人もいるけどね」

　その二つ名とは裏腹に、物もの腰ごしには威い圧あつ的てきなところは皆かい無むだが、油断ならざる相手であることは間ま違ちがいない。ハルユキはすでにローズ・ミレディーの初しよ撃げきで飛行能力を喪そう失しつしてしまっているのだ。

　芝しば公こう園えん地ち下か迷めい宮きゆうのラスボス、大天使メタトロン第一形態の攻こう略りやくに成功したハルユキたちは、ついに解き放たれた第二形態──すなわちメタトロン本体ともに迷めい宮きゆうを出て、一路泉せん岳がく寺じへと戻もどろうとした。

　ハルユキはトリリードだけを抱かかえ、ライム・ベルはメタトロンに運んでもらったので、ほぼフルスピードで飛ぶことができた。

　大学のキャンパスを飛とび越こえ、第だい一いち京けい浜ひん道どう路ろ沿ぞいに南下し、ようやくゴールが見えてきたその時。ハルユキは、泉せん岳がく寺じの北側にそびえる細長いビルの屋上に、一人のバーストリンカーを発見したのだ。

　薄うす桃もも色いろの装そう甲こう色しよくは、一時姿を消していた、領土戦ステージを無制限フィールドに変えたＦ型アバターに間ま違ちがいなかった。再び出現した理由は、新たな超ちよう現げん象しようを引き起こすためだとハルユキは直感した。そしてその現象が、ネガ・ネビュラスを更さらなる窮きゆう地ちに突き落とすものになるであろうことも。

　しかし、楓フウ子コやタクムたちの蘇そ生せい時じ間かんは数分後に迫せまっていた。刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんを経て、ハルユキはメタトロンに単独で先行してもらうことを決め、チユリを受け取って三人で問題のビル屋上を目指した。

　だがあと百メートル足らずのところまで近づいた時、屋上から何かが大量に発射され、回かい避ひしきれずに両方の翼つばさを貫つらぬかれてしまったのだ。それが長さ二十センチもある鋭するどい棘とげだと解わかったのは、地上に軟なん着ちやく陸りくしたあとのことだった。

　そこからは、幾いくつものことが立て続けに起こった。

　南の泉せん岳がく寺じ方ほう面めんで、空から白い光の柱が──恐おそらくはメタトロンの《トリスアギオン》が降り注ぎ。

　ハルユキたちが向かおうとしたビルの屋上から再びオーロラの環わが広がり、魔ま都とステージをかつて見たことのない、ダメージゾーンだらけの邪じや悪あくなステージに変へん遷せんさせ。

　そして三人の目の前に、薔薇ばら色いろのデュエルアバターが姿を現したのだ。

　すでに棘とげでダメージを受けつつあったライム・ベルとトリリードを後ろの建物に退たい避ひさせ、ハルユキは先せん制せい攻こう撃げきをかけようとしたのだが、道路にびっしりと生えた棘とげを強く踏ふみ込んだ途と端たんに足裏の装そう甲こうを貫つらぬかれ、動きを止めてしまった。

　そこに、ビルから降りてきたらしい薔薇ばらアバターが話しかけてきた……というわけだ。

《七連矮星セブン・ドワーフス》の第三位ローズ・ミレディーと対たい峙じしながら、ハルユキは現げん状じよう把は握あくにつとめようとした。

　メタトロンの《トリスアギオン》が発射されたということは、泉せん岳がく寺じ境けい内だいの楓フウ子コたちは蘇そ生せいできた可能性が高い。代わりにオシラトリ側は大きな損害を受けただろう。スノー・フェアリーとグレイシャー・ビヒモスでさえ、あれほどの超ちよう々ちようレーザー攻こう撃げきの中で生き残れたとは思えない。

　いっぽう気になるのは、新たな変へん遷せんによって出現したこのステージだ。ハルユキもバーストリンカーになってから九ヶ月、レベルも６に達し、まったく初見のステージはそうそう残っていないはず。なのに見覚えがないということは、暗黒系の最上位、すなわち《地じ獄ごく》ステージである可能性が高い。

　地じ獄ごくでは、大天使メタトロンの力は大きく弱まる。そのシステム的制約からは本体とて逃のがれられないだろう。ただでさえ完全には回復していないのに、再びフルパワーでトリスアギオンを発射したメタトロンが、この瘴しよう気きの中で苦しんでいるのではないか──。

　そう思うといますぐに泉せん岳がく寺じへ向かいたくなるが、目の前にそびえる尖せん塔とうも無視できない。あの塔とうの天てつ辺ぺんにいるバーストリンカーこそが驚きよう異いの変へん遷せん能のう力りよく者しやだ。《七連矮星セブン・ドワーフス》の一人が主戦場を放ほう棄きして守っているという事実も、塔とうにいる何者がオシラトリ・ユニヴァースの切り札であることを示している。再び姿を消される前に、何としても倒たおさねばならない。

「……あなたが強いのはいやってほど解わかる。でも、通してもらいます」

　ローズ・ミレディーの白いアイレンズを見み据すえながら、ハルユキは宣言した。

　薔薇ばらのアバターは、淡あわい微笑ほほえみを浮うかべると思わぬ問いを口にした。

「カラスさんたちが生きてるってことは、シャドウ・クローカーを倒たおしたのよね？」

　一いつ瞬しゆん途と惑まどってから、品しな川がわ駅えき近くのホテルで戦った忍にん者じやアバターの名前だろうと気付く。無言で頷うなずくと、ミレディーの笑えみが深くなる。

「なら、あなたたちもかなり強いわ。でも、わたしには勝てない。ここはもういつもの領土戦ステージじゃないの。なんでもありの殺し合いで、あなたみたいな若い子が《七連矮星セブン・ドワーフス》を倒たおせるほど、オシラトリ・ユニヴァースは……そしてブレイン・バーストは甘あまくないわ」

　それが威い嚇かくではなく本心からの言葉であることはハルユキにも解わかった。

　ローズ・ミレディーは間ま違ちがいなくスカイ・レイカーやブラッド・レパード級の手て練だれであり、そんな相手に何でもあり──つまり心しん意いと心しん意いの戦いを挑いどんでも、ハルユキには万に一つの勝機もない。それは火を見るよりも明らかだ。

　しかし、いまごろ泉せん岳がく寺じでは、蘇そ生せいした仲間たちがオシラトリ・ユニヴァースに反はん撃げきを開始しているはずだ。彼らの頑がん張ばりを、更さらなる変へん遷せんで妨ぼう害がいさせてはならない。地じ獄ごくステージ以上の逆境が存在するとは想像しにくいが、いま、ここが《最悪》であるという保証など何もないのだ。

　──押し通る!!

　と、ハルユキは叫さけぼうとした。

　しかし一いつ瞬しゆん早く、後方の建物に退たい避ひ中ちゆうのチユリが叫さけんだ。

「クロウ、あれ!!」

　反射的に振り向いたハルユキが見たのは、途と轍てつもない代しろ物ものだった。

　背の低いビル群のすぐ向こう側を、恐おそろしく巨きよ大だいな影かげが移動していく。足音を感じなかったのは、それがイカのような軟なん体たい生せい物ぶつで、無数の触しよく手しゆをうねらせて滑すべるように動いているからだ。全高は十メートルほどにも及およぶだろうか。ここが地じ獄ごくステージだとすれば、あれこそがかつて七王会議の場で青の王が口にしていた《邪神デビル》級きゆうエネミーに違ちがいない。ハルユキたちは攻性化範囲アグロユリアに入っているはずなのに、こちらには眼めもくれずにまっすぐ南下していく。

　邪じや神しんの尖とがった頭部に、銀色の冠かんむりが嵌はまっていることにハルユキは気付いた。品しな川がわ駅えきに陣じん取どっていたエネミーと同じく、オシラトリ・ユニヴァースに操作されて泉せん岳がく寺じを目指しているのだ。蘇そ生せいしたネガ・ネビュラスのメンバーたちを、再び殲せん滅めつするために。

「ねえ、カラスさん」

　ローズ・ミレディーに呼びかけられ、ハルユキは再び体を反転させた。

　鮮あざやかすぎるほどのローズレッドをまとうアバターは、全身を彩いろどる銀色のニードルを煌きらめかせながら、嚙かんで含ふくめるような口調で言った。

「もう、あなたの力ではどうにもならないわ。いますぐその二人と一いつ緒しよにここを離はなれなさい。どこか、エネミーのいない場所まで逃げて、全てが終わるまで隠かくれ続けるのよ。そうすれば、あなたたちだけは助かるかもしれない」

　その言葉もまた、脅おどしでもブラフでもなく本物の忠告なのだとハルユキは悟さとった。

　しかし、従うことはできなかった。ここで逃げれば、たとえ生き延びてもバーストリンカーではなくなってしまう。

　代わりにハルユキは、ミレディーのアイレンズをひたと見み詰つめ、訊たずねた。

「オシラトリ・ユニヴァースは……白の王ホワイト・コスモスは、いったい何を望んでいるんですか？　災さい禍かの鎧よろいを、ＩＳＳキットを、そして新しい鎧よろいを作ることで、加速世界に何をもたらそうとしているんですか？」

「終わりと始まりを。いまはそれしか言えないわ」

「終わりと……始まり……？」

　あまりにも抽ちゆう象しよう的てきなその言葉が示すものを、ハルユキはイメージできなかった。しかし仮に、万に一つの可能性として白のレギオンに一いつ片ぺんの正義があろうとも、そのためにレギオンの仲間たちが犠ぎ牲せいになるようなことは絶対に容よう認にんできない。絶対に。

「……忠告ありがとうございます。でも、やっぱりあなたたちとは解わかり合えない。ここで逃げることはできません」

　低い声で答えると、ハルユキは腰こしを落とし、身構えた。

「そう。残念だけど……わたしも、ここは通せない」

　ローズ・ミレディーも、ふわりと右手を持ち上げた。

　後方から、チユリとリードの声が届いた。

「クロウ！　あたしも……」

「私も戦います、クロウさん！」

　二人に向けて、さっと左手を突き出す。メタルカラーではない二人は、地面の棘とげを踏ふむだけで大きなダメージを受けてしまう。目指す塔とうに続く道は狭せまく、左右を高い壁かべに挟はさまれていて、ダメージゾーンを回かい避ひするすべはない。

　ハルユキは、広げた左手から、「任せてくれ」という意思ともうひとつ──。

　即そく席せきの作戦案を二人に伝えようとした。

　もちろん加速世界では、現実世界と同じくテレパシーなど使えない。声以外による意思伝達を可能とするアビリティは存在するが、ハルユキも、チユリもリードもそんなものは持っていない。

　しかしいままでハルユキは何度か、精神そのものが繫つながった、としか思えない体験をした。

　四神スザクの祭さい壇だんからアーダー・メイデンを救出するべく決死の突とつ進しんを行った時に聞いた、楓フウ子コやチユリの声。

　災さい禍かの鎧よろいの怒いかりに吞のみ込まれて暴走し、黒の王のアバターを破は壊かいしようとした時に聞いた、黒クロ雪ユキ姫ヒメの声。

　そして、何度となくハルユキを導き、励はげましてくれた、大天使メタトロンの声──。

　いまならその、謂いわば《念話》のロジックがなんとなく理解できる。恐おそらく、メタトロンの言う《リンク》がもたらす現象なのだ。ハイエスト・レベルに存在する直結回線。メタトロンとハルユキのあいだに構築されているリンクと同様のものが、極きよく限げん状じよう況きようで黒雪姫や楓子たちとも瞬しゆん間かん的てきに発生し、思念を伝えた。

　メタトロンとのリンクとは比ひ較かくにならないほど細いだろうが、チユリやリードとの間にも、それは存在するはずだ。いまこの瞬しゆん間かんだけ……ほんの小さな思念をひとつだけ届けられれば、ごくわずかだが勝機が見える。

　ハルユキはまだ、スノー・フェアリーと違ちがって自力でハイエスト・レベルにシフトすることはできない。しかしあの時間と距きよ離りが存在しない世界で、チユリ、リードと自分を結んでいるラインをイメージしつつ、強く念じる。

　一秒後、二人の実音声が同時に聞こえた。

「……解わかったよ」

「解わかりました」

　それが、単にハルユキの制止ジェスチャーを受けての言葉なのか、それとも思念への応答なのかは解わからなかった。しかし伝わったと信じて、ハルユキは左手を降ろした。

　左ひだり腰こしのルシード・ブレードを抜いても、もうローズ・ミレディーは何も言わなかった。緩ゆるやかに指を開いた右手を宙に留とどめたまま、静かに立ち続けている。

　彼ひ我がの距きよ離りは八メートル。斬きりかかる隙すきなどまるで見つけられないが、動かなければ時間が過ぎ去るばかりだ。息を吐はき、吸いながら剣を振りかぶり──。

「…………ッ!!」

　ハルユキは、右足の爪つま先さきで地面を蹴けった。

　鋭するどい棘とげが足裏を貫つらぬき、激痛とともに体力ゲージが減少するが無視する。左足でもう一歩、右足で更さらにもう一歩走り、斬ざん撃げき体たい勢せいに入る。

　ローズ・ミレディーはまだ動かない。避さけるでも、防ぐでも、カウンターを狙ねらうでもなく、ただその場に立っている。

　圧縮された時間の中、最初に感じたのは香かおりだった。濃のう密みつで艶あでやかな、甘あまい匂におい。

　続いて色しき彩さい。濡ぬれたように深い緑と、血のように鮮あざやかな赤。

　いつの間にか、周りは黒い棘とげだらけの地じ獄ごくステージではなく、大輪の薔薇ばらが咲さき乱みだれる花はな園ぞのと化していた。ようやくローズ・ミレディーの口が動き、技わざ名めいを発声した。

「《秘密の花園シークレツト・ガーデン》」

　ローズレッドのアバターを、いっそう紅あかい過剰光オーバーレイが薄うすく包む。

　足あし許もとを覆おおい尽つくす緑の中から、信じられないスピードで無数の蔓つるが突き出し、ハルユキの全身を搦からめ捕とった。振り下ろす寸前だった剣が空中で停止し、体もまったく動かせなくなる。

　拘こう束そく技わざか、とハルユキが考えた、次の瞬しゆん間かん。

　体中に巻き付いた蔓つるから、針のように鋭するどい棘とげが無数に突き出し、シルバー・クロウの装そう甲こうを深々と貫つらぬいた。

「ぐあっ……」

　地じ獄ごくステージのスパイクが足裏に刺さった時など比ひ較かくにならない激痛が全身を駆かけ巡めぐり、体力ゲージが一気に七割以上も減少した。

　堪たえきれず呻うめいたハルユキの聴ちよう覚かくに、変わらず穏おだやかなミレディーの声が触ふれた。

「花はな園ぞのにどんな薔薇ばらが咲さくのか、わたしにも解わからないの。ごめんね、赤あか薔ば薇らは棘とげが痛いよね。すぐ、楽にしてあげるから」

　足あし許もとから新たな蔓つるが伸び上がり、両りよう脚あしに巻き付く。体力ゲージはいまも減少中で、このうえ追加の棘とげに刺されたら確実に即そく死しする。
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「ぐ……う……っ！」

　呻うめきながら、ハルユキは取り落としかけた愛あい剣けんを懸けん命めいに握にぎり直した。

　新しい蔓つるが腰こしから胸へと這はい上がってくる。見た目には一センチほどの太さしかないのに、ワイヤーロープのように頑がん丈じようで、四し肢しの力だけではとても引きちぎれない。心しん意い技わざに対たい抗こうできるのは心しん意い技わざだけだが、両りよう腕うでを固定されている以上、《光線剣レーザー・ソード》では対処不可能。

　しかしハルユキは、残された力の全てを振り絞しぼり、剣を振り下ろそうとした。

　ローズ・ミレディーの両眼が、憐あわれむように細められた。

　刹せつ那な、ハルユキは念じた。

　──いまだ、リード!!




「《天叢雲ヘブンリイ・ストレイタス》!!」




　凜りん然ぜんたる声が響ひびき、ほとんどタイムラグなしで紺こん碧ぺきの剣けん風ぷうが後方から飛来し──。

　シルバー・クロウの胴どう体たいを、無数の蔓つるごと横一文字に分断した。

　普ふ通つうに狙ねらっただけなら、いかにトリリードの心しん意い技わざがハイレベルでも、ローズ・ミレディーは回かい避ひしてのけただろう。

　しかし、シルバー・クロウの体が作る死角から、クロウに致ち命めい傷しようを与あたえつつ飛来した斬ざん撃げきへの対処がほんの一いつ瞬しゆん遅おくれた。三日月状の青い光はミレディーの胸部に命中し、深々と切きり裂さいた──ものの、ハイランカーの体を分断するには至らなかった。

　だめだ……あと、一いち撃げき。

　瞬しゆん時じにそう判断したハルユキは、蔓つるによる拘こう束そくから解き放たれた上半身だけで、ルシード・ブレードを振り下ろした。

　本来、この状態では剣にパワーが伝わらず、デュエルアバターの硬かたい装そう甲こうを切断することはできない。ルシード・ブレードを光剣モードに変換する時間もない。

　だがハルユキの脳のう裏りには、グレイシャー・ビヒモスとの戦せん闘とう中ちゆうに聞いた不思議な声がいまも焼き付いていた。




　──加速世界の剣けん技ぎに力は要いらんのじゃ。どれほど硬かたいモノにも断たつべき《目》がある。




　目とはつまり、木もく目め、石いし目めの《目》だろう。均質なアバターの装そう甲こうにそんなものが存在するはずがないが、声の言わんとすることは不思議に理解できた。

　デュエルアバターの本質は、メタルでもレジンでもなくデータだ。ブレイン・バースト中央サーバーに記述された、膨ぼう大だいな頂点座標値の集合なのだ。

　剣は、なぜアバターやエネミーの装そう甲こうを切断できるのか。

　鋭するどいからだ。鋭えい利りな剣になるほど、わずかな数の頂点にパワーが集中するからだ。その極地が、単分子ブレードであるグラファイト・エッジの双そう剣けん。

　ならば、斬きる対象も、面ではなく線を、線ではなく点を狙ねらえば。ダメージ演算によって発生する局所的切断力は、飛ひ躍やく的てきに増加する理り屈くつだ。

　アバターを腹部で真っ二つに斬きられた痛みすら感じずに、ハルユキは全精神力を集中させてルシード・ブレードを振り下ろした。鋭するどい切っ先が、ローズ・ミレディーの胸むな元もとから伸びる小さなニードルの尖せん端たんを正確に捉とらえた。

　腕わん力りよくで押し切るのではない。愛あい剣けんの刃やいばが持つ頂点座標を、対象の頂点へと滑すべり込ませていく感覚。融ゆう合ごうしながら切断する──剣による、ミクロレベルでの《柔じゆう法ほう》。

　極ごく薄うすの刃やいばは金属のニードルをほとんど抵てい抗こうなく切きり裂さき、そのまま装そう甲こうに、更さらにはアバター素体へと滑すべり込み、真下へ抜けた。

　体に十字の斬ざん撃げきを受けたミレディーが、称しよう賛さんするように微笑ほほえみ、両眼を瞑つぶった。

　同時にハルユキも、自分の体力ゲージが凄すさまじい勢いで減っていくのを見た。このままでは確実に死ぬ。

　──しかし。




「……《シトロン・コ────ル》!!」




　チユリの声が響ひびき、鐘かねの音とともに降り注いだ緑色の光がハルユキの体を包んだ。体力ゲージの減少が残り数ドットのところで停止し、システムに抗あらがうように震ふるえてから、回復に転じる。

　直後、ローズ・ミレディーのアバターが、紅あかい爆ばく光こうを噴ふき上げて四散した。




　　　＊＊＊




　──わたし、まだ諦あきらめてないよ。

　奈ナ胡ゴ志シ帆ホ子コ／ショコラ・パペッターは、マゼンタ・シザーにそう宣言した。

　噓うそではない。どんなに絶望的な状じよう況きように陥おちいろうとも、戦いを投げ出し、地面に伏ふせるつもりはない。

　しかし、いままで見たこともないほど巨きよ大だいで醜しゆう悪あくなエネミー十体と、地面全てを覆おおう鋭するどい棘とげに包囲されるというかつてない窮きゆう地ちの中で、志帆子は自分にできることを見いだせなかった。《カカオ・ファウンテン》を凍こおらせてささやかな安全地帯を作りはしたが、そのせいで最大の武器である自動戦闘人形チヨぺツトを生み出せず、ショコラ・パペッター本体には遠えん隔かく攻こう撃げき力りよくがない。先せん輩ぱいたちの輪の中で守られていることしかできないのだ。

　……せめて。

　せめて、スカイ・レイカーやブラッド・レパード、黒の王ブラック・ロータス、そして赤い過剰光オーバーレイを宿して志帆子を守ろうとしてくれているマゼンタ・シザーたちの戦いを、永遠に心に刻みつけよう。たとえバーストリンカーでなくなる時が来ても、忘れることのないように。

　そう決意し、志帆子はアイレンズをいっぱいに見開いた。




　　　＊＊＊




　掛カケ居イ美ミ早ハヤ／ブラッド・レパードは、何度か自問したことがある。

　なぜ私は、これほどまでに上コウ月ヅキ由ユ仁ニ子コ／スカーレット・レインを大切に思うのだろうか、と。

　さして特別な出会いだったわけではない。先代赤の王レッド・ライダーの全損退場後、プロミネンスは幾いくつもの小グループに分ぶん裂れつし、脱だつ退たいする者も相次いで、このままではレギオン消しよう滅めつは避さけられないというところまで弱体化した。

　そんな混乱期に、自分と数人の仲間たちを必死に守ろうとしていたのがニコだ。まだレベルも低く、戦い方も拙つたなかったが、気き迫はくだけは炎ほのおのように熱かった。恐おそらくは単なる気まぐれで、美早はニコのチームに合流し、知識とテクニックを分わけ与あたえた。まさか彼女が再びレギオンをまとめ上げ、自身もレベル９に到とう達たつして二代目赤の王の座に就つこうとは──そして美早自身もサブリーダーを引き受けることになろうとは、当時は想像もしなかった。

　激動の中で、いつしか美ミ早ハヤの中には、ニコに対する揺ゆるぎない感情が生まれていた。しかしそれが何なのか、いまもよく解わからない。

《親》であり従妹いとこでもある氷ヒ見ミあきら／アクア・カレントに感じている連帯感や感謝の念とは違ちがう。バーストリンカーとしての目標である倉クラ崎サキ楓フウ子コ／スカイ・レイカーに抱いだいている敬意や憧あこがれとも違ちがう。ただただ、ひたすら大切なのだ。

《大切》という言葉の語源は《大いに切せつ迫ぱくすること》であり、それが《緊きん急きゆうを要すること》、《重要なこと》、《かけがえのないこと》へと意味が転じていったらしい。ニコのことを考えると胸に差さし迫せまるものを感じるので、語源を知った時は大いに納なつ得とくできた。

　もしかしたら、ニコという少女に内包された危あやうさや儚はかなさが、美早にそう感じさせるのかもしれない。

　王の中でただ一人の二代目。長ちよう距きよ離り火か力りよく完かん全ぜん特とつ化かという強力かつ極きよく端たんなデュエルアバター。なし崩くずし的てきに引き受けさせられたレギオンマスターの重責。そして、恐おそらく無意識的に二つのペルソナを使い分けている現実世界の由ユ仁ニ子コ。数多くの不安定な要素がぎりぎりのバランスで釣つり合あって、ニコをニコたらしめているのだ。

　だから美早は、プロミネンスがネガ・ネビュラスと合がつ併ぺいし、ニコが新レギオンの暫ざん定ていサブマスターに就任したことに内心ではほっとしていた。これからはレギオン運営のプレッシャーを黒の王と──彼女は彼女で不安定さを感じなくもないが──分け合い、背負ったものを軽くしていけるだろうと期待していたのだ。

　今日、白のレギオンの罠わなに捕とらわれてからも、真っ先に感じたのは自分がポイント全損するかもしれないという恐きよう怖ふではなく、ニコがこの戦場にいなくて良かったという安あん堵どだった。もちろん簡単にやられるつもりはないし、逆ぎやく襲しゆうのチャンスを狙ねらってもいたが、それもニコが安全なところにいると思えばこそだ。

　ゆえに──。

　泉せん岳がく寺じに光の柱が降り注ぎ、ステージが《地じ獄ごく》に変へん遷せんし、邪神デビル級きゆうエネミーが現れ、そしてこの場にいるはずのない黒の王ブラック・ロータスが登場した時、美早は期待と不安を同時に感じてしまった。

　ニコにもう一度会いたい。ニコには全損して欲ほしくない。

　矛む盾じゆんする感情に翻ほん弄ろうされ、立ち尽くす美早の体を、エネミー十匹ぴきの咆ほう哮こうが震ふるわせた。

　広場の全方向から、異形の怪かい物ぶつどもが押し寄せてくる。地じ獄ごくステージにのみ出現する邪神デビル級きゆうエネミーは神獣レジエンド級きゆうに比ひ肩けんする戦せん闘とう力りよくを持っている。それが十匹ぴきともなれば、まともに戦って殲せん滅めつすることは、たとえ黒の王が参戦したとしても絶対に不可能。なんとか退路を開かなければならないが、エネミーの包囲に隙すき間まはない。

　歯は嚙がみする美早の胸を、いつの間にか隣となりにいたアクア・カレントが、水に覆おおわれた握にぎり拳こぶしで軽く叩たたいた。

「ミャア、ここが鍔つば際ぎわなの」

　普ふ段だんなら加速世界では「パド」と呼ぶのに、敢あえて現実世界でのニックネームを口にした《親》の手を、美ミ早ハヤはそっと握にぎった。

「……Ｋ」

「私たちが隙すきを作るから、《カノン》でアイボリーを狙ねらって」

　カレントの言葉に、一いつ瞬しゆん眼めを見開いてからすぐに悟さとる。

　アイボリー・タワーを即そく死しさせるに足るだけの強力な遠えん距きよ離り心しん意い技わざを持っている者は、黒の王を始め複数いるはずだが、アイボリーは心しん意い技わざを無効化してしまうのだ。ならば、この場で恐おそらく最強にして最長射程の遠えん距きよ離り必ひつ殺さつ技わざを持つ美早がアタッカーの任を果たさねばならない。

　だが一つ、重大な問題がある。蘇そ生せいした直後の美早は、必ひつ殺さつ技わざゲージがほぼ空なのだ。それは皆みなも同じはず。

　さすが《親》だけあって美早の思考を読んだのか、カレントが再び囁ささやいた。

「ゲージはオリーブがなんとかする」

　なんとか、と言われても具体的にどうする気なのか想像もできないが、細かく訊たずねている時間はない。

「Ｋ」

　美早がもういちど頷うなずくと、あきらも頷うなずき返した。

　内側にショコラ・パペッターやブッシュ・ウータンたちを入れて円えん陣じんを組み、邪じや神しんの一いつ斉せい攻こう撃げきに備える。すでに距きよ離りは三十メートルを切り、まるで黒い津つ波なみが全方向から迫せまってくるかのようだ。

「心しん意い防ぼう御ぎよはキャンセルされるわ！　みんな、わたしの合図で正面の邪じや神しんを攻こう撃げきして！」

　レイカーの声に、円えん陣じんに加わった黒の王を含ふくむ全員が力強く答えた。

　たとえ十五人が最大威い力りよくの必ひつ殺さつ技わざを使っても邪神デビル級きゆう十匹ぴきを殲せん滅めつできるはずもないが、狙ねらいは別にある。派手な光と爆ばく発はつでアイボリーを攪かく乱らんし、その隙すきに美早が特とつ攻こうするのだ。同じ作戦が二度通用するとは思えないので、チャンスは一度きり。

「《モード・チェンジ》」

　小声でコマンドを発声し、豹ひよう型がたのビーストモードに変身すると、美早は体を低くしてその時を待った。

　超ちよう重じゆう量りよう級きゆうエネミー十匹ぴきの移動が引き起こす地じ震しんのような揺ゆれがみるみる強くなり、地面から生える無数の棘とげが共きよう振しんして奇き怪かいな音を放ち始め、そして──。

「……いまよ!!」

　スカイ・レイカーの指示を受けて、まず円えん陣じんの中央でオリーブ・グラブが叫さけんだ。

「《サクリファイスド・ネクター》!!」

　オリーブの、棒のように細い胴どう体たいや四し肢しが、瞬しゆん時じにラグビーボールの──いやオリーブの実の如ごとき形に膨ふくらみ、音を立てて弾はじけた。

　アバターの大部分は金色の液体を大量に振り撒まきながら消しよう滅めつし、残った頭をブッシュ・ウータンがキャッチする。液体は周囲の全員にたっぷりと降りかかり、たちまち蒸発する。

《自じ爆ばく》としか表現できない技わざに、さしもの美ミ早ハヤも度ど肝ぎもを抜かれたが、真に驚おどろかされたのはその後だった。ほぼ枯こ渇かつしていた必ひつ殺さつ技わざゲージが、急激に増加していく。

　代だい償しようとして体を全て失うのだとしても、まだ釣つり合あわないほど凄すさまじい効果だ。恐おそらく他にも捧ささげたものがあるはずだが、いまは心の中で感謝するにとどめてその時を待つ。

　同じくリチャージを完かん了りようした仲間たちが、いっせいに叫さけんだ。

「《ライトニング・シアン・スパイク》!!」

「《フレイム・ボルテクス》!!」

「《フライング・パンヘッド》ォォォ!!」

「《ルースレス・シアー》!!」

「《サウザンド・プリックルズ》──!!」

「《コロッサル・ホーン》!!」

「《シアナイド・ショット》!!」

「《イシリン・ストライク》!!」

「《螺穿流スパイラル》!!」

「《炸裂風弾ウインド・バレツト》!!」

「《奪命撃ヴオーパル・ストライク》!!」

　様々な色しき彩さいのライトエフェクトが広場を染め上げ、十一もの遠えん距きよ離り必ひつ殺さつ技わざと心しん意い技わざが、氷のキューブを避さけて放射状に発射された。肉にく迫はくしつつあった邪じや神しんの群れを、強きよう烈れつな閃せん光こうと爆ばく炎えんがわずかに押し戻もどす。

　しかし、エネミーたちの四段体力ゲージはほとんど減らない。最大クラスの邪じや神しんの肩かたに乗るアイボリー・タワーも、自分が狙ねらわれない限りは心しん意い攻こう撃げきをキャンセルするつもりはないらしく、右手の杖つえを掲かかげたまま無言で地上を睥へい睨げいし続けている。その視線にはわずかな油断も驕おごりも見いだせない。

　円えん陣じんの内側で体を低くしながら、美早は歯は嚙がみする思いでアイボリーを凝ぎよう視しした。一いつ瞬しゆん……一いつ瞬しゆんだけでいい。アイボリーの意識が逸それれば…………。

　不意に。

　再び、爆ばく風ふうの中にイチゴの香かおりを感じた。

　それが、錯さつ覚かくではあるが幻まぼろしではないことを、高らかに響ひびいた十二番目の技わざ名めい発はつ声せいが証あかした。




「《コロナル・マス・イジェクション》!!」




　紫むらさきの空を、真しん紅くの炎ほのおが引き裂さいた。

　膨ぼう大だいな数のミサイルと、四連装バルカン砲ほうの連射と、大型レーザーカノンの斉せい射しや。それらが入り混じった嵐あらしの如ごとき遠えん距きよ離り火か力りよくが、アイボリーの乗る邪じや神しんを直ちよく撃げきし、凄すさまじい爆ばく発はつを生み出す。邪じや神しんが両手でかばったのでアイボリーはほぼ無傷だが、さすがにこの攻こう撃げきを無視はできず、細いアイレンズを美ミ早ハヤの後方へと向けた。

　自分も振り向きたい、という強きよう烈れつな衝しよう動どうを押し殺し、美早は最小限の声で叫さけんだ。

「《ブラッドシェッド・カノン》!!」

　フルチャージされた必ひつ殺さつ技わざゲージが全て消え、縮めた体の周囲に赤い光の砲ほう身しんが形成されて──雷らい鳴めいめいた轟ごう音おんとともに、美早は一個の砲ほう弾だんとなって発射された。




　　　＊＊＊




「本当に申し訳ありません、クロウさん」

　両手を体の横につけ、深々と頭を下げようとするトリリードを、ハルユキは慌あわてて押し留とどめた。

「そんな、リードが謝あやまることなんて何もないよ」

「クロウさんにあれほどの傷を負わせてしまったのは、ひとえに私の未熟さゆえの……」

「いや、そうしてくれって頼たのんだのは僕なんだからさ。それに、ああする以外にローズ・ミレディーを倒たおす方法はなかったし」

「しかし……」

　尚なおも項うな垂だれ続けるリードの背中を、チユリが勢いよく叩たたいた。

「そうだよ、勝てたのはリード君のおかげだよ！　ハ……じゃなくてクロウの傷はあたしが直しちゃったし、ノーカンノーカン！」

　そう断言されると、いやすっごい痛かったけどな、と言い返したくなるがもちろん我が慢まんする。代わりに、リードの心しん意い技わざで真っ二つにされた胴どう体たいを手で撫なでてみたが、金きん属ぞく装そう甲こうには傷すら残っていない。

「それにしても……いまさら言うことじゃないけどさ、お前の《シトロン・コール》、マジでとんでもないな……」

　思わずそう呟つぶやくと、チユリはぱちくりと瞬まばたきしてから呆あきれ声ごえを出した。

「ほんとにいまさらだよ、それ」

「いや、なんつうか、通常対戦でも充じゆう分ぶんヤバイんだけど……無制限フィールドで運用すると、もう永久機関だなって……」

「言葉の使い方間ま違ちがってるよ、それ」

　そんな会話を聞いていたトリリードが、ようやく少しだけ微笑ほほえみ、肩かたの力を抜いた。

　ハルユキもほっと息を吐はきながら、リードの背中に手を触ふれさせようとした、その時。

　かつて聞いたことのない、獰どう猛もうでおぞましい咆ほう哮こうが幾いくつも重なって轟とどろき、空気をびりびりと震ふるわせた。反はん響きようの感じからすると数百メートルは離はなれているはずなのに、戦せん慄りつのあまり全身が強こわ張ばる。

「い、いまのは……!?」

　チユリの言葉に、ハルユキは掠かすれ声ごえで答えた。

「さっきのドデカいエネミーだ……泉せん岳がく寺じで、戦せん闘とうが始まったんだ」

「じゃあ、すぐに行かなきゃ！」

　うん、行こう──という言葉を、ハルユキは懸けん命めいに吞のみ込んだ。

　本当は、いますぐ泉せん岳がく寺じへ飛んでいって、蘇そ生せいした仲間たちに加勢したい。しかし目の前にそびえる塔とうの上には、この戦場全体に干かん渉しようする力を持つバーストリンカーがいる。彼女を放置していれば、いま以上に最悪な状じよう況きようが引き起こされるかもしれない。そう判断したからこそ、塔とうを守るローズ・ミレディーに、一か八かの戦いを挑いどんだのだ。

「……ベル、リード、二人で泉せん岳がく寺じに戻もどって、みんなを助けてくれ。僕はあの塔とうに行く」

　断腸の思いでそう告げると、チユリは反射的に何かを言い返そうとしたが、すぐに口くち許もとを強く引き締しめた。無言で頷うなずいてから、「でも」と声を出す。

「戻もどるのはいいけど……地面の棘とげが……」

　その指し摘てきに、ハルユキはちらりと後方を見やった。

　三人が立っているのは、ローズ・ミレディーと戦った場所から少し離はなれた建物の中。外の道路には黒光りするスパイクがびっしりと生えていて、メタルカラーではないチユリとリードは、その上に立つだけでダメージを受けてしまう。泉せん岳がく寺じまでの約三百メートルを走り続けたら、辿たどり着つく前に死んでしまいかねない。

　もちろん被ひダメージ量に比例して必ひつ殺さつ技わざゲージも溜たまるので、シトロン・コールで回復することは可能だ。しかしそこにも大きな問題がある。ライム・ベルの左ひだり腕うでに装着された強化外装《クワイアー・チャイム》は、上じよう腕わん部ぶの二倍近い長さがあるために自分には向けられない──つまり自分自身はヒールできないのだ。

　何か方法はないのか、とハルユキが懸けん命めいに考え続けていると。

「私が背負います」

　突とつ然ぜん、トリリードがそう宣言した。ハルユキも驚おどろいたが、チユリは仰のけ反ぞりながら「えええ──っ!?」と叫さけぶ。

「で、でもリード、きみだってダメージを……」

　ハルユキの言葉を、リードは凜りんとした笑えみで遮さえぎる。

「大だい丈じよう夫ぶです。昔、グラフ師し匠しようにマグマの上を走らされたりしましたから」

　冗じよう談だんとも事実ともとれる台詞せりふに、ハルユキもどうにか微笑ほほえみを返すと、躊躇ためらいを振り切って言った。

「……解わかった、頼たのむリード。ベルを……みんなを守ってくれ」

「お任せ下さい。必ず」

　きっぱり答えると、トリリードはライム・ベルに背中を向け、膝ひざを曲げた。




　チユリを背負ったリードが、棘とげだらけの道を飛ぶような速さで走り去ると、ハルユキはもういちど南の空を見上げた。

　建築物に遮さえぎられて直接は見えないが、泉せん岳がく寺じ方面からは断続的に爆ばく音おんが伝わってくる。楓フウ子コたちが、邪神デビル級きゆうエネミー相手に奮ふん闘とうしているに違ちがいない。

　──師し匠しよう、四シ埜ノ宮ミヤさん、あきらさん、パドさん、アッシュさん、メタトロン……僕もすぐに行きますから、もう少しだけ頑がん張ばってください！

　心の中で仲間たちに語りかけ、ハルユキは身を翻ひるがえした。

　目の前には、ローズレッドの死亡マーカーがゆっくり回転している。ハルユキには見えないが、近くには幽ゆう霊れい状じよう態たいのローズ・ミレディーがいるはずだ。

　たぶん、本当の本気になれば、ミレディーはハルユキたち三人を問答無用で殺せた。品しな川がわ駅えき近くで戦った忍にん者じやのように、最初から一いつ切さい会話をせず、拘束系の技も使わずに、全力で攻こう撃げきされたら対応しきれなかっただろう。

　彼女がそうしなかった理由は、ハルユキには解わからない。しかし無言でマーカーに向かって頭を下げると、修復された翼つばさを広げ、棘とげに覆おおわれた地面から浮うき上がる。

　細い道の先には、黒い槍やりのような形の塔とうがそびえている。その天てつ辺ぺんに向かって、一気に飛ひ翔しようする。

　灰色の瘴しよう気きに巻かれた塔とうの最上部は、小さな円形のテラスになっていた。その片かた隅すみに、膝ひざを抱かかえてうずくまる少女めいた人ひと影かげがあった。傍かたわらには細身の錫しやく杖じようが転がっている。

　近くで見ると、ドレス型の装そう甲こうはわずかに紫むらさきがかった薄うす桃もも色いろだった。背中には透とう明めい感かんのあるプラチナホワイトの髪かみが流れ、華きや奢しやな足を包むのはガラスのハイヒール。大きな帽ぼう子しに隠かくれて、フェイスマスクは見えない。

　ハルユキがテラスの端はしに着地しても、少女アバターは顔を上げなかった。金きん属ぞく翼よくの振しん動どう音おんに気付かなかったはずがないのに、細い肩かたも、膝ひざを抱だく指先も微び動どうだにしない。その姿には戦意がまったく感じられず、いますぐに剣を抜いて攻こう撃げきすれば制圧可能と思われたが、ハルユキはそうする代わりにゆっくり歩み寄り、地面に片かた膝ひざを突いて話しかけた。

「あの……、僕はネガ・ネビュラスのシルバー・クロウです」

　薄うす桃もも色いろの少女アバターは相変わらず身み動じろぎひとつしなかったが、数秒後、か細い声が響ひびいた。

「……ここに来たってことは、ミレディーに勝ったのね」

　ふと、どこかで聞いた声のような気がしたが思い出せなかった。少し考えてから、ハルユキはかぶりを振った。

「……いえ、勝ったとは思いません。ミレディーさんは、僕らを殺せたのに殺さなかった」

　少女は再び何秒か沈ちん黙もくしてから、ようやく顔を上げた。

　対戦用の化身デユエルアバターという言葉がこれほど似合わないアバターもあるまい、と思えるほど繊せん細さいで、優美で、憂うれいを帯びたフェイスマスクだった。黄水晶シトリンの色のアイレンズが一いつ瞬しゆんだけハルユキを見み詰つめ、再び伏ふせられた。

「……わたしは、オーキッド・オラクル」

《蘭らんの預言者》という意味であろうアバターネームは、完全な非ひ戦せん闘とう型がたの形なり姿すがたにとてもよく似合っていた。それに、護衛していた《薔薇の貴婦人ローズ・ミレデイー》と対ついになっている気もする。

　自分がオラクルをどうしたいのか、何を訴うつたえたいのかもよく解わからないまま、ハルユキはもういちど頭を下げた。

「はじめまして、オラクルさん。あの、僕は……」

　しかし、続けて言うべきことをハルユキが見つける前に、オーキッド・オラクルが思わぬことを言った。

「初めて、じゃないよ」

「え……？」

　ゴーグルの下で顔をしかめながら、改めて少女型アバターを注視する。

　事実、ハルユキが彼女を見るのはこれが初めてではない。《パラダイム・レボリューション》なる心しん意い技わざで領土戦ステージを無制限中立フィールドに変えた時と、魔ま都とステージを地じ獄ごくステージに変えた時の二回にわたって目もく撃げきしている。

　しかしそれは遠くから垣かい間ま見みたというだけで、言葉を交かわしたわけではないのだから、挨あい拶さつとしては「はじめまして」で間ま違ちがっていないのでは……と考えていると。

　オラクルは、先刻の何百倍もハルユキを驚きよう愕がくさせる言葉を口にした。




「わたしとあなたはもう会ってるよ……有アリ田タハルユキ君」




　──リアル割れ!!

　反射的に身構えかけたハルユキは、拳こぶしを握にぎる寸前、再び強きよう烈れつな既き視し感かん……正確には既き知ち感かんに襲おそわれて凍こおり付ついた。耳の奥おくに、遠くかすかな声がこだまする。

『あら……何か御ご用よう？』

　その声を聞いたのはずっと昔……まだバーストリンカーではなかった頃ころ。

　梅うめ郷さと中ちゆうローカルネットのスカッシュゲーム・コーナーに突とつ如じよ現れた黒クロ雪ユキ姫ヒメに、『もっと先へ《加速》したくはないか、少年』『その気があるなら、明日の昼休みにラウンジに来い』と誘さそわれたハルユキは、なけなしの勇気を振り絞しぼって学生食堂のラウンジを訪おとずれた。

　一年生は使用禁止という不文律のあるエリアに侵しん入にゆうしたハルユキに、周囲の上級生たちは迷子の珍ちん獣じゆうを見るような眼めを向けてきたのだが、たった一人だけ優やさしく用件を訊たずねてくれた人がいたのだ。

　ふわふわした短めの髪かみ。穏おだやかな微笑ほほえみ。ふわりと漂ただよった紅茶の香かおり。

　梅うめ郷さと中学校生徒会書記、若ワカ宮ミヤ恵メグミ──。

「若宮……先せん輩ぱい……？」

　声にならない問いかけを、オーキッド・オラクルはごくかすかな笑えみで肯こう定ていした。

　足あし許もとの床ゆかが、いやフィールドそのものがばらばらに崩くずれ落おちていくような感覚に陥おちいり、ハルユキは床ゆかに左手を突いた。

　若宮恵がバーストリンカーで……しかもオシラトリ・ユニヴァースのメンバーだった。

　それはつまり、黒クロ雪ユキ姫ヒメの最大の親友が、最大の敵である白の王ホワイト・コスモスの部下だったということだ。

「でも……そんなこと、有り得ない。あっていいはずがない……」

　何度も首を横に振りながら、ハルユキは自分が口にした名前を必死に否定しようとした。

「……もし若宮先せん輩ぱいがバーストリンカーなら、梅うめ郷さと中ちゆうの校内でマッチングリストに名前が出るはずです。二年以上も誰だれにも気付かれないなんてこと、あるわけがない……それに……それに…………」

　不意に、鏡面ゴーグルの下の両眼から透とう明めいな液体が溢あふれ、視界を歪ゆがめた。

　デュエルアバターに涙なみだを流す機能なんか必要ないのに、と頭の片かた隅すみで考えながら、ハルユキは言葉を続けた。

「それに、もしそうなんだとしたら……若宮先せん輩ぱいは、ずっと黒雪姫先せん輩ぱいを騙だましていたんですか？　今日までずっと友達のふりをして、裏切る時を待っていたんですか……？」

「…………違ちがう」

　少しだけ感情の滲にじむ声で、オーキッド・オラクル──若ワカ宮ミヤ恵メグミは否定した。

「騙だましてなんかいない……わたしはずっと、姫ヒメの友達……親友のつもりだった。姫のことが大好きだったし、いつまでも近くにいたいって思ってた」

「なら……どうして！　どうして今日まで黙だまってたんですか！」

　詰つめ寄よるハルユキの視線を正面から受け止め、恵は少しだけ震ふるえる声で答えた。

「言えなかった。だって……わたしは、ポイント全損したバーストリンカーだから。ブレイン・バースト・プログラムを強制アンインストールされて、加速世界の記き憶おくを全部なくした人間だから……」

　その言葉が頭の中で意味をなすまで、少し時間がかかった。

　何度か息を吸い込んでから、ハルユキは掠かすれ声ごえで問いかけた。

「全損……した……？　なら…………いま、ここにいるあなたは誰だれなんですか…………？」

　今度は恵メグミが沈ちん黙もくした。

　南の泉せん岳がく寺じ方面では激しい戦せん闘とう音おんが続いている。ネガ・ネビュラスの仲間たちが邪神デビル級きゆうエネミー相手に奮ふん闘とうしているのだ。

　一刻も早く駆かけつけたいという焦しよう燥そうを押し殺し、ハルユキは恵の答えを待った。

「……白の王ホワイト・コスモスはずっと、バーストリンカーの蘇そ生せい方ほう法ほうを研究していたの」

　やがて発せられたのは、そんな言葉だった。

「そ、蘇そ生せいの研究……？　でも白の王には、《リザレクト・バイ・コンパッション》っていう蘇そ生せい用ようの必ひつ殺さつ技わざがあるはずじゃ……」

　そう答えてしまってから、ようやく悟さとる。

　恵は、デュエルアバターの蘇そ生せいと言ったのではない。バーストリンカーの蘇そ生せい……それはつまり──。

「……ぜ、全損したバーストリンカーを、復活させる方法……ってことですか……？」

「そう。限定的な成功例ならもうあるわ……有アリ田タ君も知っているはず」

「成功例……」

　呟つぶやいたハルユキの脳のう裏りに、かつて加速研究会の本ほん拠きよ地ちで聞いたタクムの言葉が甦よみがえった。

　──ポイント全損したバーストリンカーの記き憶おくは消しよう滅めつするわけじゃなくて、奪うばわれるんじゃないかって思ったんだ。バーストリンカーの頭から抜き取られて、ブレイン・バースト中央サーバーのどこかに保存される。そして、誰だれかが……恐おそらくは僕らがまだ知らない加速研究会のメンバーが、何らかの方法でその記き憶おくを呼び出して……。
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「…………初代赤の王レッド・ライダーと……加速研究会の、ダスク・テイカー……？」

　ハルユキが掠かすれ声ごえでその名を口にすると、恵メグミは無言で頷うなずき、いっそう強く両りよう膝ひざを引き寄せながら続けた。

「……わたしも、ここで待機してる時にミレディーから最近の出来事を教えてもらっただけだけど……彼らは、ブレイン・バースト中央サーバーに残留している記き憶おくを、いわば《依より代しろ》にダウンロードすることで一時的に蘇そ生せいしたんだと思う。レッド・ライダーの場合は強化外装に……ダスク・テイカーの場合は別のバーストリンカーに。でも、真の蘇そ生せい、つまり全損したバーストリンカーの記き憶おくをそのまま甦よみがえらせ、再びＢＢプログラムをインストールさせることは、白の王にもまだできないみたいね」

　できなくて当然だ。それはブレイン・バーストの根幹を成す大原則であり、もし真の蘇そ生せいが可能なら、バーストポイントというものの存在意義が喪そう失しつしてしまう。

　しかしいっぽうで、もしもそれが可能なら──レッド・ライダーを不意打ちで全損させた黒クロ雪ユキ姫ヒメや、チェリー・ルークを自らの手で断罪したニコの苦しみを消し去ることができるのかもしれない。

　巨きよ大だいな畏おそれとかすかな望みを抱いだきながら、ハルユキは訊たずねた。

「なら……あなたは、どうやって…………？」

　しかし若ワカ宮ミヤ恵は再び俯うつむき、ゆっくりとかぶりを振った。

「それが……それだけが、解わからないの、わたしにも……ミレディーにも」

「わ……解わからない……？」

「ええ。……わたしがバーストリンカーだった時の記き憶おくを取とり戻もどしたのは今日、終業式と生徒会のミーティングが終わって、借りてた本を返すために図書室に行った時。閲えつ覧らんブースで何十秒か意識を失ってたみたいだけど、無人だったから誰だれにも気付かれなかった」

「図書室で……？　なら、グローバルネットには接続してないですよね」

「ええ。ローカルネット経由でニューロリンカーに侵しん入にゆうされたか、タイマー起動のプログラムが仕し掛かけられてたのか……ともかく、気がついた時はもう、わたしの中には自分がオーキッド・オラクルだった時の記き憶おくがあった。そして仮想デスクトップには、白の王の命令と、ネガ・ネビュラスに関する基本情報が表示されていた」

「め、命令……って、どんな……」

「午後四時までに港みなと区く第三エリアに移動することと、領土戦が始まったらアイボリー・タワーの指示に従うこと……」

　この上なく簡潔なその命令が、恐おそるべき事実を内包していることにハルユキは気付いた。

　やはり白の王は、ネガ・ネビュラスの作戦を看破していたのだ。しかも、恵の言葉を信じるなら彼女がスパイとして情報を流していたということもなさそうなので、あくまで推測だけに基もとづいてここまで大がかりな罠わなを仕し掛かけた。

「……じゃあ、みんなを領土戦ステージから無制限フィールドに移動させたのも、魔ま都とステージを地じ獄ごくステージに変えたのも、アイボリー・タワーの指示だったんですか……？」

　呆ぼう然ぜんとそう問いかけてから、ハルユキは恵メグミが答えるより早く質問を重ねた。

「いや、そもそもそれ以前に……どうして若ワカ宮ミヤ先せん輩ぱいは白の王の命令に従ったんですか。記き憶おくが戻もどったからって、黒クロ雪ユキ姫ヒメ先せん輩ぱいのことを忘れてしまったわけじゃないんでしょう？」

「わたしが、姫ヒメのことを忘れるわけない」

　どこか悲痛な響ひびきを帯びたその声に、ハルユキは我が慢まんできずに叫さけび返かえした。

「なら！　なら……なんで黒雪姫先せん輩ぱいを裏切るんですか！　白の王が、先せん輩ぱいよりも大切だからですか……それとも断罪が怖こわいからですか!?」

「違ちがうわ……わたしはいちど全損したバーストリンカーだもの。いまさらかつてのレギオンマスターにも、ブレイン・バーストにも執しゆう着ちやくするつもりはない」

「じゃあ、どうして……！」

「それは………………、それは」

　まるで心臓にナイフを突き立てられたかのように、恵は胸むな元もとで両手をきつく握にぎり締しめると、苦しげに声を押し出した。

「それは、白の王の研究が完成すれば、わたしの大切な人も復活できるって……そう言われたからよ」

「大切な……人？」

「姫はもちろん、とっても大好きで、大切な友達。でも……その人も、同じくらい大切なの。だって……その人は、わたしの《親》だから。二人を比べるなんてできない……」

「親…………」

　鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやくと、ハルユキは恵のフェイスマスクを見み詰つめた。

　黄き水ずい晶しようのアイレンズからは、光の粒つぶが次々と零こぼれ落おち、空気に溶とけて消えていく。

　若宮恵の言葉を否定することは、ハルユキにはできなかった。なぜならハルユキにとっても、《親》である黒雪姫は、バーストリンカーであり続ける理由そのものだからだ。

　これ以上何を言えばいいのか解わからず、唇くちびるを嚙かみ締しめていると、恵が少しだけアバターの緊きん張ちようを緩ゆるめて囁ささやいた。

「……梅うめ郷さと中ちゆうに入学してからの二年と四ヶ月、バーストリンカーとしての記き憶おくがなかったわたしに、有アリ田タ君くんがシルバー・クロウだって解わかった理由は……きみほど姫の《子》に相応ふさわしい人はいないからだよ」

　唐とう突とつな言葉に、おもわず首を傾かしげてしまう。

「そう……でしょうか」

「姫ヒメはきみを信しん頼らいしてるし、きみも姫をすごく大事に思ってる。ブレイン・バーストの記き憶おくはなくても、きみにちょっと嫉しつ妬としたもの」

　ふふ、とかすかに微笑ほほえむと、恵メグミはアイレンズを紫むらさき色いろの空に向けた。

「……わたしの《親》も素す敵てきな人だった。姫とはぜんぜんタイプが違ちがうけど、優やさしくて、強くて、大きな夢を持ってた……。でも、もしかしたらその夢が大きすぎたせいで……彼女を恐おそれた何人ものバーストリンカーに騙だまし討うちされて、無限ＥＫで全損してしまったの」

「…………大きすぎる、夢……？」

　深いところにしまい込んだ記き憶おくが小さく疼うずくのを感じながら、ハルユキは繰くり返かえした。

「そう。彼女は、たくさんのバーストリンカーがポイントを融ゆう通ずうしあうことで、全損を回かい避ひする仕組みを作ろうとしていたの。いつかはこの世界のみんなが、ブレイン・バーストっていうゲームを笑って楽しめるように……って……」

　若ワカ宮ミヤ恵が口にしたその言葉に──。

　ハルユキは、頭の芯しんが痺しびれるほどの衝しよう撃げきを感じ、半ば喘あえぐように言った。

「え……それは……その《互ご助じよレギオン》構想は……でも……」

　途と端たん、今度は恵が激しい反応を見せた。

「…………!!　ど……どうして有アリ田タ君くんがそれを知ってるの……!?」

「ど、どうしてって……」

　一いつ瞬しゆん途と惑まどってからすぐに気付く。若宮恵は二年以上も加速世界から離はなれていたわけで、ハルユキが黒クロ雪ユキ姫ヒメの《子》であることは推測できても、シルバー・クロウが六代目クロム・ディザスターだったことはもちろん、初代ディザスターであるクロム・ファルコンの記き憶おくを一部共有していることなど知るはずがない。

　しかし《災さい禍かの鎧よろい》にまつわる出来事の全てを説明している時間はないので、ハルユキは恵の問いには答えず、頭を占せん領りようし続ける疑念の確かく認にんを優先した。

「……若宮先せん輩ぱいの《親》は、サフラン・ブロッサム……なんですか？」

　再びフェイスマスクに驚おどろきの色を走らせ、恵は頷うなずいた。

「どうして判わかったの……？　彼女が無限ＥＫで全損したのは、きみがバーストリンカーになるよりも、ずっとずっと昔のことなのに……」

「待って下さい。サフランさんが先せん輩ぱいの《親》なら、白の王がサフランさんを蘇そ生せいさせるわけないです。だって…………だって」

　神獣レジエンド級きゆうエネミー《ヨルムンガンド》に何度も何度も殺されるサフラン・ブロッサムと、その様子を冷れい酷こくに観察していた三人のバーストリンカーの映像を脳のう裏りに甦よみがえらせながら、ハルユキは言った。

「だって、サフラン・ブロッサムを無限ＥＫの罠わなで全損させたのは、ホワイト・コスモス自身なんです」

　その言葉を聞いても、恵メグミはすぐには反応しなかった。

　表情を失ったフェイスマスクが、いやいやをするように繰くり返かえし左右に動く。アイレンズが不規則に明めい滅めつし、零化現象ゼロフイルを予感したハルユキは反射的に恵の手に触ふれようとしたが、それを拒こばむように身を引くと、恵は乾かわいた掠かすれ声ごえを響ひびかせた。

「噓うそよ…………噓うそ。白の王は……行き場をなくしたわたしを保護して、色々教えてくれて……研究が完成すれば、サフランも生き返れるって…………」

「それこそが噓うそなんです。白の王は、黒クロ雪ユキ姫ヒメ先せん輩ぱいにも噓うそをついて、赤の王レッド・ライダーを全損させるように仕向けたんだ。偽いつわりの恐きよう怖ふと希望を毒みたいに振り撒まいて、沢たく山さんの人を操あやつってきたんです！」

「いや……やめて！　もうやめて!!」

　両手を耳に押し当てながらそう叫さけぶと、恵はひときわ悲痛な声を響ひびかせた。

「わたしはサフランを生き返らせるために姫ヒメを裏切った。もう友達には戻もどれないって解わかっててそうしたの！　わたしにはもう、他に道はないのよ……!!」

「そんなこと……そんなことないです!!」

　無む我が夢む中ちゆうで右手を伸のばし、オラクルの細い腕うでを摑つかみながらハルユキも叫さけんだ。

「僕だって、黒雪姫先せん輩ぱいを裏切りました。災さい禍かの鎧よろいと融ゆう合ごうして、自分でも制せい御ぎよできなくなって、先せん輩ぱいを攻こう撃げきしてしまったんです。でも……どんなにぼろぼろになっても、黒雪姫先せん輩ぱいは反はん撃げきしようとしなかった。僕を信じて、全部受け止めてくれた……。きっと、若ワカ宮ミヤ先せん輩ぱいに対してもそうするはずです。だって……だってあなたたちは……」

　恵と黒雪姫の関係を表す言葉を、ハルユキは見つけられなかった。恵は《友達》と言ったが、そのひと言では語り尽くせないものが二人のあいだにはあると感じていたからだ。あたかも、サフラン・ブロッサムとクロム・ファルコンのような、無む償しようの信しん頼らいと互たがいを思いやる気持ちで結ばれた二人。

　たとえ白の王がどんな策さく謀ぼうを巡めぐらせようと……仮に恵と黒雪姫の出会いそれ自体が白の王の謀はかりごとによるものだったとしても、決して損そこなわれない絆きずなを二人は育はぐくみ、積み重ねてきたはずだ。

　──サフラン……ファルコン！

　恵の左ひだり腕うでをしっかりと摑つかんだまま、ハルユキは我知らず、いまはもういない二人のバーストリンカーへと呼びかけていた。

　──オーキッド・オラクルを……きみたちの《子》を、助けてあげてくれ……!!




　この瞬しゆん間かん──。

　ハルユキ自身には知覚不可能な事象だったが、ブレイン・バースト中央サーバー、あるいは《メイン・ビジュアライザー》の内部で、ハルユキ専用の量子思考回路と、かつて《スター・キャスター》の名前で呼ばれた長ちよう剣けん型がた強きよう化か外がい装そうのあいだに一時的なリンクが確立された。

　オブジェクトとしての強化外装は、とあるプレイヤーホームの中にカードの形で封ふう印いんされていて最も早はやハルユキにも手出しできないが、サーバー内部ハイエスト・レベルではフィールド上の距きよ離りや障しよう壁へきは意味を持たない。

　そしてスター・キャスターには、遥はるかな昔に全損して加速世界を去った、一人のバーストリンカーの記き憶おくが内包されている。オリジネーターの一人にして《互ご助じよレギオン構想》を唱えた、サフラン・ブロッサムの記き憶おくが。

　不意に、甘あまく爽さわやかな香かおりのする風が吹ふき、地じ獄ごくステージの瘴しよう気きを吹ふき払はらった……気がした。

　若ワカ宮ミヤ恵メグミがはっと両眼を見開いた直後、ハルユキにも聞こえた。響ひびきは幼いが、深い思し慮りよと落ち着きを感じさせる声。




　──オッキーちゃん、寂さびしい思いをさせてごめんね。

　──それと、ありがとう。あんまり《親》らしいことをしてあげられなかった私を、忘れないでいてくれて。




「わ……忘れるわけないよ、フラン！」

　両耳を押さえていた手を外し、恵が叫さけんだ。

「フランなんでしょう、沖おき縄なわでわたしを加速世界に導いてくれたのは！　わたし……あなたに会いたい！　あなたに会えるなら……わたしは……わたしは！」

　切実なその呼びかけに、再び幼さと威い厳げんが同居した声が答えた。




　──ごめんね……私はもう、オッキーちゃんに会うことはできない。

　──でも、ずっと見守ってるよ。あなたが加速している時も、していない時も、ずっと。

　──だから……オッキーは、自分が正しいと思うことをして。いま、大好きな人のために、あなたができることをして……。




　その言葉を最後に、声は遠ざかり、消えた。

「フラン……!!」

　恵は空に右手を伸ばし、何かを摑つかもうとしたが、やがてゆっくりとその手を下ろした。アイレンズから次々と滴したたる涙なみだが、恵の左手を握にぎったままのハルユキの胸に当たり、ささやかな光を散らして消えていく。

　泉せん岳がく寺じの方向から、ひときわ激しい爆ばく音おんが伝わってきて、細い塔とうを震ふるわせた。

　その震しん動どうが収まると、恵はフェイスマスクを持ち上げ、言った。

「有アリ田タ君くん……ううん、シルバー・クロウ。わたしを、戦場に連れていって」




　　　＊＊＊




「《ブラッドシェッド・カノン》!!」

　最小限の音量に最大限の闘とう志しを込めて、美ミ早ハヤは叫さけんだ。

　砲ほう弾だんとなって斜ななめ上方へと発射されたアバターが、オレンジ色の爆ばく炎えんと灰色の瘴しよう気きを貫つらぬいて飛ひ翔しようする。

《血まみれ仔猫ブラツデイ・キテイ》の二つ名の由来となった、ブラッド・レパード唯ゆい一いつにして最大の遠えん隔かく必ひつ殺さつ技わざは、命中すれば緑系アバターの重じゆう装そう甲こうすら割わり砕くだくが、的を外して建物や地面に突っ込めば自分が即そく死ししてしまう。今回は高いところにいる敵を狙ねらったので、回かい避ひされてもそのまま空に飛んでいくだけだが、恐おそらく墜つい落らくのダメージを《落下保護フオール・プロテクシヨン》アビリティでも吸収しきれないだろう。

　それゆえに美早は、アイボリー・タワーの注意が逸それる瞬しゆん間かんをひたすら待ち続けた。

　先刻、アイボリーの乗る人ひと型がた邪じや神しんを猛もう撃げきした必ひつ殺さつ技わざ《コロナル・マス・イジェクション》は赤の王スカーレット・レインの奥おくの手てだ。何より、ニコの声を美早が聞き間ま違ちがえるはずもない。黒の王ブラック・ロータスだけでなく、赤の王もこの戦場にダイブしていたのだ。そしてここぞというタイミングで全火力を解き放ち、アイボリーの視線を引きつけた。

　──まったく、相変わらず無む鉄てつ砲ぽうなんだから。バーストアウトしたら、いっぱい[image: 叱]しかってあげないと。

　砲ほう弾だんとなって突とつ進しんする美早の脳のう裏りを、そんな一いつ瞬しゆんの思考が過よぎった。

　ニコのことを思うだけで、魂たましいから驚おどろくほどのエネルギーが溢あふれてきて、全身に漲みなぎった。

　──絶対に外さない。粉々に打ち砕くだく！

　揺ゆるぎない確信とともに、美早は爆ばく炎えんを貫つらぬいて目標に肉にく迫はくした。アイボリーの眼めがようやく美早を捉とらえたが、もう遅おそい。このタイミングで《ブラッドシェッド・カノン》を回かい避ひできるバーストリンカーは、加速世界には存在しない。

　と、思えた、その刹せつ那な。

　アイボリー・タワーの左ひだり腕うでが、闇やみよりも暗い艶つや消けしの黒に染まり。

「《複層装甲レイヤード・アーマー》」

　という技わざ名めい発はつ声せいと同時に、何枚もの漆しつ黒こくの薄うす板いたへと変化して、《カノン》の軌き道どう上じように並んだ。

　最初の一枚に衝しよう突とつした瞬しゆん間かん、アバターから意識が叩たたき出されそうなほどの衝しよう撃げきが訪おとずれ、美早は歯を食い縛しばった。

　ガラスめいた破は壊かい音おんを響ひびかせて、一枚目の薄うす板いたが砕くだけ散ちる。しかしすぐに二枚目が出現し、再び美早を凄すさまじい衝しよう撃げきが襲おそう。三枚、四枚と黒い板を割わり砕くだくたびにブラッド・レパードの装そう甲こうも破損し、体力ゲージが急激に減っていく。

　五枚、六枚──七枚目で、ついに突とつ進しんが止まった。

　砲ほう弾だんから元の豹ひよう型がたアバターに戻もどりつつ落下する美ミ早ハヤの視線が、アイボリーの姿を捉とらえた。

　いや、それはもう、オシラトリ・ユニヴァース《七連矮星セブン・ドワーフス》第四位にして白の王の全権代理たるアイボリー・タワーではなかった。

　全身が、マットブラックの薄うす板いたを冷れい却きやくフィン状に何枚も重ねた異様な姿へと変へん貌ぼうしている。頭も黒い板の集合体で、フェイスマスクは存在しない。しかし板と板の隙すき間まから美早へと照射される、確かな視線を感じる。

　七割がた破は壊かいされた左ひだり腕うでを下ろした積層アバターは、顔のない顔を左右に振りながら、異様に落おち着つき払はらった声を出した。

「やれやれ。《白の終局ブライニクル》の巻まき添ぞえで死に続けることを甘かん受じゆしてまで、君たちには隠かくし通すつもりだったのに」

　声質も口調も、アイボリー・タワーのそれとはまったく違ちがう。別人としか思えない──というより、美ミ早ハヤはこの黒いデュエルアバターを知っている。

　ミッドタウン・タワー攻こう略りやく戦せんの終しゆう盤ばんで、スカーレット・レインを拉ら致ちした影かげ使つかい。

　加速研究会副会長、ブラック・バイス。

《ブラッドシェッド・カノン》が発射されてから着ちやく弾だんするまでのあいだに、アイボリー・タワーと入いれ替かわった？　いや、有り得ない。とてもそんな時間はなかったし、美早は確かに見たのだ……ブラッドシェッド・カノンを防ぐために、アイボリーの左ひだり腕うでが何枚もの黒い板へと変化するところを。

　しかしいっぽうで、デュエルアバターが他のデュエルアバターに変化するなどということも絶対に有り得ない。美早やカシス、シスルのようなビーストモードへの変形とも、ニコやレイカーのような強化外装の装着とも全く異なる、完全な変身。

《カノン》を防ぼう御ぎよされた反動で、受け身も取れずに落下する美早を、水のクッションが受け止めた。そのままアクア・カレントの両りよう腕うでにキャッチされるが、礼を言うことも忘れて、美早は邪じや神しんの肩かたに立つ積層アバターを食い入るように凝ぎよう視しした。

　無事な右手には、エネミーを操作するための杖つえが握にぎられている。周囲にアイボリー・タワーの姿はない。それに、バイスの右みぎ腰こしには、黒の王の《奪命撃ヴオーパル・ストライク》によるものであろう深い損傷が残っている。やはり、アイボリーがバイスに変身したのだ。あるいは、バイスがアイボリーに変身していたのか。

　あまりのことに、さしものカレントやレイカー、メイデンたちも言葉を失った。そんな中、真っ先に反応したのは、同じブラックのカラーネームを持つ黒の王だった。

「貴様……ブラック・バイス!!」

　右手の剣を上空の積層アバターに向けると、ブラック・ロータスは鋭するどく叫さけんだ。

「アイボリー・タワーが貴様の正体だったとはな……!!」

[image: ]

　その言葉に、バイスは軽く肩かたをすくめながら答えた。

「おやおや、なぜそう思うのかな？　逆の場合も有り得るだろうに」

「いや、ないな。なぜなら、貴様は《ブラック・バイス》のアバターネームをシステム的に表示させたことが一度もないからだ。その名はあくまで貴様の自じ称しように過ぎない!!」

「なるほど、なるほど。ブラックの色いろ被かぶりは許さないというわけか、これは失礼したね」

　ふふふ、と余よ裕ゆうたっぷりな含ふくみ笑わらいを漏もらすと、バイスは右手に持った杖つえを器用にくるくると回転させた。いつの間にか、周囲の邪じや神しんエネミー群は再び動きを止めている。圧力に満ちた静せい寂じやくの中、どこか学校の教師を彷ほう彿ふつとさせる穏おだやかな声が流れる。

「しかしまあ、かくなる上は黒の王、あなたにも加速世界から退場して頂くしかないようだ。空いたブラックのカラーネームは、私がありがたく頂ちよう戴だいするとしよう」

　バトンのように回していた杖つえをぴたりと静止さえ、ゆるやかに持ち上げる。先せん端たんに嵌はまる銀色の球体が、ぎらりと不ふ吉きつに輝かがやく。

「それでは、今度こそ終わりにしよう。おっと、その前に……」

　バイスが杖つえを軽く動かすと、一体の邪じや神しんが口から燃えさかる火球を発射した。それは美ミ早ハヤたちが壊こわすまいとしてきた氷のキューブに命中し、瞬しゆん時じに溶とかしてしまう。

　音を立てて崩くずれ落おちる水の中から最初に現れたスノー・フェアリーが、子供のような声を響ひびかせた。

「はー、やーっと外にでられたよー」

　続いて解放されたグレイシャー・ビヒモスが、巨きよ体たいを激しく震ふるわせて全身の水すい滴てきを振り落とす。

「結局、こうなってしまったのですね……」

　溜ため息いき交混じりにそう言うと、フェアリーを頭に乗せたまま棘とげだらけの地面を後あと退ずさっていく。邪じや神しんたちの隙すき間まを抜けて広場西側の建物まで退たい避ひし、残るオシラトリのメンバーたちと一いつ緒しよに戦いの結末を見届ける態勢に入る。

　ネガ・ネビュラスの十五人は、小さく固まったまま動かない。

　いや、誰だれも動けないのだ。美ミ早ハヤを含ふくむ全員が、ここからの更さらなる逆転の一手を紡つむぎ出すことができない。オリーブ・グラブが決死の自じ爆ばく技わざでチャージしてくれた必ひつ殺さつ技わざゲージも使い果たし、足あし許もとで棘とげのダメージを防いでいるチョコレートの池も溶とけ始めている。

「……もういちど、タイミングを合わせて心しん意い技わざを使うしかないの」

　美早を抱だいたままのあきらが、耳みみ許もとで囁ささやいた。

　そう、残された手段はそれだけだ。しかし恐おそらく、過剰光オーバーレイを見た瞬しゆん間かんにブラック・バイスはアイボリー・タワーに戻もどり、《虚数時間イマジナリー・タイム》で皆みなの心しん意いを搔かき消けそうとするだろう。可能性は低いが、バイスがもういちど隙すきを見せるまで堪たえ忍しのんで、最後の勝負を仕し掛かけるしかない。

「さあ、ネガ・ネビュラスの諸君……お別れの時だ」

　ブラック・バイスが、右手の杖つえを無造作に振り下ろした。

　一時停止状態だった邪じや神しん群ぐんが、様々な形状の眼めをいっせいに光らせた。口々に奇き怪かいな雄お叫たけびを放ち、全方位から黒い壁かべとなって押し寄せる。

「させるかああぁぁぁぁ────ッ!!」

　という声を響ひびかせたのは、邪じや神しんに囲まれる十五人ではなかった。広場の北から、深しん紅くの武装トレーラーが銃じゆう弾だんやミサイルを乱射しながら突っ込んでくる。赤の王スカーレット・レインの強化外装インビンシブルが変形した《ドレッドノート》モードだ。デュエルアバターとしてはグレイシャー・ビヒモスを超こえる、加速世界最大級のスケールを誇ほこるが、身長十メートルにも及およぶ邪神デビル級きゆうエネミーには及およばない。

　それでも、残された火力を振り絞しぼるが如ごとき突とつ撃げきで邪じや神しんの包囲にわずかな隙すき間まを作ると、ニコはトレーラーをねじ込むように輪の中に飛び込んできた。すかさず《フォートレス》モードに戻もどると、二門の巨きよ大だいな主しゆ砲ほうを両りよう腕うでのように広げながら十五人に覆おおい被かぶさる。

　巨きよ大だいな剣が、槍やりが、鎚つちが、拳こぶしが、触しよく手しゆが、雷らい鳴めいじみた音を轟とどろかせて降り注ぐ。

　それらの猛もう攻こう撃げきを受け止めるたび、インビンシブルの装そう甲こうの継つぎ目めや関節部で爆ばく発はつが発生し、パーツがばらばらと零こぼれ落おちる。

「アキ、下ろして！」

《ブラッドシェッド・カノン》の余波で激痛の残る体を懸けん命めいに動かそうとしながら、美早は叫さけんだ。しかしアクア・カレントは両手でしっかり美ミ早ハヤを抱だいたまま、返事の代わりに心しん意い技わざを発動させた。

「《相転移フエイズ・トランス》──《硬アダマント》!!」

　カレントの体を包む流りゆう水すい装そう甲こうが両りよう腕うでに集まり、氷結して、大型のブレード付きガントレットを作り出す。

　直後、インビンシブルがひときわ激しい爆ばく炎えんを噴ふき上げ、四散した。左右の主しゆ砲ほうとミサイルポッドが空中で膨ぼう大だいな破は片へんを撒まき散ちらして消しよう滅めつし、衝しよう撃げきを受け止め続けていた脚きやく部ぶパーツがそれに続く。コクピット・ブロックはどうにか生き残ったが、それ自体には移動能力がないので地面に落下してしまう。

「レイン、無事か！」

　両りよう腕うでに緑色の過剰光オーバーレイを宿らせた黒の王が呼びかけると、コクピットからニコの声が答えた。

「ああ、なんとか……！　ねーちゃんもこん中に保護してっけど、あたしはもう動けねえ！」

「了りよう解かいだ、あとは任せろ！　──オーバードライブ！　モード・グリーン！」

　黒の王の全身に走るパーティングラインが、鮮あざやかな緑に発光する。その輝かがやきを消し去らんと、ブラック・バイスがザ・ルミナリーを振り下ろす。再び、邪じや神しんたちの一いつ斉せい物ぶつ理り攻こう撃げき。

　轟ごう音おん。衝しよう撃げき。

　途と轍てつもない大きさの剣を受け止めたアクア・カレントの右みぎ腕うでが、肩かた口ぐちから粉々に吹ふき飛とんだ。黒の王の双そう剣けんもひび割れ、シアン・パイルの杭打ち機パイルドライバーが爆ばく発はつする。更さらに、紫むらさきと灰色の死亡エフェクトが二つ噴ふき上がる。シスル・ポーキュパインをかばったカシス・ムースと、ブッシュ・ウータンをかばったアッシュ・ローラーが斃たおれたのだ。どうにか生き残ったメンバーも、体力ゲージを大きく減らしたのは間ま違ちがいない。

　……もう一度。

　もう一度《ブラッドシェッド・カノン》を使って、ブラック・バイスを仕留める。それしか逆転の手は思いつかない。だが美早の装そう甲こうがぼろぼろにひび割れ、損傷はアバター素体にまで及およんでいて、カレントに支えていて貰もらわなければ立つことも難しい。加えて、必ひつ殺さつ技わざゲージも二十パーセント近く不足している。

「……アキ、ゲージが足りない。その剣で私を斬きって」

　カレントに囁ささやきかけると、流りゆう水すい装そう甲こうを半分近く失ったアバターが素す早ばやくかぶりを振る。

「それより、私から吸えばいいの」

「《奪気咬メンタル・バイト》は人型じゃないと使えない。次の一いつ斉せい攻こう撃げきには耐たえられない、早く……！」

　いつも冷静なあきらのフェイスマスクが、水の奥おくで苦く悩のうするかのように歪ゆがんだ。自分にもたれかかる美早の背中に、左手のガントレットから伸びる短いブレードをあてがう。

　人ひと型がた邪じや神しんの左ひだり肩かたで、ブラック・バイスがまたしても杖つえを持ち上げた。その動きと同期して、エネミーたちも武器や拳こぶしを振りかざす。

「……ミャア、ごめん」

　囁ささやいたあきらが、ブレードに力を込めようとした────

　刹せつ那な。

　誰だれもいないはずの広場南側、すなわちブラック・バイスの後方から緑色の光が放たれ、積層アバターを包み込んだ。

　鐘かねの音のような共鳴音が鳴なり響ひびき、バイスの右手に握にぎられた杖つえ──神器《ザ・ルミナリー》が跡あと形かたもなく消しよう滅めつした。

「むっ……」

　驚おどろきの声を発したバイスを、人ひと型がた邪じや神しんが巨きよ大だいな右手で摑つかんだ。数分前と同様に、美ミ早ハヤたちの攻こう撃げきから守ろうとしたのかと思ったが、しかし違ちがった。

「[image: ]!!」

　怒いかりに満ちた咆ほう哮こうを迸ほとばしらせた邪じや神しんは、漆しつ黒こくの積層アバターを、一気に握にぎり潰つぶしたのだ。

　何十枚もの薄うす板いたが何千個もの破は片へんとなって飛び散り、直後、拳こぶしの中からどす黒い炎ほのおが噴ふき上がった。その炎ほのおは粘ねん液えきのように地面まで垂れ、白く色を変えて、象ぞう牙げ色いろの死亡マーカーを作り出す。

　白のレギオン、そして加速研究会最大のくせ者であるブラック・バイスの、あまりにも呆あつ気けない死に様に驚きよう愕がくしつつ、美早は何が起きたのかを推測しようとした。

　邪神デビル級きゆうエネミーが、バイスの制せい御ぎよを外れた理由。それはザ・ルミナリーが消しよう滅めつしたからだ。消しよう滅めつした理由は、緑色の光に撃うたれたから……そしてあの光は、見み間ま違ちがえようもない。

　ネガ・ネビュラスの《時計の魔女ウオツチ・ウイツチ》、ライム・ベルの必ひつ殺さつ技わざ《シトロン・コール》。しかも対象の時間を巻まき戻もどすモードⅠではなく、デュエルアバターの恒こう常じよう変へん化かを巻まき戻もどすモードⅡ。バイスが持っていた神器は恐おそらく白の王から譲じよう渡とされたものだが、ライム・ベルはその譲じよう渡とをなかったことにしたのだ。

　豹ひようの視力を全開にして、美早は泉せん岳がく寺じ広場の南を凝ぎよう視しした。

　ベル型強化外装を掲かかげて立つ、三さん角かく帽ぼう子しの小こ柄がらなシルエットはライム・ベルに間ま違ちがいない。そして彼女の傍かたわらには、誰だれのものかは不明だが死亡マーカーが一つ。恐おそらく、ブラック・バイスの死角となるあの位置まで、棘とげのダメージを受けながらライム・ベルを運んで力ちから尽つきたのだろう。

　二人の頑がん張ばりのおかげで、最大の強敵たるブラック・バイス／アイボリー・タワーは一時的に戦場を去った。

　しかしこれで戦せん況きようが好転したとは言えない。神器ザ・ルミナリーの支配から解放された──あるいは制せい御ぎよから外れた邪じや神しんたちは、いままで以上に猛たけり狂くるって美早たちを攻こう撃げきしてくるはずだ。加えて、オシラトリ側もまだフェアリーとビヒモスを含ふくむ十人が生き残っている。

「みんな、もう一ひと踏ふん張ばりだ！　一匹ぴきに集しゆう中ちゆう攻こう撃げきして突とつ破ぱ口こうを作る!!」

　黒の王が素す早ばやく指示を飛ばし、続けて叫さけんだ。

「オーバードライブ！　モード・レッド!!」

　緑色に光っていたパーティングラインが、ルビーのような赤に変わる。ようやく全身の痛みが薄うすれてきた美ミ早ハヤも、あきらの腕うでから離はなれると四本の脚あしでしっかりチョコレートの地面を踏ふみ締しめた。

　十匹ぴきの邪神デビル級きゆうエネミーも改めて美早たちをターゲットし、巨きよ体たいを震ふるわせながら傲ごう然ぜんたる咆ほう哮こうを轟とどろかせた。

「ハアアアアアッ……!!」

　邪じや神しんに負けないほど苛か烈れつな雄お叫たけびを響ひびかせたブラック・ロータスが、両りよう腕うでから超ちよう高こう温おんの恒こう星せいを思わせるブルーの過剰光オーバーレイを迸ほとばしらせた。

　その光の純度と密度に、いまや黒の王のレギオンメンバーである美早ですらも戦せん慄りつせずにはいられなかった。心しん意いシステムのダークサイドに堕おちることなくここまで技わざを磨みがき上げるには、いったいどれほどの修練が要求されるのか想像もできない。エネミーに心しん意い技わざは効きづらいが、そんな耐たい性せいなど容易に貫つらぬくであろうイマジネーション強度だ。

　これなら本当に、邪神デビル級きゆうを一匹ぴきだけなら倒たおせるかもしれないと美早は考えた。

　しかし同時に、それで全員が無事に撤てつ退たいできるわけではないことを痛いほど理解してもいた。

　仮に邪じや神しんの包囲を突とつ破ぱできても、その外には無限に続くダメージゾーンと、《七連矮星セブン・ドワーフス》を二人も含ふくむ白の手て練だれ十人が待ち構えている。建物内の安全地帯に陣じん取どっている彼らのほうが、集団戦では遥はるかに有利だ。

　加えて、美早たちのすぐ横には、動けなくなった《インビンシブル》のコクピットブロックが残されている。恐おそらくニコは、最後の武装である四よ連れん機き銃じゆうで撤てつ退たいを援えん護ごするつもりだろう。彼女を置いて逃げることは、美早にはできない。絶対に。

　しかしいまはまず、目の前の邪じや神しんを倒たおさなくては。メンバーの半分だけでも逃げられれば、希望は繫つながる。

　ぼろぼろになった体を持ち上げ、残された気力の全てをかき集めようとした、その時だった。

　再び、空からあの声が……領土戦ステージを無制限中立フィールドに変え、魔ま都とステージを地じ獄ごくステージに変えた声が響ひびいた。




「《パラダイム・レストレーション》」




　心臓を氷のかぎ爪つめで鷲わし摑づかみにされるような感覚に襲おそわれながら、美早は空を振り仰あおいだ。

　渦うず巻まく紫むらさきの雲の下に、淡あわいピンク色の光に包まれた女性Ｆ型デュエルアバターが浮ういている。

　しかし、彼女自身の力で飛んでいるのではない。ぴたりと寄より添そう銀色のアバターが右手で支えているのだ。その背中からしなやかに伸び、地じ獄ごくの瘴しよう気きを浄じよう化かするような燐りん光こうを放つのは、十枚の金属フィンで構成された白銀の翼つばさ。

「……クーさん」とアーダー・メイデンが、

「鴉からすさん……」とスカイ・レイカーが呟つぶやいた。

　見み間ま違ちがえようもない。あれは黒の王ブラック・ロータスの《子》にして加速世界唯ゆい一いつの完全飛行型デュエルアバター、シルバー・クロウ。

　普ふ通つうに考えれば、クロウが白のレギオンに寝ね返がえったと思ってもおかしくない場面だ。

　しかし美ミ早ハヤは──恐おそらく他の全員も、その可能性がゼロであることを確信していた。

　直後、Ｆ型アバターが右手で掲かかげる錫しやく杖じようから薄うす桃もも色いろの光が一直線に降り注ぎ、円えん筒とう状じようのオーロラとなって広がった。

　その光に触ふれた邪神デビル級きゆうエネミーが、まるで最初から幻まぼろしだったかのように音もなく消しよう滅めつしていく。それだけではない。地面を覆おおう漆しつ黒こくの棘とげも、空を埋うめる紫むらさきの雲も消え去り、冷たく平らな鋼鉄のタイルとダークブルーの夜空へと変わる。

　地じ獄ごくステージが、魔ま都とステージに戻もどったのだ。

　いや。

　いや、違ちがう、それだけではない。空に夜明けの光がないということは、ここはもう無制限中立フィールドではなく……。

　観察と推察がそこまで至った瞬しゆん間かん、美早は自分がいまなすべきことを考えようとした。

　だがその時にはもう、二人の王が動いていた。




「──《星光連流撃スターバースト・ストリーム》!!」




　美早が初めて聞く凄せい烈れつな技わざ名めいを高らかに発声した黒の王は、青白い過剰光オーバーレイを宿した双そう剣けんを、左右交こう互ごに猛もう然ぜんと斬きり払はらう。そのたびに、光は青い流星へと変じて、広場の東側へと撃うち出されていく。

　いっぽう、半はん壊かいしたコクピットブロックから飛び出してきた赤の王も、両の拳こぶしに真しん紅くの輝かがやきを宿らせ、叫さけんだ。




「──《輻射連拳レイデイアント・バースト》!!」




　両りよう腕うでが美早にも視し認にん不可能な速さで閃ひらめき、赤いオーラを重じゆう機き関かん銃じゆうのように連射する。二人の王が放つ青い流星と赤い銃じゆう弾だんは、凄すさまじいスピードで拡散するオーロラを追いかけるように、広場東側の一角へと吸い込まれていく。

　ここでようやく美早は、王たちの意図を悟さとった。

　上空のＦ型アバターが発生させたピンク色のオーロラは不ふ透とう明めい。美早たちからはオーロラの向こう側が見えない代わりに、外側にいる者にも美ミ早ハヤたちが見えないのだ。

　つまり──。

　オーロラを追いかけるように遠えん距きよ離り攻こう撃げきを放てば、外側にいるオシラトリ・ユニヴァースのメンバーたちが、それに気付く方法はない。

　薄うす桃もも色いろに輝かがやくベールが、広場東側に建つ大型ビルを通過し、通常の領土戦ステージに引き戻もどした。

　吹ふき抜けになっている一階部分には、ネガ・ネビュラスの最さい期ごを看み取とろうとしていた十人のバーストリンカーの姿があった。まだグレイシャー・ビヒモスの頭上に立ったままのスノー・フェアリーが、何かを叫さけぼうとした。

　しかし、遅おそかった。

　二人のレベル９ｅｒナイナーが放った渾こん身しんの心しん意い技わざが、十人を直ちよく撃げきした。地面が波打つような衝しよう撃げき波はが押し寄せてきて、美早は思わず四し肢しを踏ふん張ばった。

　青と赤の光が融とけ合い、膨ふくれ上がり、十のシルエットを搔かき消けし。

　途と轍てつもなく巨きよ大だいな螺ら旋せんの爆ばく光こうとなって、破は壊かい不ふ能のうであるはずの魔ま都とステージの大型ビルごと、そこに存在した全てを消しよう滅めつさせた。光はどこまでも高く屹きつ立りつし、暗い空まで届くと、分厚い雲を瞬しゆん時じに蒸発させてからようやく薄うすれた。

　いつの間にか美早の視界右側に表示されていた、スノー・フェアリーとグレイシャー・ビヒモスを含ふくむ十本の体力ゲージが一気に左ひだり端はしまで減少し、消えた。




　　　＊＊＊




　このところ課題にしてきた思考の瞬しゆん発ぱつ力りよくでも、黒クロ雪ユキ姫ヒメとニコにはまったく及およばないことを、ハルユキは痛いほど理解した。

　オーキッド・オラクルがハルユキとともに上空に出現し、二度目の強きよう制せい変へん遷せんで無制限中立フィールドを領土戦ステージに戻もどすことを、二人に予想できたはずがない。ゆえにハルユキは、変へん遷せんが終しゆう了りようしたら地面に下りて、黒雪姫たちに状じよう況きようを説明してからオシラトリ・ユニヴァースに最後の決戦を挑いどむつもりだったのだ。

　そもそもハルユキは、この戦いに黒雪姫とニコが参加していることを知らなかった。北の塔とうから泉せん岳がく寺じまで飛行し、地上の仲間たちの中にブラック・ロータスとインビンシブルの一部を発見した時は、驚きよう愕がくのあまり墜つい落らくしそうになったほどだ。

　一秒でも早く黒雪姫のところに行きたいという気持ちを抑おさえ、変へん遷せんが終わるのを待っていたのだが、二人の王はオーロラが広がり始めた数秒後にはもう攻こう撃げき態たい勢せいに入り、領土戦ステージに移動した直後のスノー・フェアリーたちを回かい避ひ不ふ能のうの心しん意い技わざで殲せん滅めつしてしまった。その判断力と行動力は、戦せん闘とう経けい験けんのひと言では説明できない。

　恐おそらく、ここにいること自体が、二人の卓たく越えつした思考力の結果なのだろう。

　詳しよう細さいは聞いてみなければ解わからないが、何らかの理由で白のレギオンの罠わなに気付き、いったん降りたバスを追いかけてきたのだ。黒クロ雪ユキ姫ヒメとニコがいなければ、恐おそらく邪神デビル級きゆうエネミーの猛もう攻こうには耐たえられなかったはずだ。

　眼下に寄より添そって立つネガ・ネビュラスの仲間たちは例外なく満まん身しん創そう痍いで、しかもカシス・ムースとアッシュ・ローラーの姿がない。南に眼めを向けると、ライム・ベルが一人きりで建物の壁かべに寄より掛かかっている。彼女をあそこまで運んだトリリードも、棘とげのダメージで力ちから尽つきたのだろう。無制限フィールドならマーカーが残るが、領土戦ステージに戻もどったのでルールに従って退場したのだ。

　加えて──。

　芝しば公こう園えん地ち下か迷めい宮きゆうから先行してもらった大天使メタトロンの姿も見当たらない。

　天から降り注ぐ《トリスアギオン》の白はく炎えんはハルユキにも見えたので、泉せん岳がく寺じまで辿たどり着ついたのは確かだ。しかし直後に出現した地じ獄ごくステージが、彼女にダメージを与あたえなかったはずがない。影えい響きようを避さけるために芝しば公こう園えんまで戻もどったのか、あるいは……。

　不安と焦しよう燥そうに駆かられながらホバリングを続けていると、ようやくオーロラが二キロメートル先の障しよう壁へきまで到とう達たつし、消えた。

　急いで北の塔とうに戻もどろうとした、ハルユキの鏡面ゴーグルを──。

　右みぎ腕うでの中で振り向いたオーキッド・オラクルが、広げた手でがしっと摑つかんだ。

「ちょっと、有アリ田タ君くん」

「え……な、何です？」

「どうして姫ヒメがここにいるの！　きみたち、まさか領土戦に参加させたの!?　防衛側に白の王がいる可能性もゼロじゃなかったのに!!」

　いかにも生徒会役員らしい毅き然ぜんとした声で[image: 叱]しつ責せきされれば、摑つかまれたままの顔をぷるぷる振るしかない。

「ち、ちゃいますよう。作戦では、先せん輩ぱいとニ……赤の王は杉すぎ並なみを防衛してるはずだったんです。僕もさっき先せん輩ぱいがいることに気付いて、びっくりして……でも、たぶん先せん輩ぱいたちがいなければ、エネミーの攻こう撃げきには耐たえられなかったんじゃないかと……」

「……それはそうだけど……まったくもう、姫ったら……」

　ふう、とため息をつくと。

　恵メグミはハルユキの顔から手を離はなし、決意と覚かく悟ごを秘めた表情で囁ささやいた。

「……有田君、わたしを彼らのところに降ろして」

「…………」

　ちらりと地上を見下ろしてから、ハルユキは訊たずねた。

「……でも、若ワカ宮ミヤ先せん輩ぱいは、ネガ・ネビュラスのメンバーにとっては……」

　──領土戦ステージを無制限中立フィールドに変えて、レギオンを潰かい滅めつの瀬せ戸と際ぎわまで追おい詰つめた、ある意味ではスノー・フェアリーやアイボリー・タワー以上の敵。

　という言葉をハルユキは口にできなかったが、恵メグミは理解したようだった。淡あわい微笑ほほえみを浮うかべて頷うなずき、小声で付け加える。

「でも、みんなの前で《若ワカ宮ミヤ先せん輩ぱい》はやめてね」

「……僕も、《有アリ田タ君くん》はナシでお願いします」

　そう答えると、ハルユキは翼つばさの振しん動どうを抑おさえ、まっすぐに降下した。

　両足が鋼鉄の地面に触ふれる前から、仲間たちが駆かけ寄よってくる。しかしハルユキの腕うでに抱かかえられたオーキッド・オラクルを見ると、疑念と警けい戒かいが入り交じった表情で足を止める。

　皆みなに恵の立場を説明しなくてはならないと思いつつも、我が慢まんできずにハルユキは最大の懸け念ねんを口にした。

「あの、メタトロンはどうなったんですか!?」

「おいおい、最初のひと言がそれかよ」

　苦く笑しよう交じりに言ったのはニコだった。小さな右手を持ち上げ、少し離はなれた場所に転がっているインビンシブルのコクピットブロックを指さす。

「天使のねーちゃんなら、あの中に……」

　その言葉が終わる前に、ハルユキはオラクルの体から右手を離はなし、コクピットに駆かけ寄よっていた。

「メタトロン！」

　叫さけびながら、解放されたままのハッチの中を覗のぞき込む。

　しかし──薄うす暗ぐらい操縦席の内部は、完全に無人だった。心臓をひやりと冷たい手が摑つかむ。

　消えてしまった、のだろうか？　加速研究会の本部でハルユキを助けてくれた時のように、フルパワーのトリスアギオンで存在そのものを燃やし尽くしてしまったのか……？

　もういちど大天使の名前を大声で呼ぼうと、冷たい空気を仮想の肺いっぱいに吸い込んだ、その時。

　左ひだり肩かたの上に小さな光点が生まれ、明めい滅めつし、純白の立体アイコンを形作った。

「……メタトロン……」

　震ふるえ声ごえでその名を呼び、アイコンに触ふれようとしたハルユキの右手を、小さな羽根がぺしっと叩たたいた。

「まったく、少し考えればすぐ解わかることでしょう。ここはもう無制限中立フイールドミーン・レベルではなく領土戦ステージロウ・レベルなのですからビーイングは実体化できません。それに、あの程度のことで私が消えるはずもない。お前が私を心配するなど、千年早いというものですよ、しもべ」

　体感時間ではほんの十数分離はなれていただけなのに、相変わらず居い丈たけ高だかなメタトロンの口調を懐なつかしく感じながら、ハルユキは安あん堵どの息を吐はいた。考えてみれば当然で、邪神デビル級きゆうエネミーが消しよう滅めつしたのだから同様にメタトロンの本体も消える道理だ。正確には、無制限フィールドから消えたのはハルユキたちのほうだが。

　作戦が終わったら、すぐにもう一度メタトロンの本体に会いに行こう……ともういちど心に決め、ハルユキは肩かたにアイコンを乗せたまま着地地点に戻もどった。

　改めて近くから見ると、激げき闘とうを耐たえ抜いた仲間たちのアバターは例外なく酷ひどい状態だった。装そう甲こうはひび割れ、砕くだけ、部位欠損している者も少なくない。ブッシュ・ウータンが両手で抱かかえているオリーブ・グラブに至っては残っているのが頭だけで、あの状態で生きているのが不思議なほどだ。

　いますぐ駆かけ寄より、スノー・フェアリーの《白の終局ブライニクル》から逃げてしまったことを詫わびて、全員の健けん闘とうを称たたえたかったが、戦いが終わってもなお硬かたく張はり詰つめた空気がそれを許さなかった。

　固まって立つ十数人から少し離はなれた場所で、ブラック・ロータスとオーキッド・オラクルが向かい合っている。無言で互たがいを見み詰つめる二人からは切々とした感情の嵐あらしが漏もれ伝わってきて、とても声を掛かけられない。

　復活したタイムカウンターをちらりと確かく認にんすると、領土戦の残り時間はまだ千秒以上もある。オラクルがステージを移動させた時点に戻もどったのだろうが、このままタイムアップを待つには長すぎる時間だ。

　ハルユキは、両りよう拳こぶしを握にぎり締しめながら黒の王のフェイスマスクを見た。ひび割れたゴーグルの奥おくで、青あお紫むらさき色いろのアイレンズが静かに光っている。恐おそらく黒クロ雪ユキ姫ヒメももう、オラクルが若ワカ宮ミヤ恵メグミであることを理解しているのだろう。

　レギオンマスターとしては、メンバーをまとめて全損させようとした白のレギオンの一員であるオラクルに、私情を交えた対応をすることは許されまい。しかしいっぽうで、恵は黒雪姫の親友なのだ。しかも梅うめ郷さと中ちゆうの生徒でいるあいだは、バーストリンカーとしての記き憶おくを失っていた。

《親》であるサフラン・ブロッサムの記き憶おくが戻もどり、彼女の復活の可能性を提示されれば、白の王に従うしなかっただろうとハルユキも思う。しかしその事情は、恵が自分の口から黒雪姫に説明しなくてはならない。

　──どうして黙だまってるんですか、若宮先せん輩ぱい！

　というハルユキの思念が届いたのか。

　恵が、初めて黒雪姫に呼びかけた。

「……ブラック・ロータス」

　しかし続いた言葉は、ハルユキが予想だにしないものだった。

「わたしを殺して。それでこの領土戦は、あなたたちの勝利で終わる」

　ブラック・ロータスの、ぼろぼろに刃は毀こぼれした剣けん先さきがぴくりと震ふるえる。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの葛かつ藤とうが痛いほど伝わってきて、ハルユキは握にぎった両手に力を込めた。

　現時点で、生き残っている白のレギオンのメンバーはオーキッド・オラクル一人だけ。確かに彼女が斃たおれれば領土戦は終しゆう了りようするが、それが果たして最善の選せん択たくと言えるのか。

　完全な静せい寂じやくの中、タイムカウントの数字だけがゆっくりと減少していく。

　それが一〇〇〇を切った時、ニコが両手を広げ、落ち着いた声を出した。

「どんな事情があるのかは知らねーけど、あんたらは二人ともまだ生きてるんだからさ……。まずはとことん話をしろよ、そうしなきゃ伝わらないことだってあるんだぜ。あたしらは全員どっか行ってるから」

　くるりと振り向き、仲間たちに向かって威い勢せい良よく両手を叩たたく。

「よっしゃ、移動するぞ！」

「ど、どこにでヤンスか……」

　ブッシュ・ウータンが啞あ然ぜんとしたように訊たずねると、ニコはびしっと東を指さした。

「こういう時は太陽に向かって並んで歩いてくモンなんだよ！」

「また夜に戻もどっちゃったでヤンス……」

「うっさい、心の眼めで見ろ！　ほら動いた動いた！」

　その言葉にくすっと微笑ほほえんだスカイ・レイカーが、率そつ先せんして歩き始める。アクア・カレントとアーダー・メイデンがそれに続き、合流したライム・ベルと他のメンバーも追いかける。

　最後にもういちどだけ黒雪姫と恵メグミを見やってから、ハルユキも振り向いた。左ひだり肩かたのメタトロンが、

「……まったく、相変わらず意志決定プロセスが非効率的ですね、お前たちは」

　と呟つぶやくので、苦く笑しようしながら答える。

「効率より大切なものだって、たまにはあるんだよ。メタトロンだって今回は……」

　効率だの合理性だのをすっとばして僕たちを助けてくれたじゃないか、と続けようとしたのだが、なぜかそれを察したらしい大天使にヘルメットをぺしっと叩たたかれてしまったのでやめておく。

　一同は、二人の王が心しん意い技わざで作り出したクレーターを突っ切って東に歩き続けた。

　先頭を行くニコの背中を見み詰つめながら、ハルユキは彼女の言葉を思い出していた。

　──まずはとことん話をしろよ、そうしなきゃ伝わらないことだってある。

　ニコは、プロミネンスの頭首として、五代目クロム・ディザスターになってしまった自分の《親》チェリー・ルークを断罪した。もしかしたらその記き憶おくを、ブラック・ロータスとオーキッド・オラクルの姿に重ねていたのかもしれない。

　黒雪姫と恵がどんな答えを出すのか──二人がこれからも親友でいられるのかは、ハルユキには解わからない。でも二人だけで思おもいの丈たけをぶつけあうことができれば、それは決して無意味なことではないと思う。かつてハルユキも、幼おさな馴な染じみのタクム、チユリとのあいだに壁かべを作り、口を閉ざし、差し出された手を振り払ってしまった。ブレイン・バーストとの出会いがその断絶を深化させ、また癒いやしてもくれたけれど、拭ぬぐいきれない後こう悔かいはいまも胸に残っている。

　傷だらけのバーストリンカーたちは、夜よ霧ぎりたなびく魔ま都とステージを、あてどなく東に歩き続けた。

　ＪＲの線路を横切り、芝しば浦うら中ちゆう央おう公こう園えんを抜けて、行く手に大きな運河が見えてきた頃ころ──。

　目の前に領土戦の終しゆう了りようと、ネガ・ネビュラスの勝利を告げるシステム・メッセージが赤々と燃え上がった。

　十六人は足を止め、加速世界から自動退場するまで、暗い空を見上げ続けていた。
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　乾かわいたモーター音とロードノイズ。

　モケットシートの少し硬かたい座すわり心地ごこち。

　後ろから差し込んでくる、金色の日差し。

　現実世界に戻もどってから二秒ほど、ハルユキは自分がどこにいるのか解わからなかった。窓の外を流れる景色を見て、ようやく明めい治じ通どおりを走る無む人じん循じゆん環かんバスの車内だと思い出す。

　想定外の展開の連続だったとはいえ、向こうで戦っていたのはせいぜい一時間半ほど、つまり現実時間では五秒程度に過ぎないのだが、まるで何日も経たってしまったような気さえする。レギオンメンバーたちも同様の感かん慨がいに打たれているのか、しばらく誰だれも発言しようとしなかったが、バスが信号で停車したのをきっかけに楓フウ子コが立ち上がった。

「……本当にいろいろあったけど、まずはみんな、お疲つかれ様さま」

　車内に他の乗客はいないので、一同を見回しながら肉声で語りかける。

「次のバス停で降りて、外回りに乗りかえましょう。あれこれ話したいことはあると思うけど、詳くわしいことは杉すぎ並なみに戻もどってから、ミーティングでね」

「はぁーい」

　とハルユキの隣となりに座すわるチユリが答え、背筋を伸ばして車内を見回してから、小声で呟つぶやく。

「そっか……先せん輩ぱいたちは乗ってないんだった……」

　そう、このバスには、別の場所からダイブする予定だったブッシュ・ウータンとオリーブ・グラブ、そして予定外の飛び入りを敢かん行こうした黒クロ雪ユキ姫ヒメとニコは乗っていない。しかし二人は恐おそらくタクシーか何かでバスを追いかけてきたはずなので、バス停で合流できるかもしれない。

「あの、師し匠しよう、先せん輩ぱいにコールしてみます」

　仮想デスクトップを操作しながらハルユキがそう言うと、楓フウ子コは体を右に回してかぶりを振った。

「いいえ、それはわたしが。鴉からすさんには他にして貰もらうことがあるわ」

「え……なんですか？」

　途と端たん、車内のほぼ全員が、椅い子すに座すわったまま軽くずっこける気配。うわなんだっけ、と考えてからようやく気付く。

「あっ、そうか……！　コバマガさんたちに、マッチングリストを確かく認にんして貰もらわないと！」

　そう、それこそが、今日のミッションの目的なのだ。

　イレギュラーな展開を辿たどりはしたものの、領土戦はネガ・ネビュラスの勝利となった。すなわち現時点で、港みなと区く第三エリアの支配権はオシラトリ・ユニヴァースからネガ・ネビュラスに移動し、オシラトリの《マッチングリスト遮しや断だん特とつ権けん》は消しよう滅めつしている。

　それによって、もし加速研究会のメンバーがリストに出現すれば、白のレギオンと研究会が表ひよう裏り一いつ体たいの組織だったことが明らかになる。しかしリストを確かく認にんするのは高位の第三者でなければならない。その大役を引き受けてくれたのが、青のレギオン・レオニーズの《二剣デユアリス》、コバルト・ブレードとマンガン・ブレードだ。

　二人はいま、港みなと区く第三エリア南西部の東京都庭園美術館に待機し、すでに確かく認にんを終えているはず。

　ハルユキは一気に冷たくなった手で通話アプリを起動し、コバルト・ブレードこと高タカ野ノ内ウチ琴コトにボイスコールを発信した。

　〇・三秒で接続したので、乾かわき切った喉のどから掠かすれ声ごえを押し出す。

「あ、あの、有アリ田タです。こ、ここここ琴さん、どうでしたか!?」

『その前に！』

　やけに尖とがった琴の声が聞こえ、思わず首を縮める。

『どうして領土戦に五秒以上もかかったのですか!?　おかげで私も雪ユキも、何度も加速するハメになりましたよ！』

「そ、それには色々事情があって……詳くわしいことはあとで説明します。そそそれでマッチングリストは……」

　刹せつ那なの躊躇ためらいを含ふくむ沈ちん黙もくが、続く言葉を予感させた。

　そんな、噓うそだ、と頭の中で呟つぶやきながら、ハルユキは琴コトの答えを聞いた。

『…………残念ですが、マッチングリストに、そちらから提示された加速研究会メンバーの名はありませんでした。これでは、オシラトリ・ユニヴァースの悪事を暴くことはできません』

「………………」

　思考が真っ白になり、言うべきことを見失う。

　攻こう撃げきメンバーの大部分が全損の危機に陥おちいりつつも、全員ぼろぼろになって懸けん命めいに摑つかんだ勝利が、まったくの無意味だった。その事実を、脳が受け入れようとしない。

　いや、本当は、心のどこかでこの結果を予感していたのだ。

　白のレギオンは、周しゆう到とうな罠わなを巡めぐらせてハルユキたちを待ち構えていた。ならば、事前にラスト・ジグソーやサルファ・ポットといった研究会メンバーをエリア外に退たい避ひさせておくくらいのことはしても不思議はない。しかしその可能性を考えたら戦えなくなってしまう気がして、必死に振り払ってきた。

　だが、琴の言葉を打ち消すことはできない。

「そう…………ですか」

　どうにかそう答えたハルユキの頭に、トーンを落とした琴の声が響ひびいた。

『本当は、オブザーバーがこんなことを言ってはいけないのでしょうけど……私も本当に残念です。しかしまだ、方法はあるはず。ネガ・ネビュラスの健けん闘とうを祈いのります』

「……ありがとう、ございます」

　呟つぶやいてから、なんとか気を取り直し、ハルユキは言葉を続けた。

「あの、もし美術館でトリリードに会ったら、ありがとうって伝えておいてください。僕も連れん絡らくしますけど、彼、ものすごく頑がん張ばってくれたんで……」

『解わかりました。……そちらも頑がん張ばって、と雪ユキが言っています。それではまた』

　そこで通話は切断され、ハルユキは深く息を吐はいてから顔を上げた。

　すでに結果を悟さとりつつも、一いち縷るの望みを抱くように無言で視線を向けてくる仲間たちに、どう答えていいのか解わからず無言でかぶりを振る。

　車内に重い失望と落らく胆たんの空気が満ち、ハルユキも再び俯うつむいた。チユリがぽんぽんと背中を叩たたいてくれるが、いまは小さく頷うなずくのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　マッチングリストを使って加速研究会の隠かくれ蓑みのを引き剝はがすという手段は、これで完全に断たたれた。まだ方法はあるはず、とコバルト・ブレードは言ってくれたが、もう正せい攻こう法ほうでは不可能とも思える。

　残された手段は、オシラトリ・ユニヴァースの本ほん拠きよ地ちである私立エテルナ女子学院に乗り込み、ローカルネット経由で決戦を挑いどむくらいしか……と自じ暴ぼう自じ棄きなことを考えかけた、その時だった。

「……あの」

　という声が聞こえ、ハルユキはそちらを見た。小さく手を挙げているのは、涙なみだ目めの日クサ下カ部ベ綸リンの隣となりに座すわっている奈ナ胡ゴ志シ帆ホ子コだった。

　全員の視線が集まり、気き後おくれしたように手を下げかけた志帆子だったが、一いつ瞬しゆん強く唇くちびるを嚙かむと大きく息を吸い、発言を続けた。

「あの、これが証しよう拠こになるのかは解わからないんですけど……」

「言ってみて、ショコちゃん。いまはどんな可能性にもすがりたいわ」

　楓フウ子コに促うながされ、こくりと頷うなずく。

「はい。えと……わたし、邪じや神しんに囲まれて絶望的な状じよう況きようになっても、守られてるだけで何もできなくて……せめて、みんなの戦いを記き憶おくに……できれば記録に残したい、って思って……」

　ハルユキの背中に触ふれたままのチユリの右手が、いきなりシャツの生き地じごと強く肉を摑つかんだ。しかしその痛みも、続く志帆子の言葉が吹ふき飛とばした。




「……わたし、リプレイカードで録画してたんです。アイボリー・タワーが、ブラック・バイスに変身するところを。これって……証しよう拠こに、なりませんか？」








（つづく）　　　
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　あとがき




　大変長らくお待たせしました、アクセル・ワールド21巻『雪の妖よう精せい』をお届けします。

　十月発売を予定していたこの本が、十二月に延期になってしまったことについて、改めてお詫わびいたします。新作アニメ『インフィニット・バースト』の劇場用特典小説とＢＤ＆ＤＶＤ特典小説が予定より長いお話になってしまったからなのですが、そろそろ《小説を目算どおりの枚数で書き上げるアビリティ》も身に着けていかないとなーと思っております。

　さて、改めて今巻についてですが……（以下ネタバレ警報）白のレギオンとの領土戦は、ひとまず予定どおりに決着してほっとしました（笑）。まあこれで戦いが終わるというわけではまったくなく、ようやくここから本格的な最終決戦に突とつ入にゆうしていく……という感じなのですが、次の22巻は現実世界で一息つくようなお話になる予定です。ハルユキたちが待ちに待った夏休みですしね！

　考えてみると、私アクセルでもＳＡＯでも、真夏の話ってほとんど書いてないんですよね。ご存じのとおりアクセルは秋に始まった物語がようやく夏に差さし掛かかったところですし、ＳＡＯもほとんどのエピソードが秋から春にかけてのお話ですしね。ことさら意識して夏を避けているつもりはまったくないんですが……。これからアクセルはしばらく真夏の話が続くと思うので、現実世界（作者の）では過ぎ去ってしまった夏を思い出しつつ書いていこうと思ってます。とか言ってるうちにすぐ来年の夏になっちゃうんですけどね……。

　さてさて。最初らへんでも書きましたが、『インフィニット・バースト』はおかげさまで多くの方に観みて頂けたようで、ありがとうございました！　原作ファンの皆みな様さまが観みたいであろう映像をこれでもかと詰つめ込こんだために新キャラのリサやニュクスの掘ほり下さげが本編では浅めになってしまいましたが、そこは特典小説の『無限への跳ちよう躍やく』『永遠への帰き還かん』で補完して頂ければ……という感じです。また、ゲームの新展開として『アクセル・ワールドVSソードアート・オンライン　千年の黄昏ミレニアム・トワイライト』というタイトルの発表されまして、これは名前のとおりアクセルとＳＡＯのクロスオーバー作品となっております。キリトとクロウが並んで飛ひ翔しようするＰＶは私も鳥とり肌はだ立ちまくりでした。ストーリーの根幹部分は私のほうからアイデアを出させて頂いたのですが、これでもかとアクセルを踏ふみまくったお話になっていますので、どうぞご期待下さいませ！

　今巻も、一回延期したにもかかわらず超ちようギリギリ進行になってしまい、イラストのＨＩＭＡさんと担当の三み木きさんにはご迷めい惑わくおかけしました。そして新刊を待って下さっている読者の皆みな様さまにもお詫わび申し上げます！　次はなるべく早くお届けしたいです！





二〇一六年十一月某ぼう日じつ　　川かわ原はら　礫れき





















次ページには、紙書籍版刊行時の『ソードアート・オンライン19』発売告知ページのイラストを収録しています。
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川かわ原はら 礫れき

左の四コマを描きながら「でも格ゲーに剣はどーなんだろうなあやっぱ…」と思ったりもしましたが、よく考えたら私がいちばんやり込んだ格ゲーはサ〇スピなのでむしろ必然という結論に達しました。
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イラスト／ＨＩＭＡ

10月３日生まれ。挿絵は今シリーズが初のイラストレーター。『電撃萌王』小冊子への寄稿を見た文庫編集者が、今回の挿絵依頼をオファーしたことがきっかけ。本業仕事の合間を縫って、ブログやＳＮＳサイトなどでイラストを発表している。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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http://dengekibunko.jp/
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